
備 考

※平成25年4月
設置届出予定

4 100 - 400 学士
(人間社会学)

平成23年4月
第1年次

- 180

東京都渋谷区東一丁目
1番地49

4 100 - 400 学士
(人間社会学)

平成16年4月
第1年次

平成19年4月
第1年次

164 学士
(生活科学)

平成19年4月
第1年次

4 40

4 45

4 80 2 324 学士
(生活科学)

4 75 - 300 学士
(生活科学)

昭和41年4月
第1年次

4

学士（文学） 昭和40年4月
第1年次

東京都日野市大坂上四
丁目1番地の1

70 昭和41年4月
第1年次

4 110 9 458 学士（文学） 昭和40年4月
第1年次

4 110 9

4 90 2

　　生活文化専攻

　　幼児保育専攻

　　食物科学専攻

人間社会学部

　人間社会学科

　現代社会学科

　　健康栄養専攻

大 学 の 目 的

本学は、教育基本法、学校教育法及び実践女子学園の建学の精神に則り、深く専門
の学芸を教授研究し、かつ人格の完成を目標として幅広く深い教養を培い、国際的
視野に立つ社会人として自己の信ずるところを実践し、もって文化の創造と人類の
福祉とに寄与する人材を育成することを目的とする。

収容
定員

　国文学科

　英文学科

　美学美術史学科

生活科学部

東京都渋谷区東一丁目
1番地49

事 項

フ リ ガ ナ ジッセンジョシダイガク

記 入 欄

本学は生活科学部に現代生活学科を新たに設置し、社会や地域との繋がりを教育研
究することとする。現代生活学科の届出設置により平成26年4月より4学科体制とす
るため、大学の収容定員を増加する学則変更を行う。

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ガッコウホウジン　ジッセンジョシガクエン

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

実践女子大学 (Jissen Women's University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　実践女子学園

基 本 計 画

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

所　在　地
修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

計
920

(860)
24 3728

(3488)

東京都日野市大坂上四丁目1番地の1

編入学
定　員

昭和60年4月
第1年次

昭和40年4月
第1年次

学士
(生活科学)

- 280

458

364 学士（文学）

学士
(生活科学)

2

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

文学部

　食生活科学科

　　管理栄養士専攻

　生活環境学科

　生活文化学科

人3年次
人

　　年　月
第　年次

40 - 160 学士
(生活科学)

平成25年4月
第1年次

　現代生活学科 4 60
(0)

- 240
(0)

学士
(生活科学)

平成26年4月
第1年次

4

310 20 1280

410
（350）

4 1648
(1408)

200 - 800

1



平成25年4月届出予定

平成26年4月　名称変更予定
　　実践女子短期大学　→　実践女子大学短期大学部

45 49 94

（20）

0 10 0 20

（6） （4） （0） （0）

6 4

　　　　　　　　生活文化学科
9 3

(10） （0）

3 1 16

（9） （3） （3） （1）

0 40

00 42

(16) （0） （42）

(13) （0）
　　　　　　　　生活環境学科

10 2 0 1 13

（10） （2） （0） （1） （40）

　　　　　　　　英文学科
9 2 4 1 16 0 56

（9） （2） （4） （1） (16) （0） （56）

1

2

（6） （3） （1） （2）

1

（35）

0 50

(12) （0） （50）

12

24 0 35

（19） （4） （2） （1） (26) （0）

－　科目

(0)

(0)

0

（7）

0

0

7

(7)

49

（49）

44

（0）

（44）

145

（145)

（0）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

図 書 館 専 門 職 員

職　　　種

事 務 職 員

そ の 他 の 職 員

新

設

分

既
設
分

（12）（26）

12

（-）
なし

0

　　　　　　　　美学美術史学科

（-）

0

（81） （7）

78

（-）

（45）

44

7

7

（0）

人

（49）

316

（-）

123

（-） （-） （-） （-）

0

(94)

- - - -

0

（316）（0）

計

人

（316）(126)（7）

（-）（-） （-） （-）（-）

（49）（3） （1）（0）

（0）

- --- -

講師 助手

卒業要件単位数

－

計教育
課程

－　科目

教

員

組

織

の

概

要

新設学部等の名称
講義

学　部　等　の　名　称

計

教授

計

（44）

96

（96）
計

専　　任 兼　　任

26

（-）

- - -

(126)

人

(17) （0）

兼 任
教 員 等

専任教員等

人

(13)

人人

3

計

人

文学部　　　　　国文学科

78

生活科学部　　　食生活科学科
17 4 2

准教授

(10)

（81） （26) （12）

人間社会学部　　人間社会学科

6

人

助教

－　単位

人

実験・実習

－　科目 －　科目

開設する授業科目の総数

演習

人

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

技 術 職 員

合　　　　計

- -

0 316

（0） （16）

26 12 7 123

3 1 0 10

（6） （3） （1） （0）

12 3 0 1 16 0 49

0 16
　　　　　　　　現代社会学科

6

　　　　　　　　現代生活学科
3 2 1 0 6 0 8

（8）（3） （2） （1） （0） (6) （0）

2



大学全体

生活文化専攻

人間社会学部

9,353㎡

〔うち外国書〕

第３年次

語学学習施設

第１年次 第２年次 第４年次 第５年次

（　　　　　　0㎡）

25,804㎡ 0㎡

4,758㎡

16,606㎡

9,353㎡

共用する他の
学校等の専用

0㎡

1,996㎡

学生納付金以外の維持方法の概要

区　分 第２年次開設前年度

（　　35,406㎡）

演習室

面積

面積

校　　　舎

第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

冊 種

閲覧座席数

体育館

〔うち外国書〕 点

（　　53,196㎡）

76,607㎡

0㎡

計

20,093㎡

（　　25,804㎡）

37,053㎡

計

図書館

点

19,461㎡

（補助職員6　人）

53,196㎡

7室 1室

57,146㎡

43,894㎡ 6,754㎡

93室

情報処理学習施設

10,740㎡

小 計

そ の 他 859㎡

25,959㎡

共用する他の
学校等の専用

区　　　分

43,035㎡

校
　
　
地
　
　
等

運 動 場 用 地

専　　用

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

計

講義室

教室等

〔うち外国書〕

大学全体

（8,657〔1,010〕）

学術雑誌

669,655〔120,833〕

32,295㎡

共　　用

校 舎 敷 地

新設学部等の名称

合 計

共　　用

27,392㎡

専　　用

40室 42室

機械・器具視聴覚資料

（補助職員　0人）

標本

室　　　数

電子ジャーナル

実験実習室

4,758㎡

新設学部等の名称

点

図書

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

第６年次

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第１年次

63,261千円

37,393千円

852,485千円

第５年次 第６年次

61,239千円58,282千円

寄付金収入，私立大学経常経費補助金，資産運用収入，事業収入　等

経費
の見
積り

学生
１人
当り
納付
金

第３年次

－ 千円－ 千円586,045千円245,626千円 45,531千円 45,597千円

60,253千円59,268千円

－ 千円

24,063

1624,063

収 納 可 能 冊 数

 （　16　）

1,468

( 24,063 )  （1,468）

－ 千円

－ 千円

400千円

38,581千円

－ 千円

－ 千円

400千円

38,826千円

400千円 － 千円

（669,655〔120,833〕)

669,655〔120,833〕

（669,655〔120,833〕)

6契約、484〔484〕ﾀｲﾄﾙ8,657〔1,010〕

8,657〔1,010〕

（8,657〔1,010〕）

6契約、484〔484〕ﾀｲﾄﾙ

16

 （　16　）

1,4686契約、484〔484〕ﾀｲﾄﾙ

6契約、484〔484〕ﾀｲﾄﾙ  （1,468）( 24,063 )

37,638千円

6,762㎡ 699,000559

2,245㎡ 卓球場　

文学部

1,300千円 1,020千円

－ 千円

生
活
科
学
部 － 千円

1,020千円 1,020千円

大学全体 205 室

テニスコート　4面

400千円

現代生活学科

図書費には電子
ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄ含
む）を含む

大学全体

1,340千円 1,060千円 1,060千円 1,060千円

食生活科学科

生活環境学科

生活文化学科

 幼児保育専攻

生活文化学科

実践女子短期大
学と共用

実践女子短期大
学と共用

3



0.16 平成23
年度

　美術史学専攻
　(博士後期課程)

3 2 － 6 修士
（文学）

平成25
年度

学士
(人間社会学)

1.15 平成16
年度

    食生活科学科
      健康栄養専攻

4 40 - 40 学士
(生活科学)

1.32

    人間社会学科 4 100 10 470

1.10

    生活文化学科
      生活文化専攻

40

既
設
大
学
等
の
状
況

　生活環境学専攻
　(修士課程)

2 6 － 12 修士
（生活科学）

0.66 平成元
年度

平成19
年度

1.10 平成23
年度

1.28

昭和41
年度

昭和41
年度

10 310 学士
(人間社会学)

東京都日野市大坂
上四丁目1番地の1

学士
(生活科学)

昭和60
年度

1.10

4 平成19
年度

1.11

1.24 昭和40
年度

    生活文化学科
      幼児保育専攻

4 45 2 187

2 172 学士
(生活科学)

    生活環境学科 4 80 2 332 学士
(生活科学)

    食生活科学科
      食物科学専攻

4 75 2 307 学士
(生活科学)

    食生活科学科
      管理栄養士専攻

4 70 2 266 学士
(生活科学)

　　美学美術史学科 4 90 8 388 学士
(文学)

　　英文学科 4 110 13 478 学士
(文学)

0.14

1.22 昭和40
年度

平成22
年度

　　国文学科 4 110 13 478 学士
(文学)

修士
(食物栄養学)

昭和40
年度

0.41 昭和41
年度

　人間社会専攻
　(修士課程)

2 7 － 14 修士
（人間社会）

0.58 平成4
年度

－ 6 博士
(食物栄養学)

　食物栄養学専攻
　(博士前期課程)

2 6 － 12

　美術史学専攻
　(博士前期課程)

2 6 － 12 修士
（文学）

0.20 昭和41
年度

　英文学専攻
　(修士課程)

2 6 － 12 修士
（文学）

0.00 昭和41
年度

3年次
人

0.00 昭和44
年度

　国文学専攻
　(博士後期課程)

博士
（文学）

倍人

修業
年限

編入学
定　員

大 学 の 名 称

収容
定員

　食物栄養学専攻
　(博士後期課程)

3

人

実践女子大学

9

所　在　地学 部 等 の 名 称

年

入学
定員

　国文学専攻
　(博士前期課程)

2

3

文学部

3 －

10 － 20 修士
（文学）

開設
年度

定　員
超過率

学位又
は称号

1.20

1.21

1.16

4 100

生活科学部 1.16

0.19

人間社会学部

　　現代社会学科

0.16 平成17
年度

2

1.15

文学研究科

生活科学研究科 0.41

人間社会研究科 0.14

    食生活科学科 4 185 4 613 学士
(生活科学)

1.10

    生活文化学科 4 85 4 359 学士
(生活科学)

1.19

4



既
設
大
学
等
の
状
況

実践女子短期大学

東京都日野市神明
一丁目13番地の1
（平成26年4月から
東京都渋谷区東一
丁目1番地49）

- 昭和25
年度

0.83 昭和27
年度

80

- － 80 短期大学士
(食物栄養学)

160 短期大学士
(日本語ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ学)

1.25

英語コミュニケーショ
ン学科

2 100 － 200 短期大学士
(英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ学)

大 学 の 名 称

昭和27
年度

倍人

食物栄養学科 2

日本語コミュニケー
ション学科

2

附属施設の概要

－

年 人 年次
人

開設
年度

入学
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

名称　文芸資料研究所（文学部附置）
目的　文学研究
所在地　東京都日野市大坂上四丁目1番地の1
設置年月　昭和54年5月
規模等　建物面積80.71㎡（校舎内）

所　在　地

名称　外国語教育研究センター
目的　外国語教育の充実と発展
所在地　東京都日野市大坂上四丁目1番地の1
設置年月　平成16年4月
規模等　建物面積144.16㎡（校舎内）

学 部 等 の 名 称
修業
年限

編入学
定　員

収容
定員

※平成25年度よ
り学生募集停止

5



1
 

     

    都道府県内における位置 

実践女子大学（日野キャンパス） 

 

東京都日野市大坂上４－１－１ 
実践女子大学（渋谷キャンパス） 

 

東京都渋谷区東１ 



2
 

     

    最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面 

      JR 日野駅から 900m  徒歩 14 分 



第４館

体育館

クラブハウス

合宿所

本館

グラウンド

卓球場

南門

南門守衛室

第２館

鉄筋3階建（地下1階）

桜ホール

事務センター

香雪記念館

正門

東門

正門守衛室

西門

道路

道路

道路

道路

無我荘

真
北

道路

5
,7

6
0

5
,7

8
0

6,030
8,000

8,000

8,030

8,100

8,050

8,000
4,100

4,050

4,050

8,040

8
,0

2
0

7
,8

6
0

6,110

6,040

道路境界線

道
路
境
界
線

道路境界線

道路境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道路境界線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

鉄筋4階建

道路

鉄筋2階建

鉄筋3階建

（地下1階）

鉄筋2階建

鉄筋5階建（地下2階）

（図書館含む）

鉄筋２階建

図面名
実践女子大学校舎配置図（日野）

縮尺

テニスコート

第１館

鉄筋3階建

鉄骨２階建
第６館

鉄骨３階建
第５館

鉄骨３階建
第３館

第７館

隣
地
境
界
線

1,219.26㎡

2,416.80㎡

1,790.41㎡

19,105.28㎡

1,515.85㎡

2,944.15㎡

5,083.59㎡

410.26㎡

2,244.60㎡

鉄骨平屋建
240.69㎡



－ 1 － 

実践女子大学学則 

          第 １ 章  総      則 

 

第 １ 条  本学は、教育基本法、学校教育法及び実践女子学園の建学精神に則り、深く専門の学

芸を教授研究し、かつ人格の完成を目標として幅広く深い教養を培い、国際的視野に

立つ社会人として自己の信ずるところを実践し、もって文化の創造と人類の福祉とに

寄与する人材を育成することを目的とする。 

第 ２ 条  本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、

教育研究活動等の状況について自ら点検、評価を行うこととする。 

     ２ 前項の点検、評価の方法等については、別に定める。 

 

          第 ２ 章  大学院、学部、学科等の組織、目的 

 

第 ３ 条  本学に文学部、生活科学部、人間社会学部をおき、修業年限は各４年とする。 

     ２ 文学部に国文学科、英文学科、美学美術史学科をおく。 

     ３ 生活科学部に食生活科学科、生活環境学科、生活文化学科、現代生活学科をおき、食

生活科学科には管理栄養士専攻、食物科学専攻、健康栄養専攻を、生活文化学科には

生活文化専攻と幼児保育専攻をおく。 

     ４ 人間社会学部に人間社会学科、現代社会学科をおく。 

     ５ 学生は、８年を超えて在学することはできない。 

第 ４ 条  本学に大学院をおく。 

     ２ 大学院に関する事項は、別に定める。 

第 ５ 条  文学部及び文学部各学科の教育研究上の目的は以下のとおりとする。 

     ２ 文学部では、日本、東洋、西洋の文学、言語、美術の各分野における幅広い学識を授

け、現代社会に寄与しうる人材の育成に努めることを目的とする。 

     ３ 国文学科では、日本文学を体系的、理論的、総合的に研究し、日本語の本質と変遷を

解明することにより、日本文化の進展に寄与しうる人材を育成することを目的とする。

そのため、研究の対象を広げることに努め、古典を重視するとともに近代現代の文学、

さらにはそれらに大きな影響を与えた中国の思想と文学に深く配慮し、現代の我々の

言語生活に直結する歴史的課題にも留意した教育を実践する。 

     ４ 英文学科では、大学生としてのしっかりとした基礎の上に英語の運用能力を養成し、

英語圏文化に関する幅広い知識と教養を身につけることにより、知的好奇心を備え、

主体的に国際化社会で活躍できる人材の育成を目的とする。 

     ５ 美学美術史学科では、日本、東洋、西洋各地域の美術史と美学及び日本芸能史につい

て、幅広い知識と教養を身につけ、美術の実技を学ぶことも含めて、芸術についての

総合的な理解力と自己表現力を養い、芸術、文化とそれを生み出した社会に対する理

解と洞察力を備えた人材の育成を目的とする。 

第 ６ 条  生活科学部及び生活科学部各学科・専攻の教育研究上の目的は次のとおりとする。 

     ２ 生活科学部では、食物、栄養、健康、衣服、もの、住まい、ライフスタイル、幼児・

保育に関する広い学識を授け、各々の専門に係る職業に必要な知識と能力の養成を目

的とする。 

     ３ 食生活科学科では、社会で必要とされる健康と栄養、食と暮らしのスペシャリストを

育成する。さらに、食関連の職業に就いたときに活躍できる能力と、取得した資格に

相応しい実力の養成を目的とする。 
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       (1) 管理栄養士専攻 

食物、栄養、健康に関する広い学識を授け、管理栄養士として、また、食品衛生

監視員・管理者として実務に適用できる人材の育成を目的とする。 

       (2) 食物科学専攻 

食物、栄養、健康に関する広い学識を授け、フードスペシャリスト、家庭科教員、

食品衛生監視員・管理者として実務に適用できる人材の育成を目的とする。 

       (3) 健康栄養専攻 

         食物、栄養、健康に関する広い学識を授け、栄養士、栄養教諭、食品衛生監視員・

管理者として実務に適用できる人材の育成を目的とする。 

     ４ 生活環境学科では、衣服、もの、住まいに関する広い学識を授け、専門性を要する職

業に就いたときに活躍できる能力の養成を目的とする。 

     ５ 生活文化学科では、暮らしと仕事の関係を明確にして、職業人・生活者としてライフ

スタイルを設計できる能力の養成を目的とする。 

       (1) 生活文化専攻 

暮らしと仕事の関係を明確にして、専らライフスタイルの可能性を求める者に対

し、職業人・生活者としてライフスタイルを設計できる能力の養成を目的とする。 

       (2) 幼児保育専攻 

暮らしと仕事の関係を明確にして、ライフスタイルに保育士を織り込んでいる者

に対し、職業人・生活者としてライフスタイルを設計できる能力の養成を目的と

する。さらに、幼稚園教員として実務に適用できる人材を育成する。 

６ 現代生活学科では、現代生活の問題を構造的に捉えクリエイティブに解決できる人材

の育成を目的とする。 

第 ７ 条  人間社会学部及び人間社会学部各学科の教育研究上の目的は以下のとおりとする。 

     ２ 人間社会学部では、国際化の進展、情報化の進展、社会の成熟化が進むなかで、社会

の要請と国民の多様で高度な学びの要求に応える学部教育を目指す。学生が自ら主体

的に学び、考え活動できる能力の養成を願い、「共に学び合う共同体」づくりを目指す。 

     ３ 人間社会学科では、社会に対する学としての社会学、人間行動・人間関係・心理に対

する学としての心理学を基礎にしつつ、現代の高度化された産業・消費・ビジネス社

会への適応、及び課題解決能力の開発のために、また、人と人、人と社会の円満な関

係を築きあげることのできる能力の養成を目的とする。 

     ４ 現代社会学科では、社会人に求められる幅広い知識・技能及び教育・社会や企業社会、

コミュニケーションを中心とする専門的な知識・理論を活用し、現代社会の企業・地

域社会を理解し、その活動や問題を把握し取り組む能力を習得させ、企業組織・地域

社会で活躍し貢献できる実務能力を有する人材の養成を目的とする。 

第 ８ 条  文学部の学生定員を次のとおりとする。 

 

学    科 入 学 定 員 編入学定員(第３年次) 収  容  定  員

国 文 学 科 110 名 9 名 458 名 

英 文 学 科 110 名 9 名 458 名 

美学美術史学科  90 名 2 名 364 名 

 

第 ９ 条  生活科学部の学生定員を次のとおりとする。 

 

学   科 専  攻 入 学 定 員 編入学定員(第３年次) 収 容 定 員

食生活科学科 管理栄養士専攻 70 名 ― 280 名 
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食物科学専攻 75 名 ― 300 名 

健康栄養専攻 40 名 ― 160 名 

生活環境学科  80 名 2 名 324 名 

生活文化学科 
生活文化専攻 40 名 2 名 164 名 

幼児保育専攻 45 名 ― 180 名 

現代生活学科  60 名 ― 240 名 

 

第 １０ 条  人間社会学部の学生定員を次のとおりとする。 

 

学   科 入 学 定 員 編入学定員(第３年次) 収 容 定 員 

人間社会学科  100 名 ― 400 名 

現代社会学科 100 名 ― 400 名 

 

第 １１ 条  本学に大学教育研究センター、外国語教育研究センターをおく。 

     ２ 大学教育研究センターに関する規程は、別に定める。 

     ３ 外国語教育研究センターに関する規程は、別に定める。 

第 １２ 条  本学文学部に文芸資料研究所を附置する。 

     ２ 文芸資料研究所に関する規程は、別に定める。 

 

          第 ３ 章  授 業 科 目 

 

第 １３ 条  授業科目は、各学科共これを必修科目と選択科目とに分け、学年の始めに定める。 

第 １４ 条  文学部・生活科学部・人間社会学部の共通教育科目は、別表第１のとおりとする。 

第 １５ 条  文学部国文学科、英文学科、美学美術史学科の専門科目は、別表第３のとおりとする。 

        ２  生活科学部食生活科学科管理栄養士専攻、同食物科学専攻、同健康栄養専攻、生活環

境学科、生活文化学科生活文化専攻、同幼児保育専攻、現代生活学科の専門科目は、

別表第４のとおりとする。 

          ３  人間社会学部人間社会学科、現代社会学科の専門科目は、別表第５のとおりとする。 

第 １６ 条  教育職員免許状取得希望者、図書館司書、学校図書館司書教諭資格取得希望者及び博

物館学芸員資格取得希望者は、学部学科で定めた授業科目以外に、教職は別表第６、

司書は別表第７、司書教諭は別表第８、学芸員は別表第９の授業科目を履修しなけれ

ばならない。 

     ２ 本学の各学科において取得できる教育職員免許状の種類は、次のとおりとする。 

 

学  部 学  科 取得できる教育職員免許状の種類 

文 学 部 

国 文 学 科
中学校教諭  １種免許状 国 語 

高等学校教諭 １種免許状 国 語・書 道

英 文 学 科
中学校教諭  １種免許状 外国語（英語）

高等学校教諭 １種免許状 外国語（英語）

美学美術史学科
中学校教諭  １種免許状 美 術 

高等学校教諭 １種免許状 美 術 
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生活科学部 

科
学
科 

食
生
活 

管理栄養士専攻 栄養教諭   1 種免許状  

食物科学専攻
中学校教諭  １種免許状 家 庭 

高等学校教諭 １種免許状 家 庭 

健康栄養専攻 栄養教諭   2 種免許状  

生 活 環 境 学 科

中学校教諭  １種免許状 家 庭 

高等学校教諭 １種免許状 家 庭 

高等学校教諭 １種免許状 情 報 

生
活
文
化
学
科

生活文化専攻
中学校教諭  １種免許状 家 庭 

高等学校教諭 １種免許状 家 庭 

幼児保育専攻
幼稚園教諭  １種免許状  

小学校教諭  １種免許状  

現 代 生 活 学 科
中学校教諭  １種免許状 家 庭 

高等学校教諭 １種免許状 家 庭 

人間社会学部 

人 間 社 会 学 科
中学校教諭  １種免許状 社  会 

高等学校教諭 １種免許状 公 民 

現 代 社 会 学 科
中学校教諭  １種免許状 社 会 

高等学校教諭 １種免許状 公 民 

 

     ３ 管理栄養士の資格を取得しようとする者は、食生活科学科管理栄養士専攻に在籍し、

第２６条の規定によるほか、第１５条別表第４に定める所定の授業科目を履修し、国

家試験を受験しなければならない。 

     ４ 栄養士の資格を取得しようとする者は、食生活科学科管理栄養士専攻又は同健康栄養

専攻に在籍し、第２６条の規定によるほか、第１５条別表第４に定める「栄養士資格

取得に必要な単位」を修得しなければならない。 

     ５ 一級建築士又は二級建築士試験の受験資格を取得しようとする者は、生活環境学科に

在籍し、建築士法に定める必要な単位を修得しなければならない。 

     ６ 保育士の資格を取得しようとする者は、生活文化学科幼児保育専攻に在籍し、第２６

条の規定によるほか、第１４条別表第１及び第１５条別表第４に定める「保育士資格

取得に必要な単位」を修得しなければならない。 

 

          第 ４ 章  履修方法、単位算定 

 

第 １７ 条  学生は、履修しようとする授業科目を毎学年又は毎学期の始めに登録しなければなら

ない。登録していない授業科目には単位を与えない。 

第 １８ 条  各授業科目の授業は、15 週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、教育

上特別の必要があると認められる場合は、この限りでない。 

第 １９ 条  授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

     ２ １単位の授業科目は、45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準と

し、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮

して、次の基準により単位数を計算するものとする。 
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       (1) 講義・演習については、15時間をもって１単位とする。ただし、授業科目の内容に

よっては、教育効果を考慮して必要があるときは、30 時間をもって１単位とする

ことができる。 

       (2) 実験、実習及び実技については、45 時間をもって１単位とする。ただし、授業科

目の内容によっては、教育効果を考慮して必要があるときは、30 時間をもって１

単位とすることができる。 

     ３ 卒業論文又はこれに代る授業科目は、国文学科では６単位、英文学科では６単位、美

学美術史学科では６単位、食生活科学科では６単位、生活環境学科では６単位、生活

文化学科では６単位、現代生活学科では４単位、人間社会学科では８単位、現代社会

学科では８単位とする。 

第 ２０ 条  本学が教育上有益と認めるときは、あらかじめ他の大学又は短期大学と協議したとこ

ろにより、学生が当該の他大学等において履修した授業科目を本学において修得した

ものとして認めることができる。 

     ２ 本学が教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修、

その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学において修得したものとして認めるこ

とができる。 

     ３ 本学が教育上有益と認めるときは、本学が留学先として適当と認めた外国の大学ある

いはこれに相当する高等教育機関において履修した授業科目を本学において修得した

ものとして認めることができる。 

     ４ 留学に関する規程は、別に定める。 

     ５ １項、２項及び３項において認めることのできる単位数の合計は次条で認めた修得単

位と合わせて 60 単位を超えないものとし、単位の取り扱いに関しては別に定める。 

第 ２１ 条  本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する以前に大学又は短期大学に

おいて修得した単位（第５７条に規定する科目等履修生として修得した単位を含む。）

を本学において修得した単位として前条で認めた修得単位と合わせて 60 単位を超え

ない範囲で認めることがある。なお、単位認定と関連して修業年限の短縮は行わない。 

     ２ 編入学・転入学の場合は、前項の単位認定とは別に認めることができる。 

     ３ 単位の取り扱いに関しては、別に定める。 

 

          第 ５ 章  学習評価、卒業の認定 

 

第 ２２ 条  定期試験は、毎年２回各学期の終わりに行う。ただし、休学中の者は試験を受けるこ

とはできない。 

第 ２３ 条  病気又は事故により試験に欠席したときは、願い出により追試験を許可することがあ

る。 

     ２ 追試験に関する規程は別に定める。 

第 ２４ 条  試験等の評価は、＋Ａ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの五段階とし、Ｃ以上を合格とする。卒業論

文についても同様である。  

第 ２５ 条  卒業論文又はこれに代る授業科目の制作物は、専門科目の範囲内で題目を定め、文学

部及び人間社会学部は 12 月 20 日までに、生活科学部は２月末日までにそれぞれ提出
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しなければならない。 

第 ２６ 条  本学を卒業するためには、４年以上在学し、次表に定める単位を修得しなければなら

ない。 

 

授業科目の区分

学部学科 

共通教育

科目 
専門科目

選択自由 

単位 
合  計 

文 

学  

部 

国 文 学 科 34 70 20 124 単位以上 

英 文 学 科 28 76 20 124 単位以上 

美 学 美 術 史 学 科 28 76 20 124 単位以上 

生 

活 

科 

学 

部 

食生活

科学科

管理栄養士専攻 20 100 4 124 単位以上 

食物科学専攻 28 76 20 124 単位以上 

健康栄養専攻 24 90 10 124 単位以上 

生 活 環 境 学 科 28 76 20 124 単位以上 

生活文 

化学科 

生活文化専攻 36 76 12 124 単位以上 

幼児保育専攻 20 86 18 124 単位以上 

現代生活学科 36 76 12 124 単位以上 

学
部 

社
会 

人
間 

人 間 社 会 学 科 30 82 12 124 単位以上 

現 代 社 会 学 科 30 82 12 124 単位以上 

２ 前項の単位修得に関しては、別に定める。 

第 ２７ 条  大学に４年以上在学し、本学則に定める授業科目及び単位を修得した者については、

教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

     ２ 学長は、卒業を認定した者に次の学位を授与する。 

       文学部卒業者      学 士（文  学） 

       生活科学部卒業者    学 士（生活科学） 

              人間社会学部卒業者      学 士（人間社会学） 

第 ２８ 条  在学８年（休学期間は除く）を超えてなお所定の単位を修得できない者は、これを除

籍する。 

 

          第 ６ 章  入学・転部・転科・退学・休学・転学 

 

第 ２９ 条  入学の時期は、学年の始めとする。 

第 ３０ 条  本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

       (1) 高等学校を卒業した者 

       (2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 

       (3) 通常の課程以外の課程により、これに相当する学校教育を修了した者 

       (4) 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で

文部科学大臣の指定した者 

       (5) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した、在外

教育施設の当該課程を修了した者 
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       (6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1号）による高等学校

卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第 2条の規定による廃止前の大学入

学資格検定規程による大学入学資格検定合格者を含む。） 

       (8) その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等

以上の学力があると認めた者で、18 歳に達した者 

第 ３１ 条  次の各号の一に該当する者で、本学への編入学・転入学を志願する者があるときは、

選考のうえ相当年次に入学を許可することがある。 

       (1) 大学を卒業した者 

       (2) 大学に２年以上在学した者 

       (3) 短期大学を卒業した者 

       (4) その他前各号と同等以上の学力があると本学で認めた者 

     ２ 本学学生で転部・転科を志願する者があるときは、選考のうえ相当年次に転部・転科

を許可することがある。 

第 ３２ 条  入学志願者に対しては、選考試験を行う。その方法は、その都度定める。 

第 ３３ 条  入学志願者は、所定の入学願書に入学検定料を添えて願い出なければならない。 

第 ３４ 条  選考試験に合格した者は、指定の期日までに入学金その他の納付金を納入しなければ

ならない。また、別に定める期日までに、保証人による保証書を提出しなければなら

ない。 

     ２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

第 ３５ 条  保証人は、父又は母（父母のない場合は、独立の生計を営む身元確実の成年に達した

者。外国人で父母が日本に居住していない場合は、我が国に在住する独立の生計を営

む身元確実の成年に達した者。）とし、その学生の在学中における経済的負担を含む一

切の責任を負うものとする。 

第 ３６ 条  保証人の身分に異動があったとき、又は死亡したときには、その旨直ちに届け出なけ

ればならない。 

第 ３７ 条  学生が病気又は事故によって欠席するときには、その旨届け出なければならない。た

だし、欠席が１週間以上にわたるときには、保証人の連署を要し、病気のときには、

医師の診断書を添えなければならない。 

第 ３８ 条  退学しようとする者又は転学しようとする者は、その理由を具し、保証人の連署で願

い出なければならない。 

第 ３９ 条  病気又は事故によって、引き続き３か月以上学習することができない者は、その理由

を具し、保証人の連署で休学を願い出ることができる。 

     ２ 休学期間は、通算して２年を超えることができない。 

第 ４０ 条  休学期間は、第３条第５項の在学年数に算入しない。 

第 ４１ 条  休学している者が復学しようとするときは、保証人連署のうえ願い出て許可を得なけ

ればならない。 

第 ４２ 条  いったん退学した者が再入学しようとするときは、退学後２年以内に限り選考のうえ
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許可することがある。 

第 ４３ 条  授業料その他の学費の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者は、除籍する。 

 

          第 ７ 章  学      費 

 

第 ４４ 条  本学の学費は、次のとおりである。ただし、場合によりこれを変更することがある。 

1.入 学 金 280,000 円 

2.授 業 料 

（年 額） 
700,000 円 

3.実験実習費 

（年 額） 

生活科学部食生活科学科管理栄養士専攻 

生活科学部食生活科学科食物科学専攻 

生活科学部食生活科学科健康栄養専攻 

生活科学部生活環境学科 

生活科学部生活文化学科幼児保育専攻 

80,000円 

60,000円 

70,000円 

40,000円 

40,000円 

4.教育充実費  

（年 額） 
230,000 円 

5.施設設備費  

（年 額） 
90,000 円 

第 ４５ 条  授業科の納入期限は、前期分４月末日、後期分 10 月末日までとする。 

第 ４６ 条  授業料その他の学費は、出席の有無にかかわらず、学籍のある間は納めなければなら

ない。ただし、休学期間中の授業料、実験実習費は免除することができる。この場合、

次条本文の規定はこれを適用しない。 

第 ４７ 条  既納の学費は、いかなる理由でも返還しない。ただし、入学時の納入金に限り所定期

間内に本人及び保証人の連署による「入学辞退及び納入金返還願」のあるものについ

ては、入学金を差し引いた納入金を返還する。 

 

          第 ８ 章  教職員組織 

 

第 ４８ 条  本学に学長をおく。 

     ２ 学長は大学を統括し、これを代表する。 

     ３ 学長は、別に定める規程により選任する。 

第 ４９ 条  本学に副学長をおく。 

     ２ 副学長は、学長を補佐し、その業務の一部を担う。 

     ３ 副学長は、別に定める規程により選任する。 

     ４ 副学長は、学長に事故あるとき、又は学長が欠けたときは、学長の職務を行う。 

第 ５０ 条  本学に教授､准教授、講師、助教及び助手をおく。 

     ２ 講師を分けて専任と兼任とする。 

     ３ 教授、准教授、講師及び助教の任免は、教授会の議を経て理事会がこれを行う。 

第 ５１ 条  各学部に学部長をおく。 

     ２ 学部長は学長を補佐し、その学部を主管する。 

     ３ 学部長は、別に定める規程により選任する。 

第 ５２ 条  各学科、課程に主任をおき、教授の中から任命する。 
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     ２ 主任に関する規程は、別に定める。 

第 ５３ 条  本学に教授会を設ける。 

     ２ 教授会に関する規程は、別に定める。 

第 ５４ 条  教授会は、必要に応じ委員会を設けることができる。 

     ２ 委員会に関する規程は、別に定める。 

第 ５５ 条  本学に事務職員その他必要な職員をおく。 

 

          第 ９ 章  賞      罰 

 

第 ５６ 条  在学中、人格、学術共に優秀な者を教授会の議を経て特待生とし、授業料その他を免

除することがある。 

第 ５７ 条  学長は、学生が学則又は学内規定に違反し、学生の本分に反する行為があると認めた

ときは、教授会の議を経て懲戒を行うことができる。 

     ２ 前項の懲戒は訓告、停学及び退学とし、退学は学生が次の各号の一に該当するときに

限る。 

       (1) 性行不良で、改善の見込みがないと認められるとき 

       (2) 学力劣等で、成業の見込みがないと認められるとき 

       (3) 正当な理由なく出席常でないとき 

       (4) 学園の秩序を乱し、その他学生の本分に反したとき 

 

          第 10 章  科目等履修生・特別聴講学生・委託生・外国人留学生 

 

第 ５８ 条  本学の授業科目の修得を目的として願い出のあった者（以下、科目等履修生という。）

については、授業に支障のない範囲において選考のうえ科目の履修を許可し、試験に

合格した者に、第１９条に定めるところにより単位を与えることがある。 

     ２ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

第 ５９ 条  本学の授業科目の聴講を希望する他大学又は短期大学等の学生があるときは、当該の

大学又は短期大学等との協議に基づき所定の手続きを経て、特別聴講学生として入学

を許可することがある。 

     ２ 特別聴講学生に関する規程は、別に定める。 

第 ６０ 条  委託生として入学又は聴講を希望する者があるときは、その研修しようとする授業科

目の教授者、学部長、学長協議のうえ許可するものとする。 

     ２ 委託生に関する規程は、別に定める。 

第 ６１ 条  外国籍を持ち、教育を受ける目的をもって入国し、第３０条第４号又は第８号に規定

する要件を満たして入学を願い出た者は、選考のうえ外国人留学生として入学を許可

することがある。 

     ２ 外国人留学生の入学及び履修に関する規程は、別に定める。 

     ３ 外国人留学生のために、外国人留学生特設科目として、別表第 10 を設ける。 
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     ４ 前項の科目を履修し、単位を修得した場合には、共通教育科目の単位に代えることが

できる。 

 

          第 11 章  公 開 講 座 

 

第 ６２ 条  本学は、必要に応じ公開講座を開設する。 

 

          第 12 章  学期及び休業日 

 

第 ６３ 条  学年は４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

第 ６４ 条  １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35 週にわたるものとする。 

第 ６５ 条  学年を分けて、次の２学期とする。 

       前 期  ４月１日から９月 20 日まで 

       後 期  ９月 21 日から翌年３月 31 日まで 

第 ６６ 条  休業日は、次のとおりとする。 

       日 曜 日 

       国民の祝日に関する法律に規定する休日 

       本学創立記念日（５月７日） 

       春期休業日 ３月 21 日から４月４日まで 

       夏期休業日 ７月 30 日から９月 20 日まで 

       冬期休業日 12 月 21 日から翌年１月７日まで 

     ２ 前項の規定にかかわらず、学長は臨時に休業日を設け、又は休業日を変更することが

できる。 

 

          第 13 章  図 書 館 

 

第 ６７ 条  本学に図書館を設ける。 

     ２ 図書館に関する規程は、別に定める。 

 

          第 14 章  学 生 寮 

 

第 ６８ 条  削除 

     ２ 削除 
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        附    則 

     １ この改正学則は、昭和 61 年４月１日から施行する。 

     ２ 第２章第３条及び第４条の規定にかかわらず、昭和 61 年度から昭和 74 年度までの間

の入学定員は、次のとおりとする。 

文 学 部 家 政 学 部 

計 
国 文 学 科英 文 学 科 

美学美術史

学 科

食 物 学 科 

被 服 学 科 管理栄養士

専 攻
食物学専攻

150 名 150 名 100 名 60 名 120 名 120 名 700 名 

     ３ 第３章第６条別表(2)家政学部授業科目（被服学科）及び第７章第 29 条の規定は、昭

和61年度入学生から適用し、昭和60年度以前の入学生については従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、昭和 62 年４月１日から施行する。 

     ２ 第３章第６条別表(2)家政学部授業科目の食物学科基礎教育科目並びに専門教育科目

は昭和 62 年度入学生から適用し、昭和 61 年度以前の入学生については従前の規定に

よる。 

     ３ 第５章第 16 条及び第７章第 29 条の規定は昭和 62 年度入学生から適用し、昭和 61 年

度以前の入学生については従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、昭和 63 年４月１日から施行する。 

     ２ 第３章第５条別表(1)文学部授業科目の外国語科目並びに英文学科専門教育科目は昭

和63年度入学生から適用し、昭和62年度以前の入学生については従前の規定による。 

     ３ 第７章第 29 条の規定は、昭和 63 年度入学生から適用し、昭和 62 年度以前の入学生に

ついては従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成元年４月１日から施行する。 

     ２ 第３章第５条別表(1)文学部授業科目の美学美術史学科専門教育科目は平成元年度入

学生から適用し、昭和 63 年度以前の入学生については従前の規定による。 

     ３ 第７章第 29 条の規定は平成元年度入学生から適用し、昭和 63 年度以前の入学生につ

いては従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成２年４月１日から施行する。 

     ２ 第３章第５条別表(1)文学部授業科目中、国文学科「中世近世文学史」、「漢字書法Ⅲ」

及び英文学科「比較文化」については、平成２年度入学生から適用し、平成元年度以

前の入学生については従前の規定による。 
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     ３ 第３章第５条別表(2)家政学部授業科目並びに第３章第８条別表(3)教職課程授業科目

は、平成２年度入学生から適用し、平成元年度以前の入学生については従前の規定に

よる。 

     ４ 第７章第 29 条の規定は平成２年度入学生から適用し、平成元年度以前の入学生につい

ては従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成３年４月１日から施行する。 

     ２ 第３章第５条別表(1)文学部授業科目の英文学科基礎教育科目及び専門教育科目、美学

美術史学科専門教育科目、第３章第８条別表(7)博物館学芸員関係授業科目は、平成３

年度入学生から適用し、平成２年度以前の入学生については従前の規定による。 

     ３ 第７章第 29 条の規定は、平成３年度入学生から適用し、平成２年度以前の入学生につ

いては従前の規定による。 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成４年４月１日から施行する。ただし、第５章第 19 条第２項の規

定は、平成３年９月 24 日から適用する。 

     ２ 第７章第 36 条の規定は、平成４年度入学生から適用し、平成３年度以前の入学生につ

いては従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成５年４月１日から施行する。 

     ２ 第 21 条及び第７条別表第１、第８条別表第２、第９条別表第３、第 11 条別表第７並

びに第 39 条の規定については平成５年度入学生から適用し、平成４年度以前の入学生

は従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成６年４月１日から施行する。 

     ２ 第７条別表第１、第８条別表第２、第９条別表第３並びに第 39 条の規定については平

成６年度入学生から適用し、平成５年度以前の入学生は従前の規定による。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成７年４月１日から施行する。 

     ２ 第３条、第６条、第７条、第９条、第 11 条２項、第 14 条３項、第 20 条、第 21 条、

第 22 条２項、第 39 条及び第７条別表１、第８条別表２、第９条別表３、第 11 条別表

４、別表５、別表６、別表７の規定については平成７年度入学生から適用し、平成６

年度以前の入学生については従前の規定による。ただし、生活科学部、食生活科学科

管理栄養士専攻、食生活科学科食物科学専攻および生活環境学科の名称については平

成７年度入学生から適用し、平成６年度以前の入学生については平成９年度までの間
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は従前どおりとする。 

     ３ 第６条に規定する入学定員は、平成 11 年度までの間は次のとおりとする。 

生  活  科  学  部 

食 生 活 科 学 科 
生 活 環 境 学 科 生 活 文 化 学 科

管理栄養士専攻 食 物 科 学 専 攻

４０名 ９０名 ９０名 ８０名 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成８年４月１日から施行する。 

     ２ 第３章第７条別表第１文学部・生活科学部総合教育科目、第８条別表第２文学部専門

科目国文学科、英文学科及び第９条別表第３生活科学部専門科目食生活科学科管理栄

養士専攻・食物科学専攻については、平成８年度入学生から適用し、平成７年度入学

以前の入学生については従前の規定による。 

     ３ 第５章第 21 条の規定のうち文学部及び生活科学部食生活科学科管理栄養士専攻につ

いては、平成８年度入学生から適用し、平成７年度入学生以前の入学生については、

従前の規定による。 

     ４ 第７章第 39 条の規定については、平成８年度入学生から適用し、平成７年度入学以前

の入学生については、従前の規定による。ただし、冷暖房費については、平成７年度

入学以前の入学生にも適用する。 

 

        附    則 

     １ この改正学則は、平成９年４月１日から施行する。 

     ２ 第４章第 15 条２項３項の規定については、平成８年度入学以前の入学生についても適

用する。 

     ３ 第５章第 21 条の規定のうち生活科学部食生活科学科食物科学専攻、生活環境学科につ

いては、平成９年度入学生から適用し、平成８年度入学以前の入学生については従前

の規定による。 

 

     ４ 第７章第 39 条の規定については、平成９年度入学生から適用し、平成８年度以前の入

学生については従前の規定による。 

     ５ 第３章第８条別表第２文学部専門科目国文学科、美学美術史学科及び第９条別表第３

生活科学部専門科目食生活科学科管理栄養士専攻・食物科学専攻、生活環境学科につ

いては、平成９年度入学生から適用し、平成８年度以前の入学生については従前の規

定による。 

 

        附     則 

     １ この改正学則は、平成 10 年４月１日から施行する。 

     ２ 第７章第 39 条の規定については、平成 10 年度入学生から適用し、平成９年度以前の



－ 14 － 

入学生については従前の規定による。 

     ３ 第３章第８条別表第２文学部専門科目美学美術史学科及び第９条別表第３生活科学部

専門科目生活環境学科については、平成 10 年度入学生から適用し、平成９年度以前の

入学生については従前の規定による。 

 

        附     則 

     １ この改正学則は、平成 11 年４月１日から施行する。 

     ２ 第７章第 39 条の規定については、平成 11 年度入学生から適用し、平成 10 年度以前の

入学生については従前の規定による。 

     ３ 第３章第９条別表第３生活科学部専門科目生活環境学科については、平成 10 年度入学

生から適用し、平成９年度以前の入学生については従前の規定による。生活文化学科

については、平成 11 年度入学生から適用し、平成 10 年度以前の入学生については従

前の規定による。別表第６学校図書館司書教諭科目及び単位数については平成 11 年度

から適用する。 

 

        附     則 

     １ この改正学則は、平成 12 年４月１日から施行する。 

     ２ 第５条及び第６条に規定する入学定員は、平成 16 年度までの間は次のとおりとする。 

 学 部・学 科 平成 12 年度平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度

文 

学 

部

国 文 学 科 145 名 137 名 130 名 125 名 120 名 

英 文 学 科 145 名 137 名 130 名 125 名 120 名 

美 学 美 術 史 学 科 100 名 100 名 100 名 100 名 100 名 

生
活
科
学
部 

食生活科学科 
管理栄養士専攻 70 名 70 名 70 名 70 名 70 名 

食物科学専攻 57 名 57 名 54 名 51 名 45 名 

生 活 環 境 学 科 85 名 83 名 82 名 77 名 75 名 

生 活 文 化 学 科 80 名 80 名 80 名 80 名 80 名 

 

     ３ 第７章第 39 条の規定については、平成 12 年度入学生から適用し平成 11 年度以前の入

学生については従前の規定による。 

     ４ 第３章第７条別表第１全学共通科目、別表第２文学部・生活科学部共通科目、第８条

別表第３文学部専門科目国文学科、英文学科、美学美術史学科、第９条別表第４生活

科学部専門科目食生活科学科管理栄養士専攻、食生活科学科食物科学専攻、生活環境

学科及び生活文化学科については平成 12 年度入学生から適用し、平成 11 年度以前の

入学生については従前の規定による。第 11 条別表第５教職課程科目、別表第８博物館

学芸員科目及び単位数については、平成 12 年度入学生から適用し、平成 11 年度以前

の入学生については従前の規定による。 

 

        附     則 

     １ この改正学則は、平成 13 年４月１日から施行する。 
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     ２ 第３章第８条別表第３文学部専門科目美学美術史学科については平成 13 年度入学生

から適用し、平成 12 年度以前の入学生については従前の規定による。 

 

        附     則 

     １ この改正学則は、平成 14 年４月１日から施行する。 

     ２ 第６条に規定する入学定員は、平成 16 年度までの間は次のとおりとする。 

 学 部 ・ 学 科 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度

生

活

科

学

部

食生活科学科 
管理栄養士専攻 70 名 70 名 70 名 

食 物 科 学 専 攻 84 名 81 名 75 名 

生  活  環  境  学  科 87 名 82 名 80 名 

生  活  文  化  学  科 85 名 85 名 85 名 

 

     ３ 第 21 条の規定については、平成 14 年度入学生から適用し、平成 13 年度以前の入学生

については従前の規定による。 

     ４ 第 39 条の規定については、平成 14 年度入学生から適用し、平成 13 年度以前の入学生

については従前の規定による。 

     ５ 第９条別表第４生活科学部専門科目食生活科学管理栄養士専攻、食生活科学科食物科

学専攻については、平成 14 年度入学生から適用し、平成 13 年度以前の入学生につい

ては従前の規定による。 

 

         附     則 

     １ この改正学則は、平成 15 年 4 月 1日から施行する。 

     ２ 第3章第8条別表第3文学部専門科目美学美術史学科については平成15年度入学生か

ら適用し、平成 14 年度以前の入学生については従前の規定による。 

     ３ 第 3 章第 11 条別表第 8博物館学芸員関係授業科目については平成 13 年度入学生から

適用し、平成 12 年度以前の入学生については従前の規定による。 

 

附     則 

     １ この改正学則は、平成 16 年 4 月 1日から施行する。 

     ２ 第 10 条別表第 4生活環境学科の授業科目のうち「消費生活学」については平成 15 年

度入学生から適用し、平成 14 年度以前の入学生については従前の規定による。 

 

附     則 

     １ この改正学則は、平成 17 年 4 月 1日から施行する。 

     ２ 第 10 条別表第 4食生活科学科管理栄養士専攻及び食物科学専攻の授業科目のうち「毒

性学」については平成 14 年度入学生から適用し、平成 13 年度以前の入学生について

は従前の規定による。 

３ 第 10 条別表第 5人間社会学科の授業科目については、平成 16 年度入学生から適用す

る。 
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附     則 

１ この改正学則は、平成 18 年 4 月 1日から施行する。 

２ 第 11 条第 2項の規定のうち美学美術史学科については、平成 17 年度入学生から適用

し、平成 16 年度以前の入学生については従前の規定による。 

３ 第 10 条別表第 3美学美術史学科の授業科目のうち次の科目については、平成 15 年度

入学生から適用し、平成 14 年度以前の入学生については従前の規定による。 

 

アジアの美術ｃ 2 アジアの美術ｄ 2 デザイン史ａ 2 デザイン史ｂ 2

身体文化論ａ 2 身 体 文 化 論 ｂ 2 絵 画 入 門 ａ 1 絵 画 入 門 ｂ 1

絵 画 実 習 ａ 2 絵 画 実 習 ｂ 2 絵 画 実 習 ｃ 2 絵 画 実 習 ｄ 2

デザイン入門ａ 1 デ ザ イ ン 入 門 ｂ 1 デザイン実習ａ 2 デザイン実習ｂ 2

デザイン実習ｃ 2 デ ザ イ ン 実 習 ｄ 1 デザイン実習ｅ 1 工 芸 実 習 ａ 2

工 芸 実 習 ｂ 2 彫 刻 実 習 ａ 2 彫 刻 実 習 ｂ 2  

 
４ 第 10 条別表第 4食生活科学科食物科学専攻の授業科目のうち「生理学」については平

成 17年度入学生から適用し、平成16年度以前の入学生については従前の規定による。 
５ 第 11条別表第 6教職課程授業科目及び単位数のうち美学美術史学科教育職員免許状に

関わる科目については、美学美術史学科平成 17 年度入学生から適用し、平成 16 年度

以前の入学生については従前の規定による。 

６ 第 11 条別表第 6教職課程授業科目及び単位数のうち「教育原理」については、平成 17

年度入学生から適用し、平成 16 年度以前の入学生については従前の規定による。 

７ 第11条別表第9博物館学芸員関係授業科目については、平成16年度入学生から適用し、

平成 15 年度以前の入学生については従前の規定による。 

    ８ 第 10 条別表第 1-1 文学部・生活科学部共通科目のうち「コリア語ａ」「コリア語ｂ」

については、平成 15 年度入学生から適用し、平成 14 年度以前の入学生については従

前の規定による。 

９ 第 10 条別表第 1-2 人間社会学部総合教養科目のうち次の科目については、平成 16 年度

入学生から適用する。 

       

コ リ ア 語 Ａ 1 コ リ ア 語 Ｂ 1 フランス語Ａ 1 フランス語Ｂ 1

フランス語Ｃ 1 フ ラ ン ス 語 Ｄ 1 ド イ ツ 語 Ａ 1 ド イ ツ 語 Ｂ 1

ド イ ツ 語 Ｃ 1 ド イ ツ 語 Ｄ 1   

 

附     則 

１ この改正学則は、平成 19 年 4 月 1日から施行する。 

２ 第10条別表第4生活文化学科幼児保育専攻の授業科目のうち幼稚園教諭免許状に関わる

科目については、生活文化学科保育士コース平成 17 年度入学生から適用する。 

３ 第 11 条第 2項の規定のうち生活文化学科幼児保育専攻については、生活文化学科保育士

コース平成 17 年度入学生から適用する。 

４ 第 10 条別表第 1-1 文学部・生活科学部共通科目のうち「コリア語会話ａ」「コリア語

会話ｂ」については平成 16 年度入学生から適用し、平成 15 年度以前の入学生について

は従前の規定による。 

 

附     則 

１ この改正学則は、平成 20 年 4 月 1日から施行する。 

２ 第１４条別表第１－２第５人間社会学部総合教養科目のうち次の科目については、平成
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18 年度入学生から適用し、平成 17 年度以前の入学生については従前の規定による。 

健康運動実習２ 1 健 康 体 力 科 学 演 習 1 ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ実践実習 2 1 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂ 1

３ 平成 18 年度入学生及び平成 19 年度入学生については、第１５条別表第３英文学科の授

業科目から次の科目を削除する。 

セ ミ ナ ー c 1 セ ミ ナ ー d 1 セ ミ ナ ー ｅ 1 セ ミ ナ ー ｆ 1

４ 第１５条別表第４食生活科学科食物科学専攻の授業科目のうち「健康運動論演習」につ

いては、平成 19 年度入学生から適用し、平成 18 年度以前の入学生については従前の規

定による。 

５ 第１５条別表第５人間社会学科の授業科目のうち次の科目については、平成 17 年度入学

生から適用し、平成 16 年度以前の入学生については従前の規定による。 

心 理 学 研 究 法 2 社 会 調 査 方 法 論 2 社会調査実習Ⅰ 2 社会調査実習Ⅱ 2

認 知 心 理 学 2 社会科学データ分析 2 特 別 講 義 Ｂ 2  

 

附       則 

１ この改定学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ 第 15 条別表第３美学美術史学科の授業科目のうち次の科目については、平成 20 年度入

学生から適用し、平成 19 年度以前の入学生については従前の規定による。 

西洋古代・中世美術ａ  2 西洋古代・中世美術ｂ 2 西洋古代・中世美術ｃ 2 西洋古代・中世美術ｄ 2

西洋現代美術ａ 2 西 洋 現 代 美 術 ｂ 2 絵 画 実 習 ｅ 2  

３ 平成 20 年度入学生については、第 15 条別表第 3美学美術史学科の授業科目から次の科

目を削除する。 

西洋古代美術ａ 2 西洋古代美術ｂ 2 西洋中世美術ａ 2 西洋中世美術ｂ 2

デザイン実習ｅ 1    

４ 第 16 条別表第９博物館学芸員関係の授業科目のうち「文化財保存学ａ」「文化財保存学

ｂ」の単位数については、平成 19 年度入学生から適用し、平成 18 年度以前の入学生に

ついては従前の規定による。 

 

   附     則 

１ この改正学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 第１４条別表第１、第１５条別表第３、別表第４、別表第６、第１６条第２項の規程は、

平成２２年度入学生から適用し、平成２１年度以前の入学生については、従前の規程に

よる。 

 

   附  則 

１ この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 第２６条、第４４条の規程については、平成２３年度入学生から適用し、平成２２年度

以前の入学生について従前の規程による。 

３ 第１５条別表第４、及び第１５条別表第５は、平成２３年度入学生から適用し、平成２

２年度以前の入学生については、従前の規程による。 

４ 第１６条別表第６教職課程授業科目については、平成２２年度入学生から適用し、平成
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２１年度以前の入学生については従前の規程による。 

５ 第１６条別表第７図書館司書関係授業科目については、平成２２年度入学生から適用し、

平成２１年度以前の入学生については従前の規程による。 

６ 第１６条別表第９博物館学芸員関係授業科目については、平成２２年度入学生から適用

し、平成２１年度以前の入学生については従前の規程による。 

 

        附    則 

    １ この改正学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 第１５条別表第４生活文化学科幼児保育専攻の授業科目のうち、次の科目については、

平成２３年度入学生から適用し、平成２２年度以前の入学生については従前の規程によ

る。 

 

道徳の指導法 講義 2 特別活動の指導法 講義 2 

介護支援基礎論 講義 2 介護等体験 実習 1 

教育実習指導(幼稚園) 演習 1 教育実習指導(小学校) 演習 1 

教育実習 a(幼稚園) 実習 4 教育実習 b(幼稚園) 実習 2 

教育実習 a(小学校) 実習 4 教育実習 b(小学校) 実習 2 

 

３ 平成２３年度入学生については、第１５条別表第４生活文化学科幼児保育専攻の科目か

ら次の科目を削除する。 

 

道徳・特別活動の指導法 講義 2 教育実習指導 演習 1 

教育実習 実習 4    

 

４ 第１６条別表第６教職課程授業科目については、平成２３年度入学生から適用し、平成

２２年度以前の入学生については従前の規程による。 

５ 第４９条第１項、第２項及び第４項については、平成２５年４月１日から適用する。 

６ 学長の職務の代理及び代行に関しては、平成２４年度は従前の規程による。 

７ 平成１９年４月１１日制定の「学長の職務の代理及び代行に関する規程」は、平成２５

年３月３１日をもって廃止とする。 

 

        附    則 

    １ この改正学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 第８条、第９条、第１０条に規定する編入学定員（第３年次）は、平成２５年度及び平

成２６年度については次のとおりとする。 

 文学部  

 平成 25 年度 平成 26 年度  

国文学科 13 名 13 名  

英文学科 13 名 13 名  

美学美術史学科 8 名 8 名  
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 生活科学部 

学   科 専  攻 平成 25 年度 平成 26 年度  

食生活科学科 

管理栄養士専攻 2 名 2 名  

食物科学専攻 2 名 2 名  

健康栄養専攻 ― ―  

生活環境学科  2 名 2 名  

生活文化学科 
生活文化専攻 2 名 2 名  

幼児保育専攻 2 名 2 名  

 

人間社会学部 

 平成 25 年度 平成 26 年度  

人間社会学科 10 名 10 名  

現代社会学科 10 名 10 名  

 

    ３ 第１９条、第２６条、第４４条の規定については、平成２５年度入学生より適用し、平

成２４年度以前の入学生については従前の規定による。 

    ４ 第１４条別表第１、第１５条別表第３、第１５条別表第４、第１５条別表第５、第１６ 

      条別表第６、第１６条別表第９は、平成２５年度入学生から適用し、平成２４年度以前

の入学生については従前の規定による。 

 

        附    則 

１ この改正学則は、平成２６年４月１日から施行する。 
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別表第１ 

 第１４条別表第１ 共通教育科目 

必   修   科   目 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

実 践 入 門 セ ミ ナ ー 演習 2 ＊ 

実践キャリアプランニング 講義 2 ＊ 

インテグレーテッドﾞ･イングリッシュ 演習 2 ＊ 

情報リテラシー基礎ａ 演習 1 ＊ 

選   択   科   目 

情報リテラシー基礎ｂ 演習 1 ＊ 

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 講義 2  

グローバル・キャリアデザイン 講義 2  

イ ン タ ー ン シ ッ プ 演 習 演習 1  

イ ン タ ー ン シ ッ プ 実習 1  

キ ャ リ ア 開 発 実 践 論 講義 2  

キ ャ リ ア 実 践 演 習 演習 2  

国際理解とキャリア形成 講義 2  

伝統文化の理解と実践 演習 2  

女 性 と 職 業 講義 2  

リーディング・スキルズ 演習 1  

ＴＯＥＩＣリーディング 演習 1  

リスニング・スキルズ 演習 1  

ＴＯＥＩＣリスニング 演習 1  

スピーキング・スキルズ 演習 1  

ビジネス・イングリッシュ 演習 1  

フ ラ ン ス 語 １ ａ 演習 1  

フ ラ ン ス 語 １ ｂ 演習 1  

ド イ ツ 語 １ ａ 演習 1  

ド イ ツ 語 １ ｂ 演習 1  

中 国 語 １ ａ 演習 1  

中 国 語 １ ｂ 演習 1  

コ リ ア 語 １ ａ 演習 1  

コ リ ア 語 １ ｂ 演習 1  

フ ラ ン ス 語 ２ ａ 演習 1  

フ ラ ン ス 語 ２ ｂ 演習 1  

ド イ ツ 語 ２ ａ 演習 1  

ド イ ツ 語 ２ ｂ 演習 1  

中 国 語 ２ ａ 演習 1  

中 国 語 ２ ｂ 演習 1  

コ リ ア 語 ２ ａ 演習 1  

コ リ ア 語 ２ ｂ 演習 1  

海 外 語 学 研 修 ａ 実習 2  

海 外 語 学 研 修 ｂ 実習 2  

海 外 語 学 研 修 ｃ 実習 2  

海 外 語 学 研 修 ｄ 実習 2  

情報リテラシー応用ａ 演習 2  

情報リテラシー応用ｂ 演習 2  

情報リテラシー応用ｃ 演習 2  

情報リテラシー実践ａ 演習 2  

情報リテラシー実践ｂ 演習 2  

情報リテラシー実践ｃ 演習 2  

実 践 プ ロ ジ ェ ク ト 演習 2  

哲 学 入 門 ａ 講義 2  

哲 学 入 門 ｂ 講義 2  

現 代 の 哲 学 ａ 講義 2  

現 代 の 哲 学 ｂ 講義 2  

倫 理 学 入 門 ａ 講義 2  

倫 理 学 入 門 ｂ 講義 2  

現 代 倫 理 学 ａ 講義 2  

現 代 倫 理 学 ｂ 講義 2  

美 学 ａ 講義 2  

美 学 ｂ 講義 2  

社 会 思 想 史 ａ 講義 2  

社 会 思 想 史 ｂ 講義 2  

中 国 の 思 想 ａ 講義 2  

中 国 の 思 想 ｂ 講義 2  

西 洋 思 想 史 ａ 講義 2  

西 洋 思 想 史 ｂ 講義 2  

仏 教 思 想 史 ａ 講義 2  

仏 教 思 想 史 ｂ 講義 2  

キ リ ス ト 教 概 論 ａ 講義 2  

キ リ ス ト 教 概 論 ｂ 講義 2  

文 学 概 論 講義 2  

日 本 の 文 学 ａ 講義 2  

日 本 の 文 学 ｂ 講義 2  

日 本 の 文 学 ｃ 講義 2  

日 本 の 文 学 ｄ 講義 2  

フ ラ ン ス 文 学 ａ 講義 2  

フ ラ ン ス 文 学 ｂ 講義 2  
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ド イ ツ 文 学 ａ 講義 2  

ド イ ツ 文 学 ｂ 講義 2  

児 童 文 学 論 ａ 講義 2  

児 童 文 学 論 ｂ 講義 2  

比 較 文 学 ａ 講義 2  

比 較 文 学 ｂ 講義 2  

女 性 と 文 学 講義 2  

比 較 文 化 論 ａ 講義 2  

比 較 文 化 論 ｂ 講義 2  

生 活 文 化 論 ａ 講義 2  

生 活 文 化 論 ｂ 講義 2  

出 版 文 化 論 ａ 講義 2  

出 版 文 化 論 ｂ 講義 2  

食 文 化 論 講義 2  

衣 文 化 論 講義 2  

文 化 人 類 学 ａ 講義 2  

文 化 人 類 学 ｂ 講義 2  

メ デ ィ ア 論 ａ 講義 2  

メ デ ィ ア 論 ｂ 講義 2  

情 報 文 化 論 ａ 講義 2  

情 報 文 化 論 ｂ 講義 2  

世 界 の 美 術 講義 2  

心 理 学 概 論 講義 2  

心 理 学 ａ 講義 2  

心 理 学 ｂ 講義 2  

発 達 心 理 学 ａ 講義 2  

発 達 心 理 学 ｂ 講義 2  

教 育 学 ａ 講義 2  

教 育 学 ｂ 講義 2  

教 育 史 ａ 講義 2  

教 育 史 ｂ 講義 2  

日 本 国 憲 法 講義 2 ＊ 

法 学 講義 2  

法 と 生 活 講義 2  

政 治 学 ａ 講義 2  

政 治 学 ｂ 講義 2  

経 済 学 ａ 講義 2  

経 済 学 ｂ 講義 2  

日 本 経 済 論 ａ 講義 2  

日 本 経 済 論 ｂ 講義 2  

日 本 史 ａ 講義 2  

日 本 史 ｂ 講義 2  

西 洋 史 ａ 講義 2  

西 洋 史 ｂ 講義 2  

東 洋 史 ａ 講義 2  

東 洋 史 ｂ 講義 2  

地 理 学 講義 2  

社 会 学 ａ 講義 2  

社 会 学 ｂ 講義 2  

ジ ェ ン ダ ー 論 ａ 講義 2  

ジ ェ ン ダ ー 論 ｂ 講義 2  

社 会 保 障 論 講義 2  

数 学 の 世 界 講義 2  

統 計 の 世 界 講義 2  

物 理 の 世 界 講義 2  

化 学 の 世 界 ａ 講義 2  

化 学 の 世 界 ｂ 講義 2  

生 物 の 世 界 講義 2  

生 命 と 環 境 講義 2  

科 学 思 想 史 講義 2  

環 境 科 学 講義 2  

環 境 と 産 業 技 術 ａ 講義 2  

環 境 と 産 業 技 術 ｂ 講義 2  

く ら し の 人 間 工 学 講義 2  

身 体 運 動 の 科 学 ａ 講義 2 ＊ 

身 体 運 動 の 科 学 ｂ 講義 2 ＊ 

ス ポ ー ツ 文 化 論 講義 2 ＊ 

健 康 運 動 実 習 ａ 実習 1 ＊ 

健 康 運 動 実 習 ｂ 実習 1 ＊ 

基 礎 ス ポ ー ツ 実 習 ａ 実習 1 ＊ 

基 礎 ス ポ ー ツ 実 習 ｂ 実習 1 ＊ 

基 礎 ス ポ ー ツ 実 習 ｃ 実習 1 ＊ 

基 礎 ス ポ ー ツ 実 習 ｄ 実習 1 ＊ 

健 康 体 力 科 学 演 習 演習 1 ＊ 

ヘルスプロモーション実践実習ａ 実習 1 ＊ 

ヘルスプロモーション実践実習ｂ 実習 1 ＊ 

ス ポ ー ツ 基 礎 科 学 実 習 ａ 実習 1 ＊ 

ス ポ ー ツ 基 礎 科 学 実 習 ｂ 実習 1 ＊ 

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 習 実習 1 ＊ 

ス ポ ー ツ 応 用 科 学 実 習 実習 1 ＊ 

オ ー プ ン 講 座 ａ  2  

オ ー プ ン 講 座 ｂ  2  
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オ ー プ ン 講 座 ｃ  2  

オ ー プ ン 講 座 ｄ  2  

オ ー プ ン 講 座 ｅ  2  

 

＊印：「保育士養成課程」 教養科目 10 単位

以上 
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別表第３ 

 第１５条別表第３ 文学部専門科目 国文学科 

 

必  修  科  目 

授 業 科 目 
授業

形態 
単位数 備  考

国 語 学 概 論 ａ 講義 2  

国 語 学 概 論 ｂ 講義 2  

国 文 学 概 論 ａ 講義 2  

国 文 学 概 論 ｂ 講義 2  

古 典 文 学 基 礎 講 読 ａ 講義 2  

古 典 文 学 基 礎 講 読 ｂ 講義 2  

近 代 文 学 基 礎 講 読 ａ 講義 2  

近 代 文 学 基 礎 講 読 ｂ 講義 2  

漢 文 学 基 礎 講 読 ａ 講義 2  

漢 文 学 基 礎 講 読 ｂ 講義 2  

国 語 史 ａ 講義 2  

国 語 史 ｂ 講義 2  

漢 文 学 ａ 講義 2  

漢 文 学 ｂ 講義 2  

特 殊 演 習 １ 演習 1  

特 殊 演 習 ２ 演習 1  

卒 業 論 文  6  

選  択  科  目 

国 語 学 史 基 礎 演 習 １ 演習 2  

国 語 学 史 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

国 語 学 基 礎 演 習 １ 演習 2  

国 語 学 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

上 代 文 学 基 礎 演 習 １ 演習 2  

上 代 文 学 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

中 古 文 学 基 礎 演 習 １ 演習 2  

中 古 文 学 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

中 世 文 学 基 礎 演 習 １ 演習 2  

中 世 文 学 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

近 世 文 学 基 礎 演 習 １ 演習 2  

近 世 文 学 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

近 代 文 学 基 礎 演 習 １ 演習 2  

近 代 文 学 基 礎 演 習 ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 史 ａ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 史 ｂ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 史 ａ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 史 ｂ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 史 ａ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 史 ｂ 講義 2  

日 本 文 法 論 ａ 講義 2  

日 本 文 法 論 ｂ 講義 2  

日本語研究とコンピュータａ 講義 2  

日本語研究とコンピュータｂ 講義 2  

日本語研究とコンピュータｃ 講義 2  

日本語研究とコンピュータｄ 講義 2  

国 語 表 現 法 ａ 演習 2  

国 語 表 現 法 ｂ 演習 2  

世 界 の 中 の 日 本 文 学 ａ 講義 2  

世 界 の 中 の 日 本 文 学 ｂ 講義 2  

世 界 の 中 の 日 本 文 学 ｃ 講義 2  

世 界 の 中 の 日 本 文 学 ｄ 講義 2  

比 較 文 学 論 演 習 ａ 演習 2  

比 較 文 学 論 演 習 ｂ 演習 2  

比 較 文 学 論 演 習 ｃ 演習 2  

比 較 文 学 論 演 習 ｄ 演習 2  

書 道 史 講義 2  

書 学 概 論 講義 2  

国 語 学 研 究 ａ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｂ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｃ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｄ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｅ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｆ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｇ 講義 2  

国 語 学 研 究 ｈ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ａ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ｂ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ｃ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ｄ 講義 2  
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上 代 中 古 文 学 研 究 ｅ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ｆ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ｇ 講義 2  

上 代 中 古 文 学 研 究 ｈ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ａ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｂ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｃ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｄ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｅ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｆ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｇ 講義 2  

中 世 近 世 文 学 研 究 ｈ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ａ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｂ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｃ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｄ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｅ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｆ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｇ 講義 2  

近 代 現 代 文 学 研 究 ｈ 講義 2  

中 国 文 学 哲 学 研 究 ａ 講義 2  

中 国 文 学 哲 学 研 究 ｂ 講義 2  

中 国 文 学 哲 学 研 究 ｃ 講義 2  

中 国 文 学 哲 学 研 究 ｄ 講義 2  

国 語 学 演 習 ａ １ 演習 2  

国 語 学 演 習 ａ ２ 演習 2  

国 語 学 演 習 ｂ １ 演習 2  

国 語 学 演 習 ｂ ２ 演習 2  

国 語 学 演 習 ｃ １ 演習 2  

国 語 学 演 習 ｃ ２ 演習 2  

国 語 学 演 習 ｄ １ 演習 2  

国 語 学 演 習 ｄ ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ａ １ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ａ ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｂ １ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｂ ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｃ １ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｃ ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｄ １ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｄ ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｅ １ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｅ ２ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｆ １ 演習 2  

上 代 中 古 文 学 演 習 ｆ ２ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ａ １ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ａ ２ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｂ １ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｂ ２ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｃ １ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｃ ２ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｄ １ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｄ ２ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｅ １ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｅ ２ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｆ １ 演習 2  

中 世 近 世 文 学 演 習 ｆ ２ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ａ １ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ａ ２ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｂ １ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｂ ２ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｃ １ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｃ ２ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｄ １ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｄ ２ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｅ １ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｅ ２ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｆ １ 演習 2  

近 代 現 代 文 学 演 習 ｆ ２ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ａ １ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ａ ２ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ｂ １ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ｂ ２ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ｃ １ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ｃ ２ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ｄ １ 演習 2  

中 国 文 学 哲 学 演 習 ｄ ２ 演習 2  

日 本 語 教 育 学 演 習 ａ １ 演習 2  

日 本 語 教 育 学 演 習 ａ ２ 演習 2  
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日 本 語 教 育 学 演 習 ｂ １ 演習 2  

日 本 語 教 育 学 演 習 ｂ ２ 演習 2  

日 本 事 情 講義 2  

日本語のバリエーション 講義 2  

第 二 言 語 習 得 研 究 講義 2  

日 本 語 教 授 法 ― 初 級 ― 講義 2  

日 本 語 教 授 法 ― 中 級 ― 講義 2  

日 本 語 教 授 法 演 習 ａ 演習 2  

日 本 語 教 授 法 演 習 ｂ 演習 2  

日本語教育文法―初級― 講義 2  

日本語教育文法―中級― 講義 2  

日 本 語 の 音 声 講義 2  

漢 字 書 法 １ 演習 1  

漢 字 書 法 ２ 演習 1  

実 用 書 法 ａ 演習 1  

実 用 書 法 ｂ 演習 1  

仮 名 書 法 １ 演習 1  

仮 名 書 法 ２ 演習 1  

書 芸 実 習 ａ 演習 1  

書 芸 実 習 ｂ 演習 1  
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別表第３ 

第１５条別表第３ 文学部専門科目 英文学科 

 

必   修   科   目 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

ベイシック・イングリッシュａ 演習 2  

ベイシック・イングリッシュｂ 演習 2  

オーラル・イングリッシュａ 演習 1  

オーラル・イングリッシュｂ 演習 1  

英 文 入 門 セ ミ ナ ー 演習 2  

パラグラフ・ライティングａ 演習 2  

パラグラフ・ライティングｂ 演習 2  

インテンシヴ・リーディングａ 演習 1  

インテンシヴ・リーディングｂ 演習 1  

イ ギ リ ス 文 学 史 ａ 講義 2  

イ ギ リ ス 文 学 史 ｂ 講義 2  

ア メ リ カ 文 学 史 ａ 講義 2  

ア メ リ カ 文 学 史 ｂ 講義 2  

英 語 学 概 論 ａ 講義 2  

英 語 学 概 論 ｂ 講義 2  

プ レ セ ミ ナ ー 演習 2  

卒 論 セ ミ ナ ー ａ 演習 1  

卒 論 セ ミ ナ ー ｂ 演習 1  

卒 業 論 文  6  

選   択   科   目 

イギリスの文化と社会 講義 2  

アメリカの文化と社会 講義 2  

特 別 講 義 講義 2  

多 読 演 習 演習 2  

児 童 英 語 演 習 演習 2  

英 語 圏 の 詩 講義 2  

英 語 圏 の 演 劇 講義 2  

女 性 と 英 語 圏 文 学 ａ 講義 2  

女 性 と 英 語 圏 文 学 ｂ 講義 2  

イギリス文学・文化講義ａ 講義 2  

イギリス文学・文化講義ｂ 講義 2  

アメリカ文学・文化講義ａ 講義 2  

アメリカ文学・文化講義ｂ 講義 2  

女 性 と 言 語 学 講義 2  

英 語 音 声 学 講義 2  

コミュニケーション英語ａ 演習 2  

コミュニケーション英語ｂ 演習 2  

コミュニケーション英語ｃ 演習 2  

コミュニケーション英語ｄ 演習 2  

時 事 英 語 演 習 演習 2  

翻 訳 演 習 演習 2  

イギリス文学・文化講義ｃ 講義 2  

イギリス文学・文化講義ｄ 講義 2  

アメリカ文学・文化講義ｃ 講義 2  

アメリカ文学・文化講義ｄ 講義 2  

英 語 教 育 学 講 義 講義 2  

社 会 言 語 学 講 義 講義 2  

英 語 史 ａ 講義 2  

英 語 史 ｂ 講義 2  

西 洋 古 典 入 門 講義 2  

西 洋 古 典 研 究 講義 2  

コミュニケーション英語ｅ 演習 2  

コミュニケーション英語ｆ 演習 2  

コミュニケーション英語ｇ 演習 2  

コミュニケーション英語ｈ 演習 2  

中世イギリス文学・文化演習ａ 演習 2  

中世イギリス文学・文化演習ｂ 演習 2  

中世イギリス文学・文化演習ｃ 演習 2  

中世イギリス文学・文化演習ｄ 演習 2  

近代イギリス文学・文化演習ａ 演習 2  

近代イギリス文学・文化演習ｂ 演習 2  

近代イギリス文学・文化演習ｃ 演習 2  

近代イギリス文学・文化演習ｄ 演習 2  

現代イギリス文学・文化演習ａ 演習 2  

現代イギリス文学・文化演習ｂ 演習 2  

現代イギリス文学・文化演習ｃ 演習 2  

現代イギリス文学・文化演習ｄ 演習 2  

近代アメリカ文学・文化演習ａ 演習 2  

近代アメリカ文学・文化演習ｂ 演習 2  

近代アメリカ文学・文化演習ｃ 演習 2  
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近代アメリカ文学・文化演習ｄ 演習 2  

現代アメリカ文学・文化演習ａ 演習 2  

現代アメリカ文学・文化演習ｂ 演習 2  

現代アメリカ文学・文化演習ｃ 演習 2  

現代アメリカ文学・文化演習ｄ 演習 2  

英 語 学 演 習 ａ 演習 2  

英 語 学 演 習 ｂ 演習 2  

英 語 学 演 習 ｃ 演習 2  

英 語 学 演 習 ｄ 演習 2  

中世イギリス文学・文化演習ｅ 演習 2  

中世イギリス文学・文化演習ｆ 演習 2  

近代イギリス文学・文化演習ｅ 演習 2  

近代イギリス文学・文化演習ｆ 演習 2  

現代イギリス文学・文化演習ｅ 演習 2  

現代イギリス文学・文化演習ｆ 演習 2  

近代アメリカ文学・文化演習ｅ 演習 2  

近代アメリカ文学・文化演習ｆ 演習 2  

現代アメリカ文学・文化演習ｅ 演習 2  

現代アメリカ文学・文化演習ｆ 演習 2  

英 語 学 演 習 ｅ 演習 2  

英 語 学 演 習 ｆ 演習 2  

 



－ 28 － 

別表第３ 

第１５条別表第３ 文学部専門科目 美学美術史学科 

 

必  修  科  目 

授 業 科 目 
授業

形態 
単位数 備  考

日 本 美 術 史 入 門 ａ 講義 2  

日 本 近 代 美 術 史 入 門 ａ 講義 2  

中 国 美 術 史 入 門 ａ 講義 2  

仏 教 美 術 史 入 門 ａ 講義 2  

西 洋 美 術 史 入 門 ａ 講義 2  

西 洋 近 代 美 術 史 入 門 ａ 講義 2  

美 学 入 門 ａ 講義 2  

卒 論 ゼ ミ ａ 演習 1  

卒 論 ゼ ミ ｂ 演習 1  

卒 業 論 文  6  

選  択  科  目 

日 本 美 術 史 入 門 ｂ 講義 2  

日 本 近 代 美 術 史 入 門 ｂ 講義 2  

中 国 美 術 史 入 門 ｂ 講義 2  

仏 教 美 術 史 入 門 ｂ 講義 2  

西 洋 美 術 史 入 門 ｂ 講義 2  

西 洋 近 代 美 術 史 入 門 ｂ 講義 2  

美 学 入 門 ｂ 講義 2  

基 礎 演 習 演習 2  

日 本 美 術 史 特 講 ａ 講義 2  

日 本 美 術 史 特 講 ｂ 講義 2  

日 本 美 術 史 特 講 ｃ 講義 2  

日 本 美 術 史 特 講 ｄ 講義 2  

日 本 近 代 美 術 史 特 講 ａ 講義 2  

日 本 近 代 美 術 史 特 講 ｂ 講義 2  

日 本 近 代 美 術 史 特 講 ｃ 講義 2  

日 本 近 代 美 術 史 特 講 ｄ 講義 2  

中 国 美 術 史 特 講 ａ 講義 2  

中 国 美 術 史 特 講 ｂ 講義 2  

中 国 美 術 史 特 講 ｃ 講義 2  

中 国 美 術 史 特 講 ｄ 講義 2  

仏 教 美 術 史 特 講 ａ 講義 2  

仏 教 美 術 史 特 講 ｂ 講義 2  

仏 教 美 術 史 特 講 ｃ 講義 2  

仏 教 美 術 史 特 講 ｄ 講義 2  

西 洋 美 術 史 特 講 ａ 講義 2  

西 洋 美 術 史 特 講 ｂ 講義 2  

西 洋 美 術 史 特 講 ｃ 講義 2  

西 洋 美 術 史 特 講 ｄ 講義 2  

西 洋 近 代 美 術 史 特 講 ａ 講義 2  

西 洋 近 代 美 術 史 特 講 ｂ 講義 2  

西 洋 近 代 美 術 史 特 講 ｃ 講義 2  

西 洋 近 代 美 術 史 特 講 ｄ 講義 2  

美 学 特 講 ａ 講義 2  

美 学 特 講 ｂ 講義 2  

美 学 特 講 ｃ 講義 2  

美 学 特 講 ｄ 講義 2  

日 本 の 美 術 ａ 講義 2  

日 本 の 美 術 ｂ 講義 2  

日 本 の 美 術 ｃ 講義 2  

日 本 の 美 術 ｄ 講義 2  

東 洋 の 美 術 ａ 講義 2  

東 洋 の 美 術 ｂ 講義 2  

東 洋 の 美 術 ｃ 講義 2  

東 洋 の 美 術 ｄ 講義 2  

西 洋 の 美 術 ａ 講義 2  

西 洋 の 美 術 ｂ 講義 2  

西 洋 の 美 術 ｃ 講義 2  

西 洋 の 美 術 ｄ 講義 2  

美 術 と 社 会 ａ 講義 2  

美 術 と 社 会 ｂ 講義 2  

美 術 と 社 会 ｃ 講義 2  

美 術 と 社 会 ｄ 講義 2  

民 俗 芸 能 ａ 講義 2  

民 俗 芸 能 ｂ 講義 2  

民 俗 学 講義 2  

芸 能 文 化 史 講義 2  

デ ザ イ ン 史 講義 2  
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デ ザ イ ン 論 講義 2  

身 体 文 化 論 講義 2  

メ デ ィ ア 芸 術 論 講義 2  

現 代 美 術 論 講義 2  

世 界 の 美 術 ａ 講義 2  

世 界 の 美 術 ｂ 講義 2  

アートマネージメント論 講義 2  

アートコミュニケーション論 講義 2  

思 想 史 研 究 ａ 講義 2  

思 想 史 研 究 ｂ 講義 2  

文 献 研 究 ａ 演習 2  

文 献 研 究 ｂ 演習 2  

文 献 研 究 ｃ 演習 2  

文 献 研 究 ｄ 演習 2  

文 献 研 究 ｅ 演習 2  

文 献 研 究 ｆ 演習 2  

美 術 史 実 地 研 究 ａ 実習 1  

美 術 史 実 地 研 究 ｂ 実習 1  

美 術 史 実 地 研 究 ｃ 実習 1  

日 本 美 術 史 演 習 ａ 演習 2  

日 本 美 術 史 演 習 ｂ 演習 2  

日 本 近 代 美 術 史 演 習 ａ 演習 2  

日 本 近 代 美 術 史 演 習 ｂ 演習 2  

中 国 美 術 史 演 習 ａ 演習 2  

中 国 美 術 史 演 習 ｂ 演習 2  

仏 教 美 術 史 演 習 ａ 演習 2  

仏 教 美 術 史 演 習 ｂ 演習 2  

西 洋 美 術 史 演 習 ａ 演習 2  

西 洋 美 術 史 演 習 ｂ 演習 2  

西 洋 近 代 美 術 史 演 習 ａ 演習 2  

西 洋 近 代 美 術 史 演 習 ｂ 演習 2  

美 学 演 習 ａ 演習 2  

美 学 演 習 ｂ 演習 2  

絵 画 入 門 ａ 実習 1  

絵 画 入 門 ｂ 実習 1  

絵 画 実 習 ａ 実習 2  

絵 画 実 習 ｂ 実習 2  

絵 画 実 習 ｃ 実習 2  

絵 画 実 習 ｄ 実習 2  

絵 画 実 習 ｅ 実習 2  

デ ザ イ ン 入 門 ａ 実習 1  

デ ザ イ ン 入 門 ｂ 実習 1  

デ ザ イ ン 実 習 ａ 実習 2  

デ ザ イ ン 実 習 ｂ 実習 2  

デ ザ イ ン 実 習 ｃ 実習 2  

デ ザ イ ン 実 習 ｄ 実習 2  

工 芸 実 習 ａ 実習 2  

工 芸 実 習 ｂ 実習 2  

彫 刻 実 習 ａ 実習 2  

彫 刻 実 習 ｂ 実習 2  
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別表第４ 

 第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 食生活科学科管理栄養士専攻 

 

規則等規定科目 授業科目 
授業

形態

単位数 
備考 

必修 選択

専 

門 

基 

礎 

分 

野 

社会・環境と健康 

公 衆 衛 生 学 ａ 講義 2  ＊＊ａ 

公 衆 衛 生 学 ｂ 講義 2  ＊＊ａ 

健 康 管 理 論 講義 2  ＊＊ａ 

栄 養 疫 学 実 習 実習 1   

人体の構造と機能 

及び疾病の成り立

ち 

解 剖 生 理 学 ａ 講義 2  ＊＊ｂ 

解 剖 生 理 学 ｂ 講義 2  ＊＊ｂ 

栄 養 生 理 学 講義 2   

生 化 学 ａ 講義 2  ＊＊ｂ 

生 化 学 ｂ 講義 2  ＊＊ｂ 

臨 床 医 学 概 論 講義 2   

感 染 と 防 御 講義 2   

解 剖 生 理 学 実 験 実験 1  ＊＊ｂ 

生 化 学 実 験 実験 1  ＊＊ｂ 

食べ物と健康 

食 品 学 ａ 講義 2  ＊＊ｃ 

食 品 学 ｂ 講義 2  ＊＊ｃ 

調 理 学 講義 2  ＊＊ｆ 

食 品 機 能 論 講義 2  ＊＊ｃ 

食 品 加 工 学 ａ 講義 2  ＊＊ｃ 

食 品 衛 生 学 ａ 講義 2  ＊＊ｃ 

食 品 学 実 験 ａ 実験 1   

食 品 衛 生 学 実 験 実験 1  ＊＊ｃ 

食 品 加 工 学 実 習 実習 1  ＊＊ｃ 

調 理 学 実 験 実験 1  ＊＊ｆ 

基 礎 調 理 １ 実習 1  ＊＊ｆ 

基 礎 調 理 ２ 実習 1   

専 
 

門 
 

分 
 

野 

基礎栄養学 
基 礎 栄 養 学 講義 2  ＊＊ｄ 

基 礎 栄 養 学 実 習 実習 1   

応用栄養学 

栄養マネジメント論 講義 2   

ライフステージ栄養学ａ 講義 2  ＊＊ｄ 

ライフステージ栄養学ｂ 講義 2  ＊＊ｄ 

栄養マネジメント実習 実習 1  ＊＊ｅ 

ライフステージ栄養学実習 実習 1  ＊＊ｅ 

栄養教育論 
栄 養 教 育 総 論 講義 2   

栄 養 教 育 各 論 ａ 講義 2  ＊＊ｅ 
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栄 養 教 育 各 論 ｂ 講義 2  ＊＊ｅ 

栄 養 教 育 論 実 習 ａ 実習 1  ＊＊ｅ 

栄 養 教 育 論 実 習 ｂ 実習 1  ＊＊ｅ 

臨床栄養学 

臨 床 栄 養 学 ａ 講義 2  ＊＊ｄ 

臨 床 栄 養 学 ｂ 講義 2  ＊＊ｄ 

臨床栄養管理学総論 講義 2   

臨床栄養管理学各論 講義 2   

臨 床 栄 養 学 実 習 ａ 実習 1  ＊＊ｄ 

臨 床 栄 養 管 理 実 習 実習 1  ＊＊ｄ 

公衆栄養学 

公 衆 栄 養 学 ａ 講義 2  ＊＊ｅ 

公 衆 栄 養 学 ｂ 講義 2  ＊＊ｅ 

公 衆 栄 養 学 実 習 ａ 実習 1  ＊＊ｅ 

給食経営管理論 

給 食 経 営 管 理 ａ 講義 2  ＊＊ｆ 

給 食 経 営 管 理 ｂ 講義 2  ＊＊ｆ 

給食マネジメント実習 実習 2  ＊＊ｆ 

総合演習 

（管理栄養士国家

試験受験資格 

4 単位必修） 

総 合 演 習 ａ 演習 1   

総 合 演 習 ｂ 演習 1   

総 合 演 習 ｃ 演習  1  

総 合 演 習 ｄ 演習  1  

臨地実習 
校 外 給 食 実 習 臨地実習 1  ＊＊ｆ 

臨 床 栄 養 学 実 習 ｂ 臨地実習 2  ＊＊ｄ 

専
門
分
野 

(
選
択
必
修
一
単
位)

 

臨地実習 

(1 単位必修) 

臨 床 栄 養 学 実 習 ｃ 臨地実習  1 ＊ｄ 

公 衆 栄 養 学 実 習 ｂ 臨地実習  1 ＊ｅ 

食べ物と健康 

(1 単位必修) 

調 理 学 実 習 ａ 実習  1  

調 理 学 実 習 ｂ 実習  1  

その他の科目 

（選択科目） 

微 生 物 学 講義  2  

バイオテクノロジー概論 講義  2  

基 礎 無 機 化 学 講義  2  

基 礎 有 機 化 学 講義  2  

食 品 学 実 験 ｂ 実験  1  

食 品 分 析 学 講義  2  

食 品 加 工 学 ｂ 講義  2  

毒 性 学 講義  2  

食 品 衛 生 学 ｂ 講義  2  

食 品 物 性 論 講義  2  

商 業 空 間 デ ザ イ ン 講義  2  

食 事 摂 取 基 準 論 講義  2  

社 会 福 祉 概 論 講義  2  
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高 齢 者 福 祉 概 論 講義  2  

ス ポ ー ツ 栄 養 学 ａ 講義  2  

ス ポ ー ツ 栄 養 学 ｂ 講義  2  

特 別 講 義 ａ 演習  1  

特 別 講 義 ｂ 演習  1  

特 別 講 義 ｃ 演習  1  

特 別 講 義 ｄ 演習  1  

卒 業 論 文   6  

 

      ※１ 管理栄養士専攻の学級数（1学級 50 人以下）は 2学級とする。 

      ※２ 栄養士資格取得に必要な単位 

       ＊＊印：「栄養士養成課程」必修科目 66 単位 

        ＊印：「栄養士養成課程」選択必修科目 1 単位以上 

       ａ～ｆは栄養士法施行規則に定める教育内容 

         ａ：社会生活と健康 

         ｂ：人体の構造と機能 

         ｃ：食品と衛生 

         ｄ：栄養と健康 

         ｅ：栄養の指導 

         ｆ：給食の運営 
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別表第４ 

第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 食生活科学科食物科学専攻 

 

必  修  科  目 

授業科目 
授業 

形態 
単位数 備考 

フードコーディネート論 講義 2  

フードマネージメント論 講義 2  

フードスペシャリスト論 講義 2  

食 生 活 教 育 論 講義 2  

基 礎 栄 養 学 講義 2  

栄 養 生 理 学 講義 2  

生 化 学 ａ 講義 2  

生 化 学 ｂ 講義 2  

ライフステージ栄養学ａ 講義 2  

ライフステージ栄養学ｂ 講義 2  

公 衆 栄 養 学 ａ 講義 2  

食 品 学 ａ 講義 2  

食 品 学 ｂ 講義 2  

食 品 機 能 論 講義 2  

食 品 学 各 論 講義 2  

食 品 分 析 学 講義 2  

食 品 加 工 学 ａ 講義 2  

食 品 加 工 学 ｂ 講義 2  

調 理 学 ａ 講義 2  

調 理 学 ｂ 講義 2  

調 理 学 実 験 ａ 実験 1  

基 礎 調 理 １ 実習 1  

基 礎 調 理 ２ 実習 1  

食 品 衛 生 学 ａ 講義 2  

食 品 衛 生 学 ｂ 講義 2  

感 染 と 防 御 講義 2  

基 礎 無 機 化 学 講義 2  

基 礎 有 機 化 学 講義 2  

卒 業 論 文  6  

選  択  科  目 

テーブルマネージメント 演習 1  

食 品 学 実 験 ａ 実験 1  

食 品 学 実 験 ｂ 実験 1  

食 品 加 工 学 実 習 実習 1  

食 品 鑑 別 論 講義 2  

食 品 物 性 論 講義 2  

調 理 学 実 験 ｂ 実験 1  

調 理 学 実 習 ａ 実習 1  

調 理 学 実 習 ｂ 実習 1  

調 理 学 実 習 ｃ 実習 1  

公 衆 衛 生 学 ａ 講義 2  

公 衆 衛 生 学 ｂ 講義 2  

食 品 衛 生 学 実 験 実験 1  

毒 性 学 講義 2  

学 校 健 康 教 育 論 講義 2  

微 生 物 学 講義 2  

食 商 品 学 講義 2  

フードマーケティング論 講義 2  

分 子 生 物 学 講義 2  

バイオテクノロジー概論 講義 2  

調 理 学 及 び 実 習 実習 2  

住 居 学 講義 2  

衣 料 学 講義 2  

衣 料 学 演 習 演習 2  

衣 服 製 作 実 習 ａ 実習 1  

衣 服 製 作 実 習 ｂ 実習 1  

家 庭 経 営 学 講義 2  

商 業 空 間 デ ザ イ ン 講義 2  

理 化 学 実 験 実験 1  

ス ポ ー ツ と 健 康 科 学 ａ 講義 2  

ス ポ ー ツ と 健 康 科 学 ｂ 講義 2  

ス ポ ー ツ 医 科 学 実 習 実習 1  

生 活 学 原 論 講義 2  

社 会 福 祉 概 論 講義 2  

高 齢 者 福 祉 概 論 講義 2  

家 族 関 係 論 講義 2  

保 育 学 講義 2  

育 児 学 講義 2  
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看 護 学 講義 2  

家 庭 工 学 講義 2  
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別表第４ 

 第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 食生活科学科健康栄養専攻 

 

規則等規定科目 授業科目 
授業

形態

単位数 
備考 

必修 選択

専 
 

門 
 

科 
 

目 

社会生活と健康 
公 衆 衛 生 学 ａ 講義 2  ＊ 

社 会 と 福 祉 講義 2  ＊ 

人体の構造と機能 

解 剖 生 理 学 ａ 講義 2  ＊ 

人 体 の 構 造 と 疾 病 講義 2  ＊ 

生 化 学 ａ 講義 2  ＊ 

生 化 学 ｂ 講義 2  ＊ 

解 剖 生 理 学 実 験 実験 1  ＊ 

栄 養 生 化 学 実 験 実験 1  ＊ 

食品と衛生 

食 品 学 ａ 講義 2  ＊ 

食 品 学 ｂ 講義 2  ＊ 

食 品 学 実 験 ａ 実験 1  ＊ 

食 品 衛 生 学 ａ 講義 2  ＊ 

食 品 衛 生 学 実 験 実験 1  ＊ 

栄養と健康 

基 礎 栄 養 学 講義 2  ＊ 

食 事 摂 取 基 準 論 講義 2  ＊ 

ライフステージ栄養学ａ 講義 2  ＊ 

ライフステージ栄養学ｂ 講義 2  ＊ 

ライフステージ栄養学実習 実習 1  ＊ 

臨 床 栄 養 学 ａ 講義 2  ＊ 

臨 床 栄 養 学 ｂ 講義 2  ＊ 

臨 床 栄 養 学 実 習 ａ 実習 1  ＊ 

臨 床 栄 養 学 実 習 ｂ 実習 1  ＊ 

栄養の指導 

栄 養 指 導 論 ａ 講義 2  ＊ 

栄 養 指 導 論 ｂ 講義 2  ＊ 

公 衆 栄 養 学 ａ 講義 2  ＊ 

栄 養 指 導 実 習 ａ 実習 1  ＊ 

栄 養 指 導 実 習 ｂ 実習 1  ＊ 

給食の運営 

調 理 学 講義 2  ＊ 

給 食 計 画 論 講義 2  ＊ 

給 食 実 務 論 講義 2  ＊ 

基 礎 調 理 実習 2  ＊ 

給 食 実 務 学 内 実 習 実習 2  ＊ 

給 食 実 務 校 外 実 習 実習 2  ＊ 
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健 

康 

栄 

養 

科 

目 

食計画群 

献 立 学 講義 2   

食 事 計 画 演 習 演習 1   

応 用 調 理 実習 2   

食育群 

食 文 化 と 食 育 講義  2  

ラ イ フ ス テ ー ジ と 食 育 講義  2  

食 育 と 調 理 実習  1  

食 の リ ス ク 管 理 講義  2  

健康支援群 

スポーツと健康科学ａ 講義  2  

スポーツと健康科学ｂ 講義  2  

ス ポ ー ツ 栄 養 学 ａ 講義  2  

ス ポ ー ツ 栄 養 学 ｂ 講義  2  

ス ポ ー ツ 医 科 学 実 習 実習  1  

レベルアップ群 

解 剖 生 理 学 ｂ 講義  2  

食 品 機 能 論 講義  2  

臨 床 栄 養 管 理 学 講義  2  

公 衆 栄 養 学 ｂ 講義  2  

関 連 科 目 

微 生 物 学 講義  2  

バイオテクノロジー概論 講義  2  

基 礎 無 機 化 学 講義  2  

基 礎 有 機 化 学 講義  2  

分 子 生 物 学 講義  2  

理 化 学 実 験 実験  1  

食 品 加 工 学 ａ 講義  2  

食 品 加 工 学 ｂ 講義  2  

食 品 加 工 学 実 習 実習  1  

食 品 衛 生 学 ｂ 講義  2  

毒 性 学 講義  2  

栄 養 生 理 学 講義  2  

食 と 美 容 講義  2  

卒 業 論 文   6  

 

※１ 栄養士資格取得に必要な単位 

       ＊印：「栄養士養成課程」必修科目 57 単位 
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別表第４ 

第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 生活環境学科 

 

必   修   科   目 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

生 活 環 境 学 演 習 演習 2  

生 活 環 境 学 セ ミ ナ ー 演習 2  

卒 業 研 究  6  

選   択   科   目 

基 礎 演 習 ａ 演習 2  

基 礎 演 習 ｂ 演習 2  

基 礎 演 習 ｃ 演習 2  

基 礎 演 習 ｄ 演習 2  

デ ザ イ ン 基 礎 演 習 ａ 演習 2  

デ ザ イ ン 基 礎 演 習 ｂ 演習 2  

色 彩 学 講義 2  

色 彩 設 計 演 習 ａ 演習 2  

色 彩 設 計 演 習 ｂ 演習 2  

生 理 学 講義 2  

統 計 の 基 礎 講義 2  

統 計 の 応 用 講義 2  

生 活 環 境 科 学 講義 2  

デ ザ イ ン 史 講義 2  

消 費 生 活 学 講義 2  

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 講義 2  

消 費 科 学 講義 2  

情 報 環 境 論 講義 2  

情報通信ネットワーク概論 講義 2  

情 報 と 職 業 講義 2  

コンピュータとプログラミング演習 演習 2  

Ｉ Ｃ Ｔ 基 礎 演 習 演習 2  

繊 維 高 分 子 材 料 学 講義 2  

繊 維 高 分 子 材 料 実 験 実験 2  

テ キ ス タ イ ル 材 料 学 講義 2  

テキスタイル材料実験 実験 2  

機 能 材 料 学 講義 2  

テ キ ス タ イ ル 管 理 学 講義 2  

テキスタイル管理実験 実験 2  

染 色 加 工 学 講義 2  

被 服 衛 生 学 講義 2  

アパレルデザイン基礎実験 実験 2  

アパレルデザイン基礎 講義 2  

ア パ レ ル 生 産 講義 2  

パ タ ー ン 設 計 論 講義 2  

アパレルデザイン実習ａ 実習 2  

アパレルデザイン実習ｂ 実習 2  

ア パ レ ル Ｃ Ａ Ｄ 演習 1  

アパレルデザイン総合実習 実習 2  

伝 統 衣 服 実 習 実習 2  

ファッションデザイン論 講義 2  

ファッショングラフィック演習 演習 1  

ファッションビジネスの世界 講義 2  

フ ァ ッ シ ョ ン 文 化 論 講義 2  

フ ァ ッ シ ョ ン 企 画 論 講義 2  

ファッションビジネス論 講義 2  

ファッションビジネス演習 演習 2  

衣 料 管 理 実 習 実習 1  

プロダクトデザイン論 講義 2  

プロダクトデザイン演習 演習 2  

基 礎 造 形 論 講義 2  

プロダクトアメニティ演習 演習 2  

情 報 ア メ ニ テ ィ 論 講義 2  

ユニバーサルデザイン論 講義 2  

工 業 デ ザ イ ン 概 論 講義 2  

生 活 機 器 設 計 演 習 演習 2  

マルチメディアデザイン演習 演習 2  

感性と生活情報システム 講義 2  

人 間 工 学 講義 2  

人 間 工 学 実 験 実験 2  

生 活 気 候 学 講義 2  

生 理 人 類 学 講義 2  

生 理 人 類 学 実 験 実験 2  

生 活 材 料 学 講義 2  
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インテリアデザイン論 講義 2  

インテリアデザイン演習 演習 2  

インテリアグラフィック演習 演習 1  

インテリアコーディネート論 講義 2  

インテリアコーディネート演習 演習 2  

建 築 概 論 講義 2  

住 居 学 講義 2  

住 居 デ ザ イ ン 論 講義 2  

住 環 境 デ ザ イ ン 論 講義 2  

建 築 デ ザ イ ン 論 講義 2  

生 活 空 間 計 画 講義 2  

設 計 製 図 基 礎 演習 2  

建築・インテリアＣＡＤ 演習 1  

生 活 空 間 設 計 製 図 １ 演習 2  

生 活 空 間 設 計 製 図 ２ 演習 2  

生 活 空 間 設 計 製 図 ３ 演習 2  

建 築 構 造 講義 2  

建 築 施 工 講義 2  

建築・インテリア構法 講義 2  

材 料 力 学 講義 2  

住 環 境 ・ 設 備 学 講義 2  

福 祉 住 環 境 論 講義 2  

環 境 心 理 学 講義 2  

建 築 法 規 講義 2  

デザインワークショップ 演習 2  

調 理 学 及 び 実 習 実習 2  

栄 養 学 講義 2  

食 品 学 講義 2  

衣 料 学 講義 2  

衣 料 学 演 習 演習 2  

衣 服 製 作 実 習 ａ 実習 1  

衣 服 製 作 実 習 ｂ 実習 1  

衣 服 製 作 実 習 ｃ 実習 2  

生 活 学 原 論 講義 2  

生 活 経 営 論 講義 2  

家 族 関 係 論 講義 2  

保 育 学 講義 2  

育 児 学 講義 2  

看 護 学 講義 2  

家 庭 工 学 講義 2  
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別表第４ 

第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 生活文化学科生活文化専攻 

 

必   修   科   目 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

生 活 文 化 学 概 論 講義 2  

生 活 文 化 史 １ 講義 2  

生 活 文 化 史 ２ 講義 2  

生 活 文 化 論 演 習 演習 2  

卒 業 論 文 演習 6  

選   択   科   目 

ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 論 講義 2  

情 報 文 化 概 論 ａ 講義 2  

情 報 文 化 概 論 ｂ 講義 2  

環 境 文 化 論 １ 講義 2  

環 境 文 化 論 ２ 講義 2  

表 象 文 化 論 講義 2  

女 性 社 会 論 ａ 講義 2  

女 性 社 会 論 ｂ 講義 2  

女 性 社 会 論 演 習 ａ 演習 2  

女 性 社 会 論 演 習 ｂ 演習 2  

メ デ ィ ア ア ー ト 論 １ 講義 2  

メ デ ィ ア ア ー ト 論 ２ 講義 2  

生 活 経 済 論 ａ 講義 2  

生 活 経 済 論 ｂ 講義 2  

生 活 経 済 論 演 習 ａ 演習 2  

生 活 経 済 論 演 習 ｂ 演習 2  

メ デ ィ ア 技 術 論 演習 2  

メディア技術論演習ａ 演習 2  

メディア技術論演習ｂ 演習 2  

コミュニケーション論 講義 2  

レ ジ ャ ー 社 会 論 １ 講義 2  

レ ジ ャ ー 社 会 論 ２ 講義 2  

社 会 責 任 論 講義 2  

地 球 環 境 論 ａ 講義 2  

地 球 環 境 論 ｂ 講義 2  

メ デ ィ ア 経 営 論 ａ 講義 2  

メ デ ィ ア 経 営 論 ｂ 講義 2  

環 境 技 術 論 ａ 講義 2  

環 境 技 術 論 ｂ 講義 2  

環境マーケティング論ａ 講義 2  

環境マーケティング論ｂ 講義 2  

環境マーケティング論演習ａ 演習 2  

環境マーケティング論演習ｂ 演習 2  

地 域 経 営 論 ａ 講義 2  

地 域 経 営 論 ｂ 講義 2  

地 域 経 営 論 演 習 ａ 演習 2  

地 域 経 営 論 演 習 ｂ 演習 2  

メディア経営論演習ａ 演習 2  

メディア経営論演習ｂ 演習 2  

環 境 技 術 論 演 習 ａ 演習 2  

環 境 技 術 論 演 習 ｂ 演習 2  

環 境 会 計 学 講義 2  

映 像 制 作 技 術 演習 2  

ネットワーク技術論１ 講義 2  

ネットワーク技術論２ 講義 2  

原 書 講 読 ａ 演習 2  

原 書 講 読 ｂ 演習 2  

心 理 測 定 研 究 法 １ 演習 2  

心 理 測 定 研 究 法 ２ 演習 2  

生 活 文 化 史 演 習 １ 演習 2  

生 活 文 化 史 演 習 ２ 演習 2  

比 較 生 活 文 化 論 １ 講義 2  

比 較 生 活 文 化 論 ２ 講義 2  

心 理 学 基 礎 実 験 １ 演習 2  

心 理 学 基 礎 実 験 ２ 演習 2  

教 育 学 概 論 講義 2  

教 育 制 度 論 講義 2  

生 涯 発 達 心 理 学 ａ 講義 2  

生 涯 発 達 心 理 学 ｂ 講義 2  

健 康 科 学 論 講義 2  

保 育 原 理 １ 講義 2  

保 育 原 理 ２ 講義 2  
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教 育 学 演 習 ａ 演習 2  

教 育 学 演 習 ｂ 演習 2  

生涯発達心理学演習ａ 演習 2  

生涯発達心理学演習ｂ 演習 2  

造 形 デ ザ イ ン 論 １ 講義 2  

造 形 デ ザ イ ン 論 ２ 講義 2  

社 会 福 祉 論 講義 2  

児 童 家 庭 福 祉 論 講義 2  

相 談 援 助 演習 1  

学 習 心 理 学 序 説 講義 2  

教 育 心 理 学 講義 2  

脳 と 心 講義 2  

生 活 装 備 論 １ 講義 2  

生 活 装 備 論 ２ 講義 2  

生 活 装 備 論 演 習 １ 演習 2  

生 活 装 備 論 演 習 ２ 演習 2  

家 族 社 会 心 理 学 １ 講義 2  

家 族 社 会 心 理 学 ２ 講義 2  

臨 床 心 理 学 概 論 講義 2  

家 族 臨 床 心 理 学 １ 講義 2  

家 族 臨 床 心 理 学 ２ 講義 2  

子ども理解とカウンセリング 講義 2  

家 庭 支 援 論 講義 2  

家 庭 経 営 論 講義 2  

家 族 関 係 論 講義 2  

衣 料 学 講義 2  

衣 料 学 演 習 演習 2  

衣 服 製 作 実 習 ｂ 実習 1  

衣 服 製 作 実 習 ｃ 実習 2  

栄 養 学 講義 2  

食 品 学 講義 2  

調 理 学 及 び 実 習 実習 2  

保 育 学 講義 2  

育 児 学 講義 2  

看 護 学 講義 2  

家 庭 工 学 講義 2  
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別表第４ 

第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 生活文化学科幼児保育専攻 

 

必   修   科   目 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

生 活 文 化 学 概 論 講義 2  

生 活 文 化 史 １ 講義 2  

生 活 文 化 史 ２ 講義 2  

生 活 文 化 論 演 習 演習 2  

卒 業 論 文 演習 6  

選   択   科   目 

保 育 原 理 １ 講義 2 ＊＊ 

保 育 原 理 ２ 講義 2 ＊ 

教 育 学 概 論 講義 2 ＊＊ 

教 育 制 度 論 講義 2 ＊ 

教 育 学 演 習 ａ 演習 2  

教 育 学 演 習 ｂ 演習 2  

教 育 思 想 史 講義 2 ＊ 

保 育 者 論 講義 2 ＊＊ 

教 職 論 講義 2  

生 涯 発 達 心 理 学 ａ 講義 2 ＊＊ 

生 涯 発 達 心 理 学 ｂ 講義 2 ＊ 

生涯発達心理学演習ａ 演習 2 ＊＊ 

生涯発達心理学演習ｂ 演習 2 ＊ 

学 習 心 理 学 序 説 講義 2  

教 育 心 理 学 講義 2 ＊ 

子 ど も の 保 健 １ ａ 講義 2 ＊＊ 

子 ど も の 保 健 １ ｂ 講義 2 ＊＊ 

子 ど も の 保 健 ２ 演習 1 ＊＊ 

児 童 家 庭 福 祉 論 講義 2 ＊＊ 

社 会 福 祉 論 講義 2 ＊＊ 

社 会 的 養 護 講義 2 ＊＊ 

家 庭 支 援 論 講義 2 ＊＊ 

保育表現技術ａ（音楽） 演習 1 ＊＊ 

保育表現技術ｂ（図画工作）  演習 1 ＊＊ 

保育表現技術ｃ（体育） 演習 1 ＊＊ 

保育表現技術ｄ（言語） 演習 1 ＊＊ 

保 育 内 容 ａ （ 総 論 ） 演習 1 ＊＊ 

保 育 内 容 ｂ （ 健 康 ） 演習 1 ＊＊ 

保育内容ｃ（人間関係） 演習 1 ＊＊ 

保育内容ｄ（ことば） 演習 1 ＊＊ 

保 育 内 容 ｅ （ 環 境 ） 演習 1 ＊＊ 

保 育 内 容 ｆ （ 表 現 ） 演習 1 ＊＊ 

相 談 援 助 演習 1 ＊＊ 

社 会 的 養 護 内 容 演習 1 ＊＊ 

保 育 相 談 支 援 演習 1 ＊＊ 

保 育 方 法 論 講義 2  

乳 児 保 育 演習 2 ＊＊ 

子 ど も の 食 と 栄 養 演習 2 ＊＊ 

障 害 児 保 育 演習 2 ＊＊ 

保 育 課 程 論 講義 2 ＊＊ 

教 育 課 程 論 講義 2  

教 育 課 程 編 成 の 実 際 講義 2  

国 語 講義 2  

社 会 講義 2  

算 数 講義 2  

理 科 講義 2  

生 活 講義 2  

音 楽 講義 2  

図 画 工 作 講義 2  

家 庭 講義 2  

体 育 講義 2  

初等教科教育法（国語） 演習 2  

初等教科教育法（社会） 演習 2  

初等教科教育法（算数） 演習 2  

初等教科教育法（理科） 演習 2  

初等教科教育法（生活） 演習 2  

初等教科教育法（音楽） 演習 2  

初等教科教育法（図画工作） 演習 2  

初等教科教育法（家庭） 演習 2  

初等教科教育法（体育） 演習 2  

道 徳 の 指 導 法 講義 2  

特 別 活 動 の 指 導 法 講義 2  

教 育 方 法 ・ 技 術 講義 2  

生 徒 ・ 進 路 指 導 論 講義 2  

子 ど も と 英 語 ａ 演習 2 ＊ 

子 ど も と 英 語 ｂ 演習 2 ＊ 

幼 児 教 育 法 １ 演習 2 ＊ 

幼 児 教 育 法 ２ 演習 2 ＊ 
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保 育 指 導 の 実 際 演習 2  

保 育 実 習 指 導 １ 演習 2 ＊＊ 

保育実習１ａ（保育園） 実習 2 ＊＊ 

保育実習１ｂ（児童福祉施設） 実習 2 ＊＊ 

保 育 実 習 指 導 ２ 演習 1 ＊ 

保育実習２ａ（保育園） 実習 2 ＊ 

保育実習２ｂ（児童福祉施設） 実習 2 ＊ 

介 護 支 援 基 礎 論 講義 2  

介 護 等 体 験 実習 1  

教育実習指導 (幼稚園 ) 演習 1  

教育実習指導 (小学校 ) 演習 1  

教 育 実 習 ａ (幼 稚 園 ) 実習 4  

教 育 実 習 ｂ (幼 稚 園 ) 実習 2  

教 育 実 習 ａ (小 学 校 ) 実習 4  

教 育 実 習 ｂ (小 学 校 ) 実習 2  

保育・教職実践演習(幼稚園) 演習 2 ＊＊ 

教職実践演習（幼・小） 演習 2  

心 理 測 定 研 究 法 １ 演習 2 ＊ 

心 理 測 定 研 究 法 ２ 演習 2 ＊ 

家 族 社 会 心 理 学 １ 講義 2 ＊ 

家 族 社 会 心 理 学 ２ 講義 2 ＊ 

家 族 臨 床 心 理 学 １ 講義 2 ＊ 

家 族 臨 床 心 理 学 ２ 講義 2 ＊ 

心 理 学 基 礎 実 験 １ 演習 2 ＊ 

心 理 学 基 礎 実 験 ２ 演習 2 ＊ 

脳 と 心 講義 2  

臨 床 心 理 学 概 論 講義 2  

子ども理解とカウンセリング 講義 2 ＊ 

ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 論 講義 2 ＊ 

情 報 文 化 概 論 ａ 講義 2  

情 報 文 化 概 論 ｂ 講義 2  

生 活 経 済 論 ａ 講義 2  

生 活 経 済 論 ｂ 講義 2  

生 活 経 済 論 演 習 ａ 演習 2  

生 活 経 済 論 演 習 ｂ 演習 2  

造 形 デ ザ イ ン 論 １ 講義 2  

造 形 デ ザ イ ン 論 ２ 講義 2  

メ デ ィ ア ア ー ト 論 １ 講義 2 ＊ 

メ デ ィ ア ア ー ト 論 ２ 講義 2 ＊ 

映 像 制 作 技 術 演習 2 ＊ 

ネットワーク技術論１ 講義 2  

ネットワーク技術論２ 講義 2  

環 境 文 化 論 １ 講義 2  

環 境 文 化 論 ２ 講義 2  

原 書 講 読 ａ 演習 2  

原 書 講 読 ｂ 演習 2  

生 活 装 備 論 １ 講義 2  

生 活 装 備 論 ２ 講義 2  

生 活 装 備 論 演 習 １ 演習 2  

生 活 装 備 論 演 習 ２ 演習 2  

コミュニケーション論 講義 2  

比 較 生 活 文 化 論 １ 講義 2  

比 較 生 活 文 化 論 ２ 講義 2  

生 活 文 化 史 演 習 １ 演習 2  

生 活 文 化 史 演 習 ２ 演習 2  

女 性 社 会 論 ａ 講義 2  

女 性 社 会 論 ｂ 講義 2  

社 会 責 任 論 講義 2  

メディア技術論演習ａ 演習 2  

メディア技術論演習ｂ 演習 2  

女 性 社 会 論 演 習 ａ 演習 2  

女 性 社 会 論 演 習 ｂ 演習 2  

 

＊＊印：「保育士養成課程」必修科目 ５２単位 

 ＊印：「保育士養成課程」選択必修科目 ９単位以上 
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別表第４ 

第１５条別表第４ 生活科学部専門科目 現代生活学科 

 

必   修   科   目 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

ビ ジ ネ ス プ ラ ン ニ ン グ 演習 2  

現 代 生 活 学 講義 2  

ゼ ミ ナ ー ル 演習 4  

フ ァ イ ナ ル プ ロ ジ ェ ク ト 演習 4  

コ ミ ュ ニ テ ィ 概 論 講義 2  

環 境 科 学 概 論 講義 2  

メ デ ィ ア 社 会 概 論 講義 2  

グレートブックスセミナー１ 演習 2  

ラ イ フ ・ プ ラ ン ニ ン グ 講義 2  

ビ ジ ネ ス ・ ス キ ル a 演習 2  

ビ ジ ネ ス ・ ス キ ル b 演習 2  

企 業 研 究 a 演習 2  

企 業 研 究 b 演習 2  

選   択   科   目 

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 a 演習 2  

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 b 演習 2  

家 庭 経 営 a （ 食 生 活 ） 講義 2  

家 庭 経 営 b （ 衣 環 境 ） 講義 2  

家庭経営 c（育児・介護） 講義 2  

基 礎 メ デ ィ ア 技 術 講義 2  

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技 法 講義 2  

フ ィ ー ル ド リ サ ー チ 講義 2  

統 計 と モ デ リ ン グ 講義 2  

現代社会を読み解く a（政治と経済） 講義 2  

現代社会を読み解く b（生活と産業） 講義 2  

現代社会を読み解く c（文化と市場） 講義 2  

現代社会を読み解く d（科学技術と社会）  講義 2  

グレートブックスセミナー2a 演習 2  

グレートブックスセミナー2b 演習 2  

地 域 文 化 形 成 論 講義 2  

コ ミ ュ ニ テ ィ 経 済 演 習 演習 2  

自 立 生 活 論 a （ 健 康 ） 講義 2  

自 立 生 活 論 b （ 消 費 者 ） 講義 2  

自立生活論 c（安全と保障） 講義 2  

少 子 高 齢 化 社 会 講義 2  

グ ロ ー バ ル 社 会 講義 2  

地 域 エ ネ ル ギ ー 論 講義 2  

地 域 エ ネ ル ギ ー 論 演 習 演習 2  

地 域 食 料 論 講義 2  

地 域 食 料 論 演 習 演習 2  

生 活 産 業 創 出 論 講義 2  

環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 a 講義 2  

環 境 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 b 講義 2  

環境マーケティング論演習 a 演習 2  

環境マーケティング論演習 b 演習 2  

エ コ ビ ジ ネ ス 演 習 演習 2  

環 境 工 学 及 び 調 査 講義 2  

環 境 マ ネ ジ メ ン ト 論 講義 2  

環 境 経 済 学 講義 2  

環 境 思 想 a 講義 2  

環 境 思 想 ｂ 講義 2  

環 境 思 想 演 習 演習 2  

生活ビジネス a（グリーンビジネス） 講義 2  

生活ビジネス b（コミュニティビジネス） 講義 2  

生活ビジネスｃ（マイクロビジネス） 講義 2  

生 活 産 業 史 講義 2  

社 会 責 任 論 講義 2  

女 性 社 会 論 a 講義 2  

女 性 社 会 論 b 講義 2  

メ デ ィ ア 生 活 学 a 講義 2  

メ デ ィ ア 生 活 学 b 講義 2  

メ デ ィ ア ア ー ト 論 a 講義 2  

メ デ ィ ア ア ー ト 論 b 講義 2  

映 像 制 作 演 習 a 演習 2  

映 像 制 作 演 習 b 演習 2  

メディアテクノロジー演習 a（Web） 演習 2  

メディアテクノロジー演習 b（データ） 演習 2  

メディアテクノロジー演習 c（開発） 演習 2  
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メ デ ィ ア 生 活 経 営 論 a 講義 2  

メ デ ィ ア 生 活 経 営 論 b 講義 2  

メディア生活経営論演習 a 演習 2  

メディア生活経営論演習 b 演習 2  

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 社 会 講義 2  

広 告 と メ デ ィ ア 講義 2  

ビ ジ ネ ス ・ マ ナ ー 演習 2  

家 庭 経 営 論 講義 2  

家 族 関 係 論 講義 2  

衣 料 学 講義 2  

衣 料 学 演 習 演習 2  

衣 服 製 作 実 習 a 実習 1  

衣 服 製 作 実 習 b 実習 1  

衣 服 製 作 実 習 ｃ 実習 2  

栄 養 学 講義 2  

食 品 学 講義 2  

調 理 学 及 び 実 習 実習 2  

住 居 学 講義 2  

看 護 学 講義 2  

育 児 学 講義 2  

保 育 学 講義 2  

家 庭 工 学 講義 2  
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別表第５ 

第１５条別表第５ 人間社会学部専門科目 人間社会学科 

 

区
分 

授業科目 
授業

形態 

単位数 
備考

必修 選択 

基
礎
科
目 

人 間 社 会 学 総 論 講義 2   

 

心 理 学 基 礎 講義 2   

社 会 学 概 論 講義 2   

経 済 学 概 論 講義 2   

経 営 学 概 論 講義 2   

法 律 学 講義 2   

コミュニケーション概論 講義 2   

社 会 と 統 計 講義 2   

基
幹
科
目 

人 間 関 係 論 講義   2 

行 動 科 学 講義   2 

社 会 心 理 学 講義   2 

カウンセリング基礎 講義  2 

ジ ェ ン ダ ー 論 講義  2 

社 会 言 語 学 講義   2 

経 営 管 理 論 講義   2 

キャリアデザイン論 講義   2 

言語コミュニケーション教育論 講義   2 

ミクロ・マクロ経済学 講義   2 

民 法 概 論 講義   2 

簿 記 論 Ⅰ 講義   2 

簿 記 論 Ⅱ 講義   2 

社 会 調 査 概 論 講義   2 

社 会 調 査 方 法 論 講義   2 

調査・実験データ処理法 講義   2 

展
開
・
応
用
科
目 

認 知 心 理 学 講義   2 

生 涯 心 理 学 講義   2 

学 習 心 理 学 講義   2 

女 性 心 理 学 講義   2 

人 格 心 理 学 講義   2 

健 康 心 理 学 講義  2 

家 族 社 会 学 講義   2 

社 会 政 策 論 講義   2 

都 市 社 会 論 講義   2 

家 族 法 講義   2 

心 理 学 統 計 法 講義   2 

心 理 学 実 験 実 習 Ⅰ 実習   2 

心 理 学 実 験 実 習 Ⅱ 実習   2 

社 会 調 査 実 習 Ⅰ 実習   2 

社 会 調 査 実 習 Ⅱ 実習   2 

国 際 政 治 論 講義   2 

会 計 学 総 論 講義   2 

原 価 計 算 論 講義   2 

会 計 監 査 論 講義   2 

金 融 論 講義   2 

財 政 論 講義   2 

保 険 論 講義   2 

流 通 サ ー ビ ス 論 講義   2 

産 業 組 織 論 講義   2 

情 報 社 会 論 講義   2 

消 費 者 心 理 学 講義   2 

知 的 財 産 法 講義   2 

企 業 法 講義   2 

社会科学データ分析 講義   2 

日本語コミュニケーション基礎 講義   2 

日本語コミュニケーション実践 講義   2 

異 文 化 理 解 講義   2 

現代ジャーナリスト論 講義   2 

メ デ ィ ア 文 化 論 講義   2 

メ デ ィ ア 表 現 論 講義   2 

ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 講義   2 

カ ウ ン セ リ ン グ 講義   2 

産業カウンセリング 講義   2 

コ ー チ ン グ 論 講義   2 

情 報 環 境 論 講義   2 

Web コミュニケーション 講義   2 

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 講義   2 

関
連
科
目 

社 会 の 基 礎 数 学 講義   2 

現 代 企 業 論 講義   2 

応 用 社 会 心 理 学 講義   2 

産 業 心 理 学 講義   2 
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安 全 心 理 学 講義   2 

犯 罪 心 理 学 講義   2 

心 理 学 研 究 法 講義   2 

臨 床 心 理 学 講義   2 

教 育 心 理 学 講義   2 

共 生 支 援 論 講義   2 

社 会 文 化 事 業 論 講義   2 

商 法 概 論 講義   2 

国 際 経 済 論 講義   2 

地 理 学 概 論 講義  2 

特 別 講 義 Ａ 講義   2 

特 別 講 義 Ｂ 講義   2 

演
習
科
目

演 習 Ⅰ 演習 2   

演 習 Ⅱ Ａ 演習 2   

演 習 Ⅱ Ｂ 演習 2  

演 習 Ⅲ Ａ 演習 2  

演 習 Ⅲ Ｂ 演習 2  

演 習 Ⅳ Ａ 演習 4  

演 習 Ⅳ Ｂ 演習 4  

外
国
語
科
目 

英語コミュニケーションⅠ 演習 2  

英語コミュニケーションⅡＡ 演習 2  

英語コミュニケーションⅡＢ 演習 2  

中国語コミュニケーションⅠＡ 演習   2 

中国語コミュニケーションⅠＢ 演習   2 

中国語コミュニケーションⅡＡ 演習   2 

中国語コミュニケーションⅡＢ 演習   2 
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別表第５ 

第１５条別表第５ 人間社会学部専門科目 現代社会学科 

 

区
分 

授業科目 
授業

形態 

単位数 
備考

必修 選択

基
礎
科
目 

人 間 社 会 学 総 論 講義 2  

 

心 理 学 基 礎 講義 2  

社 会 学 概 論 講義 2  

経 済 学 概 論 講義 2  

経 営 学 概 論 講義 2  

法 律 学 講義 2  

コミュニケーション概論 講義 2  

社 会 と 統 計 講義 2   

基
幹
科
目 

現 代 社 会 論 講義   2 

人 間 教 育 学 概 論 講義   2 

人 間 関 係 論 講義   2 

教 育 心 理 学 講義   2 

社 会 心 理 学 講義   2 

行 動 科 学 講義   2 

カウンセリング基礎 講義  2 

ジ ェ ン ダ ー 論 講義  2 

ミクロ・マクロ経済学 講義   2 

企 業 戦 略 論 講義   2 

キャリアデザイン論 講義   2 

キャリアマネジメント論 講義   2 

簿 記 論 Ⅰ 講義   2 

簿 記 論 Ⅱ 講義   2 

民 法 概 論 講義   2 

商 法 概 論 講義   2 

展
開
・
応
用
科
目 

人 間 形 成 論 講義   2 

現 代 教 育 論 講義   2 

教 育 社 会 学 講義   2 

キャリア教育支援論 講義   2 

女 性 と 労 働 講義   2 

家 族 社 会 学 講義   2 

都 市 社 会 論 講義   2 

共 生 支 援 論 講義   2 

Ｎ Ｐ Ｏ ・ Ｎ Ｇ Ｏ 論 講義   2 

ダイバーシティ社会論 講義   2 

社会ネットワーク論 講義   2 

社 会 文 化 事 業 論 講義   2 

地 域 社 会 学 講義   2 

行 政 法 講義   2 

社 会 倫 理 講義   2 

消 費 者 保 護 論 講義   2 

現 代 日 本 経 済 論 講義   2 

現 代 企 業 論 講義   2 

社 会 会 計 論 講義   2 

地 域 経 済 と 社 会 講義   2 

経 済 発 展 と 社 会 講義   2 

中 小 企 業 論 講義   2 

国 際 経 済 論 講義   2 

国 際 企 業 論 講義   2 

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 講義   2 

消 費 者 心 理 学 講義   2 

安 全 心 理 学 講義   2 

企 業 法 講義   2 

経 済 法 講義   2 

産 業 心 理 学 講義   2 

経 営 心 理 学 講義   2 

人 格 心 理 学 講義   2 

臨 床 心 理 学 講義   2 

発 達 臨 床 心 理 学 Ⅰ 講義  2 

発 達 臨 床 心 理 学 Ⅱ 講義  2 

異 文 化 理 解 講義   2 

集団組織コミュニケーション論 講義   2 

人 事 管 理 論 講義   2 

ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 講義   2 

リ ー ダ ー シ ッ プ 論 講義   2 

カ ウ ン セ リ ン グ 講義   2 

産業カウンセリング 講義   2 

コ ー チ ン グ 論 講義   2 

現代ジャーナリスト論 講義   2 

関
連
科
目 

社 会 の 基 礎 数 学 講義   2 

認 知 心 理 学 講義   2 

生 涯 心 理 学 講義   2 

学 習 心 理 学 講義   2 
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女 性 心 理 学 講義   2 

犯 罪 心 理 学 講義   2 

心 理 学 研 究 法 講義   2 

心 理 学 統 計 法 講義   2 

心 理 学 実 験 実 習 Ⅰ 実習   2 

心 理 学 実 験 実 習 Ⅱ 実習   2 

社 会 調 査 概 論 講義   2 

社 会 調 査 方 法 論 講義   2 

社 会 調 査 実 習 Ⅰ 実習   2 

社 会 調 査 実 習 Ⅱ 実習   2 

調査・実験データ処理法 講義   2 

社会科学データ分析 講義   2 

国 際 政 治 論 講義   2 

地 理 学 概 論 講義  2 

特 別 講 義 Ａ 講義   2 

特 別 講 義 Ｂ 講義   2 

演
習
科
目 

演 習 Ⅰ 演習 2  

演 習 Ⅱ Ａ 演習 2  

演 習 Ⅱ Ｂ 演習 2  

演 習 Ⅲ Ａ 演習 2  

演 習 Ⅲ Ｂ 演習 2  

演 習 Ⅳ Ａ 演習 4  

演 習 Ⅳ Ｂ 演習 4  

外
国
語
科
目 

英語コミュニケーションⅠ 演習 2  

英語コミュニケーションⅡＡ 演習 2  

英語コミュニケーションⅡＢ 演習 2  

中国語コミュニケーションⅠＡ 演習   2 

中国語コミュニケーションⅠＢ 演習   2 

中国語コミュニケーションⅡＡ 演習   2 

中国語コミュニケーションⅡＢ 演習   2 

 

 

 

 

 



－ 49 － 

別表第６ 

 第１６条別表第６ 教職課程授業科目及び単位数 

   全学部共通 

 

授 業 科 目 
授業 

形態 
単位数 備 考 

教 職 入 門 講義 2  

教 育 原 理 講義 2  

教 育 原 理 （ 栄 養 ） 講義 1  

発 達 ・ 学 習 理 論 講義 2  

教 育 制 度 講義 2  

教 育 制 度 （ 栄 養 ） 講義 1  

教 育 課 程 論 講義 2  

教 育 課 程 論 （ 栄 養 ） 講義 1  

教
科
教
育
法 

国 語 科 教 育 法 講義 2  

書 道 科 教 育 法 講義 2  

英 語 科 教 育 法 講義 2  

美 術 科 教 育 法 講義 2  

家 庭 科 教 育 法 講義 2  

情 報 科 教 育 法 講義 2  

社 会 科 教 育 法 講義 2  

社会科・公民科教育法 講義 2  

国語科教育実践研究(1) 講義 2  

国語科教育実践研究(2) 講義 2  

書 道 科 教 育 実 践 研 究 講義 2  

英語科教育実践研究(1) 講義 2  

英語科教育実践研究(2) 講義 2  

英語科教育実践研究(3) 講義 2  

美術科教育実践研究(1) 講義 2  

美術科教育実践研究(2) 講義 2  

美術科教育実践研究(3) 講義 2  

家庭科教育実践研究(1) 講義 2  

家庭科教育実践研究(2) 講義 2  

家庭科教育実践研究(3) 講義 2  

情 報 科 教 育 実 践 研 究 講義 2  

社会科教育実践研究(1) 講義 2  

社会科教育実践研究(2) 講義 2  

公 民 科 教 育 実 践 研 究 講義 2  

道 徳 教 育 指 導 論 講義 2  

道徳教育指導論 (栄養 ) 講義 2  

教 育 方 法 ・ 技 術 論 講義 2  

教育方法・技術論（栄養） 講義 1  

生 徒 指 導 論 講義 2  

教 育 相 談 講義 2  

教 育 実 習 Ａ
講義 

実習 
5  

教 育 実 習 Ｂ
講義 

実習 
3  

栄 養 教 育 実 習
講義 

実習 
2  

教職実践演習 (中・高 ) 演習 2  

教 職 実 践 演 習 (栄 養 ) 演習 2  

教 職 特 別 講 義 講義 2  

介 護 支 援 基 礎 論 講義 2  

介 護 等 体 験 実習 1  

教 職 研 究 ａ
講義 

演習 
2  

教 職 研 究 ｂ
講義 

演習 
2  

教 職 研 究 ｃ
講義 

演習 
2  

教 職 研 究 ｄ
講義 

演習 
2  

教 職 研 究 ｅ
講義 

演習 
2  

児童・生徒栄養教育論(1) 講義 2  

児童・生徒栄養教育論(2) 講義 2  
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別表第７ 

 第１６条別表第７ 図書館司書関係授業科目 

   全学部共通 

 

必 修 科 目 

授業科目 授業形態 単位数 備考

生 涯 学 習 論 講義 2  

図 書 館 概 論 講義 2  

図 書 館 情 報 技 術 論 講義・演習 2  

図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 講義 2  

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 講義 2  

情 報 サ ー ビ ス 論 講義 2  

児童図書館サービス論ａ 講義・演習 2  

児童図書館サービス論ｂ 講義・演習 2  

情 報 サ ー ビ ス 演 習 ａ 演習 1  

情 報 サ ー ビ ス 演 習 ｂ 演習 1  

図 書 館 情 報 資 源 概 論 ａ 講義・演習 2  

図 書 館 情 報 資 源 概 論 ｂ 講義・演習 2  

情 報 資 源 組 織 法 １ ａ 講義・演習 1  

情 報 資 源 組 織 法 １ ｂ 講義・演習 1  

情 報 資 源 組 織 法 ２ ａ 講義・演習 1  

情 報 資 源 組 織 法 ２ ｂ 講義・演習 1  

選 択 科 目 

図 書 館 基 礎 特 論 講義 2  

図 書 ・ 図 書 館 史 講義 2  

図 書 館 施 設 論 講義 2  

図 書 館 総 合 演 習 講義・演習 2  

図 書 館 実 習 講義・実習 2  

 

別表第８ 

 第１６条別表第８ 学校図書館司書教諭関係授業科目及び単位数 

   全学部共通 

 

必 修 科 目 

授 業 科 目 授業形態 単位数 備  考 

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 講義 2  

学 校 図 書 館 メ デ ィ ア の 構 成 講義 2  

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 講義 2  

読 書 と 豊 か な 人 間 性 講義 2  

情 報 メ デ ィ ア の 活 用
講義 

演習 
2  
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別表第９ 

 第１６条別表第９ 博物館学芸員関係授業科目 

   文学部・人間社会学部共通 

 

必 修 科 目 

授業科目 
授業 

形態 
単位数 備考 

博 物 館 学 入 門 講義 2  

博 物 館 経 営 論 講義 2  

博 物 館 資 料 論 講義 2  

博 物 館 教 育 論 講義 2  

生 涯 学 習 概 論 講義 2  

博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論 講義 2  

博 物 館 展 示 論 講義 2  

博 物 館 資 料 保 存 論 講義 2  

博 物 館 実 習 １ ａ 実習 1  

博 物 館 実 習 １ ｂ 実習 1  

博 物 館 実 習 ２ 実習 1  

選 択 科 目 

美 術 史 概 論 ａ 講義 2  

美 術 史 概 論 ｂ 講義 2  

工 芸 史 概 論 ａ 講義 2  

工 芸 史 概 論 ｂ 講義 2  

文 化 史 概 論 ａ 講義 2  

文 化 史 概 論 ｂ 講義 2  

知 的 財 産 研 究 講義 2  

ア ー ト ＆ パ ブ リ ッ シ ン グ 講義 2  

パ ブリッ ク・ プログ ラム 研究 講義 2  

保 存 修 復 ａ 講義 2  

保 存 修 復 ｂ 講義 2  
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別表第１０ 

 第６０条別表第１０ 

  外国人留学生特設科目 

 

選  択  科  目 

授 業 科 目 授業形態 単位数 備  考 

日 本 文 化 事 情 ａ 講義 2  

日 本 文 化 事 情 ｂ 講義 2  

日 本 語 ａ 講義 2  

日 本 語 ｂ 講義 2  

日 本 語 ｃ 講義 2  

日 本 語 ｄ 講義 2  
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

１ 学校法人実践女子学園の沿革 

学校法人実践女子学園は、明治 32 年（1899 年）に設立された実践女学校並びに女子

工芸学校を母体とし、平成 21 年（2009 年）5 月に創立 110 周年を迎えた。現在は、実

践女子大学（文学部、生活科学部、人間社会学部）、実践女子大学大学院（文学研究科、

生活科学研究科、人間社会研究科）、実践女子短期大学（日本語コミュニケーション学科、

英語コミュニケーション学科、食物栄養学科）及び実践女子学園中学校、実践女子学園

高等学校を設置している。 

 実践女子大学は、明治 41 年（1908 年）に設置された高等専門部家庭科及び技芸科を

母体とし、後の実践女子専門学校を経て、昭和 24 年（1949 年）に実践女子大学（文家

政学部）として設置された。昭和 40 年（1965 年）に文家政学部を廃止し、文学部（国

文学科、英文学科）、家政学部（食物学科、被服学科）を設置、昭和 41 年（1966 年）に

大学院文学研究科、家政学研究科を設置した。その後、文学部に美学美術史学科を増設、

家政学部を生活科学部に改組して食生活科学科、生活環境学科及び生活文化学科の 3 学

科構成とした。平成 16 年（2004 年）に新たに三つ目の学部として人間社会学部（人間

社会学科）を設置する等、各々の時代が求める人材の育成に努めてきた。 

 

２ 学則変更（収容定員変更）の内容 

 本学は、平成 7 年（1995 年）に家政学部の名称を生活科学部に変更した。同時に食物

学科を食生活科学科に、被服学科を生活環境学科にそれぞれ名称を変更するとともに、

新たに生活文化学科を設置して 3 学科からなる学部として教育を行ってきた。食生活科

学科では管理栄養士や食品衛生監視員・管理者などの資格を、生活環境学科では衣料管

理士や建築士などの資格を、生活文化学科では幼稚園教諭や保育士などの資格を取得で

きるように実学を中心とした教育研究を行ってきた。21 世紀の社会では、情報化と社会

構造の変化、資源･環境問題の顕在化に伴い、家政学の領域においても、産業と社会構造

の変化に対応した家庭生活と個人の生き方について、科学的知見や産業技術そして文化

的価値に基づいた再構築を目指す教育研究が必要となってきた。 

本学の生活科学部においても、これらの状況を踏まえ、産業や地域社会における事業

経営と密接に結びついた教育研究を志向する学科が必要となり、平成 26 年（2014 年）4

月に四つ目の学科として現代生活学科（入学定員 60 名、収容定員 240 名）を設置するこ

ととした。 

 現在の生活科学部の収容定員は、食生活科学科が 3 専攻で 740 名、生活環境学科が 324

名、生活文化学科が 2 専攻で 344 名、合計 1,408 名である。ここに新たに収容定員 240

名の現代生活学科を設置し、1648 名の学部とする。 

これにより、実践女子大学全体の収容定員は 3,488 名から 3,728 名に 240 名増加する。 

（資料１） 
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３ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

（１）現代生活学科設置の必要性 

 実践女子大学生活科学部には、食物・栄養を総合的に扱う食生活科学科、衣・プロ

ダクト・住の面から身近な環境を扱う生活環境学科、保育や教育や生活の文化的な面

を主に扱う生活文化学科がある。 

本学が家政学、生活科学の教育研究で培ってきた生活価値に基づく立場から、産業

や社会のあり方が変化する現代において、社会、家庭、自身の生活はどのようにある

べきかを問い、またそれをつくりあげてゆくための視野と洞察、認識、判断力をいか

に身につけていくかが、課題として見えてきた。一方、情報や文化、物流、人的交流

がグローバル化する 21 世紀社会では、持続的で確かな実体を持つ地域社会や生活の再

生も大きな課題である。新たな社会に応じた新しい生活者として生きていくための教

養と実践力を培う、新たな時代の実学が求められている。このため、生活科学部に現

代生活学科を設け、自立＋環境＋メディアを基軸として学び、新しい社会状況に即応

して産業、行政、地域で活躍する人材を育成することとした。 

さらに、本学は平成 26 年（2014 年）4 月に文学部、人間社会学部が渋谷キャンパス

に移転するため、日野キャンパスにおいても幅広い生活科学の分野の一翼として、文

化、社会、経済系の教育を担う部門が必要となった。 

これらの点を総合的に検討して、生活科学部に新たに現代生活学科を設け、家政学

の柱の一つである家庭・生活経済に軸足を置き、新しい社会・産業づくりを目的とし

た教育研究を行う。 

 

 １）有識者調査 

 女性の生き方や働き方の現状・方向性及びそこで求められる人材や、そうした人

材を育てるための大学教育のあり方について、有識者に対して聞き取り調査を行っ

た。（資料２） 

 有識者からの聞き取りの結果を受け、女性や生活者を取り巻く課題や環境変化の

方向性、産業界や雇用機会で求められる課題や環境変化を解決する能力、日野キャ

ンパスにおける教育機能の発展の方向性を総合的に判断し、現代生活学科の目指す

べき人材像を次のように考えた。 

  ・生活に対するビジョンや生活者視点を持って、生活産業において活躍し、社会

に貢献できる人材（生活産業人材） 

   ・変動する社会やライフステージの変化の中で、力強く活躍できる人材（雇用獲

得・継続能力の高い人材） 

   ・生活に係る制度や技術の理解に基づき、確かな選択眼と判断を通じ、家庭や生

活を経営できる人材（賢い生活者） 

   ・良識ある生活者として、公共性と貢献意識を持って積極的に社会に参画できる

人材（地域生活人材） 
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２）企業インタビュー 

   企業が求める人材像については、経済産業省の社会人基礎力の提言や就職活動支

援等を行っている企業が行っている調査などがある。 

   一方、本学では現代生活学科の設置計画段階で、現代生活学科卒業後に想定され

る就職先の企業等の人事担当者を対象に、最近の大学卒業生に対する評価、女子大

学生に対する評価、企業が求める人材、大学の教育に対する期待・要望についてイ

ンタビュー調査を行った。（資料３） 

   その結果、企業が求める人材は、「ジェネリックスキル」であり、そのためには大

学教育の中でいかにして「生きる力」「生き方・働き方」を学び、「ジェネリックス

キル」を身につかせるかが重要であるとの結論を得た。 

  

 ３）高校生アンケート 

   現代生活学科の教育分野の策定過程においては、事前に高校生を対象としたアン

ケート調査（Web アンケート）を行った。高校生 1030 名（大学進学希望の女子を事

前抽出）のアンケート結果によれば、女子大学への進学を考えている者が 17％（共

学の大学でもどちらでも良いを含む。）あり、実践女子大学を認知している者（全体

の 31％）の中では 20.6％となっている。女子大学を志望する者が「期待すること」

においては、「社会人になったときに役立つ知識の習得」や「就職に有利な資格の取

得」、「専門分野の学問への取り組み」などが共学志望の高校生よりも高い。また、

将来なりたい人物像としても「仕事と生活（家事、育児、趣味等）を両立できる者」

が高く、受講したい授業として、「働き方・仕事の選び方」「家庭経済・消費者問題」

「インターネット・メディア」「文学・文化・歴史」などが上位となっている。これ

らのアンケートの結果からも現代生活学科の教育内容は、現在の高校生が求めてい

るものと合致しているといえる。（資料４） 

   高校生アンケート結果から現代生活科学科のカリキュラムについて、次の点が重

視される特徴であると考える。 

  ・「働き方・仕事の選び方」「家庭経済等」「外国語・コミュニケーション」「IT」等

のニーズ 

  ・「仕事と生活を両立できる人」になりたい 

  ・女子大学に対する良いイメージ（希望職業につける、評判、伝統） 

  

（２）入学定員設定の考え方とその根拠となる学生確保の見通し 

  １）入学定員の設定の考え方 

  本学生活科学部現代生活学科は、入学定員 60 名、収容定員 240 名と設定した。 

  入学定員 60 名は、これまで本学及び併設短期大学における各学科の入学定員、収

容定員並びに各学科の学生確保の状況に鑑み、学生確保が十分できる人数として、

設定を行った。 

  現在本学の各学科の入学定員では生活科学部生活環境学科の 80 名が最少である。
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また専攻毎に募集をしている学科では、食生活科学科管理栄養士専攻が 70 名、食生

活科学科食物科学専攻が 75 名、食生活科学科健康栄養専攻（平成 25 年 4 月開設）

が 40 名、生活文化学科生活文化専攻が 40 名、生活文化学科幼児保育専攻が 45 名で

ある。文学部各学科、生活科学部各学科・専攻、人間社会学部各学科において、い

ずれの学科も学生を十分に確保してきているところである。これら既設の各学科、

専攻の入学定員と志願状況に鑑み、当初の新学科設置構想時点では入学定員を 80 名

と想定していたが、18 歳人口の減少期に入っていることから、入学定員を 60 名とす

ることとした。 

  

  ２）実践女子大学の志願状況 

    本学の志願者数の推移を過去 5 年間で見てみると、入学定員が 2011 年度に 30 名

増となったが、志願者数は 2008 年度の 3,663 名から 2012 年度は 4,789 名まで増加

している。さらに、2013 年度の入学志願者数は、5,481 名となり、2008 年度から

1,818 名、約 50％の増員となっているなど、入学志願者数は安定的に伸びている。

また、現代生活学科は、家政学の一分野である家庭経済学やメディア論も教育課程

の柱とするため、生活科学部とともに人間社会学部を志望する者からも支持される

と考えられる。本学における、これらの学部はいずれも志願者数が増加しており、

現代生活学科開設後も、十分に入学者を確保することができる。（資料５） 

 

  ３）他大学の志願状況 

  現代生活学科は、実践女子大学生活科学部に四つ目の学科として設置するものであ

る。学生確保の見通しとして、近隣の女子大学の過去 5 年間の志願状況を確認するこ

ととした。 

東京都多摩地区、東京 23 区内、神奈川県に所在する女子大学の過去 5 年間の志願状

況によると、入学定員に対する志願者数が 4 倍から 8 倍となっている。一方社会科学

系の学部であっても、2.5 倍から 8 倍となり、東京圏の女子大学の家政系、社会系の学

部では志願者の減少は見受けられない。 

これらのデータに見られるとおり、志願者数が大きく減少している大学はないこと

から、本学のある東京都多摩地区であっても学生確保に十分な志願者を集めることが

できると考える。（資料６） 

   

  ４）高校生に対する現代生活学科に関するアンケート 

   平成 25 年 3 月 24 日の平成 26 年度に向けたオープンキャンパスの会場にて、来場者

にアンケートを実施した。オープンキャンパス来場者 274 名に対してアンケート用紙

を配布したところ、アンケートの回収数は 146 件あった。 

   アンケートでは、現代生活学科における人材育成像、カリキュラムの概略、学びた

い科目等を聞いた後に、「現代生活学科を志願したい」かを尋ね、さらに志願したい場

合の「志望度」を聞いた。 



5 
 

   その結果、現代生活学科の人材育成の目標、カリキュラムの概略、教育方法につい

ては、おおむね興味、関心を持ってもらえた。そして現代生活学科を「志願先と考え

たい」、「やや志願先として考えたい」の回答者が 86 件（58.1％）あった。その志望度

については、第1志望25名、第2志望35名となっており志願先と考える者のうち69.8％

の者が高い志望度となっている。（資料７） 

また、高校生 1030 名に対して Web アンケートを実施したところ、現代生活学科の

人材育成の目標、カリキュラムの概略、教育方法については、おおむね興味、関心を

持ってもらえた。そして現代生活学科を「志願先と考えたい」、「やや志願先として考

えたい」の回答割合は、186 件（17.5％）あった。その志望度については、第 1 志望

16 名、第 2 志望 61 名となっており志願先と考える者のうち 41.4％の者が高い志望度

となっている。Web アンケートでは志望学部が多岐にわたっていることを考えると、

生活科学系の中では高い志望度を示している。（資料８） 

 

以上、本学の志願者、入学者の状況、近隣他大学の志願状況並びに高校生に対する

アンケートの実施結果から、学生の確保は十分できると考える。 

 

４ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 この度新たに設置する生活科学部現代生活学科は、現代生活の問題を構造的に捉えク

リエイティブに解決できる人材の育成を目的としており、その教育課程は、以下のよう

な考え方に基づいて編成されている。 

（１）教育課程の変更内容について 

１）教育課程編成の考え方 

 本学の建学の精神である「女性の自立と自営」を基底に据え、「共存・共生」の

精神に支えられた人間観を養い、人間の文化と社会に対する深い洞察力に裏打ち

された実践的な教育・研究を促進することによって、21 世紀の社会の要請に応え、

貢献できる人材の育成を目指すことにある。 

 教育課程は、幅広い教養教育を目指す「共通教育科目」と学科の教育理念・目

的に沿った「専門科目」によって編成する。 

「共通教育科目」は、「実践スタンダード科目」、「実践アドバンスト科目」及び

「教養科目」で構成し、4 年間にわたり幅広い基礎的な教養と総合的な判断力を身

につけるための教育を施す。 

「専門科目」では、生活教養的視点の醸成を基盤とし、現代社会における環境

問題と情報化、自立社会を切り口として、課題の解析、解決の手法を修得させる。

さらに実践・演習型学習を通じて、応用力と社会人基礎力を涵養し、女性と生活

者の視点から、生活ビジネスのニーズを掘り起こし、教育、行政をはじめとする

幅広い産業分野において新たなサービスを創造し、社会貢献と自己実現を果たす

人材を育成することを目標とする。そのために、専門科目の教育課程は「専門総

合科目」「専門基礎科目」「グレートブックスセミナー」「専門教育科目」「キャリ
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ア形成」及び「教職関連科目」の群からなるものとした。 

 

２）教育課程の特色 

 生活科学部現代生活学科では、自立、環境、メディアに関する学習を通じて、

社会人基礎力の醸成を行うこととして、専門教育科目では、「自立社会と自立生活」

「環境と生活産業」「メディアと生活」を 3 本の柱として、学生は次の学習を行う。 

① 「自立社会と自立生活」の領域では、持続可能な社会経営･生活について、エ

ネルギー、食料、安全などの様々な切り口から検討し、課題から派生する新し

いニーズの発掘と商品・サービスの創造を探る視点を築くと共に、自らが一員

である地域社会と家庭生活の新たなかたちと可能性を見いだしていく。 

② 「環境と生活産業」の領域では、資源･エネルギー制約が現実化した新たな社

会状況をとらえ、問題解決に結びつく新たなビジネスや技術イノベーション、

マーケティングの手法を学び、環境問題に対応した新たな社会･産業･生活づく

りと、その基底となる新たな価値形成に結びつく力を身につけていく。 

③ 「メディアと生活」の領域では、現代の生活や社会を、インターネットに代表

される情報ネットワーク技術の側面からとらえるだけでなく、産業や社会の構

造と人間観がメディア的なものになることを理解し、メディア技術を用いた経

営、新たなサービスの創造、メディア社会が抱える問題などを学んでいく。 

 

（２）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

  現代生活学科では、自立、環境、メディアに関する基礎的な知識の習得と、問題解

決の手法の学習を通し、現代生活の問題を解決していく力を修得させることを目的と

している。非実験系の学科としては、学科の専門科目における必修の単位数が多めの

カリキュラム編成とした。なお、幾つかの授業科目を隔年開講とすることにより、選

択の幅を広げつつも適正なコマ数とすることとした。現代生活学科は、具体的に次の

特色を有している。 

１）教育方法の特色 

 科目の展開に当たって、教育の目的を明確にし、教育効果を高めるために、以 

下のような教育方法を実施する。 

 

①少人数教育 

専任教員全員が 3，4 年次のゼミナール、ファイナルプロジェクトを担当する。

入学定員 60名に対し、6名の専任教員がいるので、1ゼミ 10名の学生を想定する。 

また、専門教育科目においても、演習系の授業科目を多く設けることにより、

日常の授業からアクティブラーニングを多用して学生の考える力、積極的に答え

る態度、発表する姿勢を涵養する。 

②専門基礎科目 

1 年次には、学生が教育課程の全体の構成が理解できるように、専門基礎科目を
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学ぶものとし、学生が自ら到達できる「自分像」を描けるものとする。カリキュ

ラムの特色として「グレートブックスセミナー」と「現代社会を読み解く」を組

み入れている。これらの科目は、「「品格高雅」の一翼を担う歴史、思想、社会の

側面からの教養教科として、広い対象に興味を持ち、想像力を養い、視野を広げ、

社会の現象に対する正確な理解と洞察力を培うと共に、主体性、積極性、疑問を

持ち、考え、まとめ、伝える力を養いことをねらいとしている。 

③プロジェクト型演習 

本学科の特色としてプロジェクト、コラボレーション型演習がある。学んだこ

とを基に実際に企画、運営するアクティブな総合的学習を進めるものであり、思

考力、主体性、協働的態度も含むジェネリックスキルをも培う科目である。さら

に実際に企業と連携した活動を行うことを通じて、経験と自信、強い創造性、イ

ノベーションが生まれる好循環を形成すると考えられる。専任教員全員が 3，4 年

次のゼミナール、ファイナルプロジェクトを担当する。 

④キャップ制 

 1 単位の修得に要する時間を、教室等における教員による授業時間及び学生の教

室外における予習・復習の時間を合計して 45 時間が標準であるところから、学生

が 1 セメスターに修得する単位数の上限を 24 単位とする。このキャップ制とセメ

スター制、ＧＰＡとを有機的に組み合わせ、学生にとって加重な同時並行の学習

を軽減し、授業内容の確実な理解と修得の促進及び 4 年間にわたっての継続的な

学業生活を実現する。 

⑤キャリア教育 

現在の厳しい雇用情勢や社会からの要請に応じるため、キャリア形成科目を専

門科目に置き、「ライフ・プランニング」「ビジネス・スキル」「企業研究」の各科

目を必修科目とした。 

 

２）履修指導方法 

生活科学部現代生活学科では、1 年次に専門教育の基礎となる科目を必修科目とし

て配置する。1 年次には必修科目のほか「専門基礎科目」群の科目を選択履修する。 

2 年次からは、「専門教育科目」の科目を選択履修するが、講義科目と演習科目を

体系的に学べるものとする。 

3 年次に「ゼミナール」、4 年次に「ファイナルプロジェクト」を履修し、卒業論文

作成につなげていく。 

 なお、選択科目の履修は、学生の安易な履修を避け、体系的な教育を実現するため、

卒業後の進路に応じた履修を行えるよう、指導をしていく。また、学生の関心興味に

合った学習ができるように、履修ガイダンスや担当教員の指導・アドバイスにより綿

密に履修指導を徹底する。 

  

３）教育施設等 
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実践女子大学は、平成 26 年（2014 年）4 月の収容定員変更によって、日野キャン

パスでは生活科学部（4 学科、収容定員 1,648 名）、渋谷キャンパスでは、文学部（3

学科、同 1,280 名）、人間社会学部（2 学科、同 800 名）が教育研究を展開する。 

   ①校地面積 

日野キャンパス（東京都日野市大坂上）には、運動場を含めて 42,541 ㎡の校地を

有している。さらに渋谷キャンパスでは約 2,500 ㎡の校地を有しており、この度の収

容定員増に基づく新収容定員 3,728 人においても、1 人当たり 10 ㎡の大学設置基準

上必要な面積を十分に満たしている。 

   ②校舎面積 

現在、日野キャンパスには本館、第１館、第 2 館、第 3 館、第 4 館、第 5 館、第 6

館、第 7 館、香雪記念館、学生食堂棟、事務センター棟を有し、総校舎面積は、35,167

㎡であり、大学設置基準上必要な校舎面積 19,807.88 ㎡を充分に満たしている。 

平成 26 年（2014 年）4 月には、文学部、人間社会学部が渋谷の校地に移転して教

育を展開するために、渋谷キャンパスに新たに約 27,000 ㎡の校舎を建設（平成 26

年 1 月竣工予定）する。日野キャンパス、渋谷キャンパスの校舎総面積は 50,000 ㎡

を超えるものであり、3 学部 9 学科（収容定員 3,728 名）の教育施設としては十分な

ものである。 

平成 26 年（2014 年）の文学部、人間社会学部の移転後には、日野キャンパスの整

備を始め、除却対象校舎にある実験室等を本館、第 1 館へ移設、除却対象の第 2 館（約

2,930 ㎡）、第 3 館（約 5,084 ㎡）の解体・除却を行う。第 2 館、第 3 館の解体・除

却後においても日野キャンパスの校舎は 27,000 ㎡以上の面積を有する計画である。

また教室等の移設計画も授業等に十分配慮して行うものとする。 

   ③教室等の整備 

現在の日野キャンパスの教室数は、講義室 41 室、演習室 34 室、コンピュータ演

習室 4 室（パソコン設置台数合計 235 台）、情報ラウンジ 1 室（パソコン設置台数 119

台）、LL 教室１室などを有しているが、今後、講義室、演習室、コンピュータ演習室

などの整備、再配置が計画されている。 

また、体育館、茶室等は既存の施設を活用し、「学生ラウンジ」、本館 1 階の学生相

談スペース「のんびり」等も引続き活用する。一方、学生食堂は現在 3 か所が整備さ

れているが、日野キャンパスの在籍者数に応じて、学生食堂は 600 席を要する桜ホー

ル食堂 1 室に集約し、それ以外の食堂は他の用途に活用する構想である。以上のよう

に、今般の収容定員増による学生の増加には 2 校地で充分対応できるように、教育施

設を整備していく。 

   ④日野キャンパスの整備計画 

現代生活学科が教育研究を行う日野キャンパスにおける、平成 26 年度以後の校舎

整備計画は次のとおりである。 

1）1 次計画：老朽校舎（第 2 館、第 3 館）の実験・実習施設等の移設 

第 3 館の幼児・保育専攻で主に使用している保育実習室、音楽室、図工室の機能
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を、平成 26 年度前期中に第 1 館に移し、平成 27 年度から使用する。 

第 2 館の学友会等の学生団体施設は、本館 5 階の文学部教員研究室として使用し

ていた場所に移し、平成 27 年度から使用する。 

2）老朽校舎（第 2 館、第 3 館）の除却 

第 2 館の解体、除却を平成 27 年度前期、第 3 館の解体、除却を平成 28 年度中

に行う。 

3）本館各研究室の整備 

本館の教員研究室スペースの整備と再配置を、平成 26 年度から平成 27 年度に

かけて順次行う。なお、本館の施設整備は、授業に影響がないように長期休暇期間

等を利用して行う。 

4）2 次計画：校舎建設等の構想 

1)～3)の 1 次計画後に、さらなる校舎の建設計画を含めて、整備計画を策定して

いく。 

 

（３）教員組織の変更内容について 

生活科学部の教員組織は、食生活科学科 19 名、生活環境学科 11 名及び生活文化学科

15 名、合計 45 名の教員で構成されている。現代生活学科は、生活文化学科から 3 名の

教員が移籍するとともに、新規に 3 名の教員を採用することにより 6 名で構成する。ま

た、生活文化学科には新たに 3 名の教員を補充するものとする。 

大学設置基準上の教員数は、食生活科学科 9 名、生活環境学科 7 名、生活文化学科 7

名であるところから、生活科学部全体の教員数としても十分な教員を配置しているとい

える。 

一方、大学全体の教員数は平成 24 年度 111 名であり、設置基準として必要な教員数 95

名を十分確保しており、現代生活学科設置後の設置基準上必要な教員数 104 名に対して

も平成 26 年 4 月時点で 128 名の教員組織とする計画である。その後定年となる教員が数

名おり、平成 29 年 4 月時点で 125 名を予定している。 

 



資料１ 

 

 学則変更による収容定員の変更状況 

変更前 変更後 

 入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

文学部    

 国文学科 110 9 458 

 英文学科 110 9 458 

 美学美術史学科  90 2 364 

生活科学部    

 食生活科学科 

  管理栄養士専攻 
70 - 280 

 食生活科学科 

  食物科学専攻 
75 - 300 

 食生活科学科 

  健康栄養専攻 
40 - 160 

 生活環境学科 80 2 324 

 生活文化学科 

  生活文化専攻 
40 2 164 

 生活文化学科 

  幼児保育専攻 
45 - 180 

人間社会学部    

 人間社会学科 100 - 400 

 現代社会学科 100 - 400 

合計   3,488 
 

 入学 

定員 

編入 

定員 

収容 

定員 

文学部    

 国文学科 110 9 458 

 英文学科 110 9 458 

 美学美術史学科  90 2 364 

生活科学部    

 食生活科学科 

  管理栄養士専攻 
70 - 280 

 食生活科学科 

  食物科学専攻 
75 - 300 

 食生活科学科 

  健康栄養専攻 
40 - 160 

 生活環境学科 80 2 324 

 生活文化学科 

  生活文化専攻 
40 2 164 

 生活文化学科 

  幼児保育専攻 
45 - 180 

 現代生活学科 60 - 240 

人間社会学部    

 人間社会学科 100 - 400 

 現代社会学科 100 - 400 

合計   3,728 

 

 

 



以下省略 

資料２ 

１ 有識者インタビュー調査（調査概要） 

  有識者インタビュー調査（女性や生活者を取り巻く環境変化） 

  有識者インタビュー調査（新たな雇用機会や求められる能力） 

  有識者インタビュー（コンセプト（仮説）と大学への期待） 

２ 株式会社三菱総合研究所 

 

資料３ 

１ 企業インタビュー調査（調査概要） 

 企業インタビュー調査（最近の新卒学生に関する評価） 

  企業インタビュー調査（女子大や貴学卒業生に対する評価） 

  企業インタビュー調査（企業が求める人材） 

  企業インタビュー調査（大学に対する期待・要望） 

２ 株式会社三菱総合研究所 

 

資料４ 

１ 高校生・大学生向けアンケート調査（調査概要） 

 高校生・大学生向けアンケート調査（結果概要） 

２ 株式会社三菱総合研究所 

 



資料５ 

実践女子大学入学者数（2008年度～2012年度） 

学部名 学科名   2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 

文
学
部 

国文学科 志願者 649  599  645  696  673  

合格者 443  374  382  326  318  

入学者(A) 155  151  164  139  117  

入学定員(B) 120  120  120  110  110  

英文学科 志願者 570  580  663  710  725  

合格者 447  461  452  452  492  

入学者(A) 136  156  165  121  129  

入学定員(B) 120  120  120  110  110  

美学美術史学科 志願者 262  291  347  305  275  

合格者 199  234  280  243  228  

入学者(A) 93  107  113  109  92  

入学定員(B) 100  100  100  90  90  

文学部合計 志願者 1,481  1,470  1,655  1,711  1,673  

合格者 1,089  1,069  1,114  1,021  1,038  

入学者(A) 384  414  442  369  338  

入学定員(B) 340  340  340  310  310  

生
活
科
学
部 

食生活科学科 

管理栄養士専攻 

志願者 531  844  734  775  609  

合格者 163  183  160  166  205  

入学者(A) 75  95  72  75  71  

入学定員(B) 70  70  70  70  70  

食生活科学科 

食物科学専攻 

志願者 328  339  358  388  372  

合格者 207  211  210  213  222  

入学者(A) 87  90  80  92  75  

入学定員(B) 75  75  75  75  75  

食生活科学科計 志願者 859  1,183  1,092  1,163  981  

合格者 370  394  370  379  427  

入学者(A) 162  185  152  167  146  

入学定員(B) 145  145  145  145  145  

生活環境学科 志願者 271  364  444  366  371  

合格者 210  244  206  192  200  

入学者(A) 70  104  113  95  91  

入学定員(B) 80  80  80  80  80  

生活文化学科 

生活文化専攻 

志願者 159  172  127  147  121  

合格者 113  108  102  115  113  

入学者(A) 44  57  59  49  49  

入学定員(B) 40  40  40  40  40  

生活文化学科 

幼児保育専攻 

志願者 274  248  273  281  382  

合格者 72  67  69  66  68  

入学者(A) 53  48  51  47  52  

入学定員(B) 45  45  45  45  45  

生活文化学科計 志願者 433  420  400  428  503  

合格者 185  175  171  181  181  

入学者(A) 97  105  110  96  101  

入学定員(B) 85  85  85  85  85  

生活科学部合計 志願者 1,563  1,967  1,936  1,957  1,855  

合格者 765  813  747  752  808  

入学者(A) 329  394  375  358  338  

入学定員(B) 310  310  310  310  310  

人
間
社
会

学
部 

人間社会学科 

現代社会学科 

志願者 619  921  1,015  1,017  1,261  

合格者 472  519  490  577  648  

入学者(A) 173  165  183  218  213  

入学定員(B) 140  140  140  200  200  

人間社会学部合計 志願者 619  921  1,015  1,017  1,261  

合格者 472  519  490  577  648  

入学者(A) 173  165  183  218  213  

入学定員(B) 140  140  140  200  200  

大 学 合 計 志願者 3,663  4,358  4,606  4,685  4,789  

合格者 2,326  2,401  2,351  2,350  2,494  

入学者(A) 886  973  1,000  945  889  

入学定員(B) 790  790  790  820  820  

 



近隣女子大学の過去5年間志願状況

入学定員 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
志願者
倍率

志願者
増加率

文学部 300 1,444 1,444 1,425 1,263 1,074 3.58 0.74
比較文化学部 150 617 572 593 638 457 3.05 0.74
人間関係学部 250 819 1,031 1,314 910 803 3.21 0.98
社会情報学部 300 830 979 1,004 988 718 2.39 0.87
家政学部 400 1,481 1,484 1,711 1,763 1,857 4.64 1.25
大学合計 1,400 5,191 5,510 6,047 5,562 4,909 3.51 0.95
文芸学部 350 1,223 1,273 1,296 1,054 1,268 3.62 1.04
国際学部 250 1,117 1,228 1,138 1,029 898 3.59 0.80
家政学部 375 1,435 1,281 1,534 1,568 1,514 4.04 1.06
大学合計 975 3,775 3,782 3,968 3,651 3,680 3.77 0.97
人文学部 205 1,384 1,154 1,130 1,099 1,247 6.08 0.90
人間社会学部 205 1,136 894 917 900 885 4.32 0.78
大学合計 410 2,520 2,048 2,047 1,999 2,132 5.20 0.85
人文学部 450 488 441 544 733 782 1.74 1.60
人間健康学部 80 66 328 415 312 3.90 4.73
大学合計 530 488 507 872 1,148 1,094 2.06 2.24
人間社会学部 325 1,939 1,965 2,177 2,110 2,379 7.32 1.23
人間文化学部 435 2,393 2,038 2,676 2,627 2,750 6.32 1.15
生活科学部 307 1,471 1,602 1,824 1,817 2,081 6.78 1.41
大学合計 1,067 5,803 5,605 6,677 6,554 7,210 6.76 1.24
人文学部 270 960 1,346 1,817 1,647 1,844 6.83 1.92
家政学部 945 5,566 6,030 7,109 7,067 7,303 7.73 1.31
大学合計 1,215 6,526 7,376 8,926 8,714 9,147 7.53 1.40
人部学部 100 80
家政学部 707 475
現代生活学部 505 687 1,156 1,272 2.52 1.85
大学合計 505 807 555 687 1,156 1,272 2.52 1.58
文学部 310 3,865 4,098 3,537 4,789 3,877 12.51 1.00
人間社会学部 400 4,195 4,757 5,622 3,858 3,549 8.87 0.85
理学部 155 1,492 1,333 1,303 1,233 1,352 8.72 0.91
家政学部 375 3,465 2,833 4,180 3,501 3,478 9.27 1.00
大学合計 1,240 13,017 13,021 14,642 13,381 12,256 9.88 0.94
児童学部 220 514 367 433 517 582 2.65 1.13
教育学部 80 181 188 209 338 4.23 1.87
家政学部 200 376 511 759 835 792 3.96 2.11
大学合計 500 890 1,059 1,380 1,561 1,712 3.42 1.92
人間社会学部 250 272 283 305 334 315 1.26 1.16
栄養科学部 180 728 655 655 779 729 4.05 1.00
学芸学部 465 480 587 579 549 580 1.25 1.21
大学合計 895 1,480 1,525 1,539 1,662 1,624 1.81 1.10

　2012年度版　私立大学『大学・学部単位』10年間の志願者動向データ集より（株式会社大学ｿﾘｭｰｼｮﾝ・ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ）
　志願者増加率は、2008年度の志願者数に対する2012年度の志願者数の増加率（2012志願者数/2008志願者数）

資料６

東京家政学院大学

日本女子大学

鎌倉女子大学

相模女子大学

大妻女子大学

共立女子大学

恵泉女学園

駒沢女子大学

昭和女子大学

東京家政大学



資料７

実施日　平成25年3月24日（日）　実践女子大学オープンキャンパス
来場者　高校生　274名　　回収数　148件　（回収率54％）

1.高校１年生 19
2.高校2年生 107
3.高校3年生 16
4.その他 6

1.私立・共学 40
2.私立・女子校 30
3.公立・共学 70
4.公立・女子高 4
5.国立・共学 1
6.国立・女子高 0
7.その他（海外の学校、株式会社立など） 0

1. 四年制大学 145
2. 短期大学 14
3. 専修学校・各種学校[10] 10
4. 就職 0
5. 家業・家事手伝い 0
6. その他 0

1. 理工学分野（理学、工学等） 2
2. 医歯薬分野（医学、歯学、薬学等） 3
3. 看護・保健分野（看護、社会福祉等） 5
4. 人文科学分野（文学、史学、哲学等） 22
5. 社会科学分野（法学・政治学、商学・経済学、社会学等） 21
6. 教育・保育分野（教育、保育等） 31
7. 国際学・学際学分野（国際関係学、言語学、情報学、環境学等） 16
8. 生活科学分野（家政学、食物・栄養学、被服学、住居学、生活文化等） 87
9. 農学分野（農学、水産学、畜産学等） 3
10. 芸術（美術、音楽、デザイン等） 8
11. その他 1

1. 現代生活における諸問題（例：メディアと生活）を構造的に捉え、解決できる人材 38
2. 豊かな教養と社会や仕事で必要なスキルを身につけ、賢い生活者となれる人材 69
3. 社会で働き続ける力を身につけ、社会の変化に対応していける人材 83
4. 変化の激しい時代において、自分で人生設計ができる人材 51
5. 将来の自分の生き方や働き方をデザインし、実践できる人材 90

1. コミュニティについて、エネルギー、食料、安全などの切り口から検討する 61
2. 生活の中の新しいニーズの発掘と商品・サービスの創造を探る視点を学ぶ 55
3. 地域や地球の環境とその変化をとらえ、新たなビジネスを学ぶ 28
4. 環境の改善に役だつ解決法や、環境と調和した生活を学ぶ 48
5. 現代の生活や社会を情報ネットワークの側面から学ぶ 30
6. 進化する情報技術を用いた経営や新たなサービスの創造などを学ぶ 28

実践女子大学現代生活学科に関するアンケート結果

問１　あなたの現在（平成25年3月）の学年をお答えください。

問２　あなたが通っている高校の種別をお答えください。

問３　高校卒業後に考えている進路をお答えください。（複数回答可）

問４　あなたが進学を希望する学部・学科は何ですか。希望するもの最大３つまで選んでください。

問５　現代生活学科では、次のような人材の育成を目指します。あなたは、これらの人材について魅力を感じ
ますか。魅力を感じるものを選択してください。（いくつでも）

問６　現代生活学科では、「自立社会と自立生活」、「環境と生活産業」、「メディアと生活」を教育の柱としま
す。それぞれについて、あなたは学んでみたいと思いますか。学んでみたいと思うものを選択してください。
（いくつでも）



1. 学生10名あたり１名の専任教員を配置する少人数教育 76
2. 考える力、発表する力、積極性などを養うためのディスカッション型授業の豊富な配置 54
3. 世界的な名著・古典を題材にして、物の見方や考え方を深めるグレート・ブックス授業 24
4. 企業と一緒に商品やサービスの企画等を行い、思考力、主体性、協働する力を養う演習型授業 65
5. 実際にプロジェクトを企画・運営するグループワーク 44
6. 自分で設定したテーマを追求するフィールドリサーチ 34
7. 生き方・働き方を考え、将来にわたり働き続けられる力を養うキャリア教育 77

1. 家庭経営（「食生活」「衣環境」「育児・介護」分野） 110
2. 現代社会を読み解く（「政治と経済」「生活と産業」「文化と市場」「科学技術と社会」分野） 26
3. 「地域文化形成論」、「ｺﾐｭﾆﾃｨ経済」、「自立生活論」、「少子高齢化社会」、「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会」 30
4. 「生活産業創出論」、「環境マーケティング論」、「生活ビジネス」、「女性社会論」 34
5. 「ﾒﾃﾞｨｱ生活学」、「ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ論」、「映像制作演習」、「ﾒﾃﾞｨｱ生活経営論」、「広告とﾒﾃﾞｨｱ」 35

1. 志願先として考えたい 31
2. やや志願先として考えたい 55
3. あまり志願先としては考えない 42
4. 志願先としては考えない 16

1. 第一志望としたい 25
2. 第二志望としたい 34
3. 第三志望としたい 16
4. その他 9

問７　現代生活学科では、次のような特色ある教育を行います。これらの教育方法について、あなたは魅力を
感じますか。魅力を感じるものを選択してください。（いくつでも）

問８　現代生活学科の授業科目は次のようなものがあります。あなたは、これらの授業科目に魅力を感じます
か。魅力を感じるものを選択してください。（いくつでも）

問９　これまでの設問を踏まえ、総合的に考えて、実践女子大学の現代生活学科を志願先として考えたいと
思いますか（高校３年生の場合は、進路検討時に現代生活学科があった場合を想像してお答えください）。

問１０　問９で「１.志願先として考えたい」または「２.やや志願先として考えたい」を選んだ方にうかがいます。も
し現代生活学科に合格した場合、志望度はどのくらいですか。



現代生活学科に関するアンケート（Webアンケート） 資料８
[TABLE006]

本年（2013年）３月１日時点で通っていた高
校の種類をお答えください。
単一回答 Ｎ ％

1 私立・共学 264 25.6
2 私立・女子校 131 12.7
3 公立・共学 586 56.9
4 公立・女子高 18 1.7
5 国立・共学 19 1.8
6 国立・女子高 0 0.0
7 その他（海外の学校、株式会社立など） 12 1.2
全体 1030 100.0

[TABLE007]
高校卒業後に考えている進路をお答え下さ
い。（いくつでも）
高校３年生の場合は、決まっている進路を
お答えください。
複数回答 Ｎ ％

1 四年制大学 659 64.0
2 短期大学 81 7.9
3 専修学校・各種学校 238 23.1
4 就職 99 9.6
5 家業・家事手伝い 15 1.5
6 その他（具体的に：【　　　】） 40 3.9
7 未だ考えていない／答えられない 56 5.4
全体 1030 100.0

[TABLE008]
前問で「四年制大学」を選んだ方にうかが
います。
あなたが進学を希望する学部・学科は何で
すか。希望するもの最大３つまで選んでく
ださい。
高校３年生の場合は、志願先として検討し
た学部・学科をお答えください。
複数回答 Ｎ ％

1 理工学分野（理学、工学　等） 85 12.9
2 医歯薬分野（医学、歯学、薬学　等） 61 9.3

3
看護・保健分野（看護、介護、社会福祉
等）

68 10.3

4 人文科学分野（文学、史学、哲学　等） 139 21.1

5
社会科学分野（法学・政治学、商学・経済
学、社会学　等）

208 31.6

6 教育・保育分野（教育、保育　等） 70 10.6

7
国際学・学際学分野（国際関係学、言語
学、情報学、環境学　等）

127 19.3

8
生活科学分野（家政学、食物・栄養学、被
服学、住居学　等）

48 7.3

9 農学分野（農学、水産学、畜産学　等） 39 5.9
10 芸術（美術、音楽、デザイン　等） 82 12.4
11 その他 34 5.2
全体 659 100.0

[TABLE009]
1 2 3 4

現代生活学科では、次のような人材の育
成を目指します。あなたは、これらの人材
について魅力を感じますか。

全体
魅力を感
じる

やや魅力
を感じる

あまり魅
力を感じ
ない

魅力を感
じない

単一回答

1030 222 507 228 73
100.0 21.6 49.2 22.1 7.1
1030 318 505 142 65
100.0 30.9 49.0 13.8 6.3
1030 360 476 136 58
100.0 35.0 46.2 13.2 5.6
1030 306 479 182 63
100.0 29.7 46.5 17.7 6.1
1030 356 486 135 53
100.0 34.6 47.2 13.1 5.1

4
変化の激しい時代において、自分で人生設
計ができる人材

5
将来の自分の生き方や働き方をデザイン
し、実践できる人材

現代生活における諸問題（例：メディアと生
活）を構造的に捉え、解決できる人材

2
豊かな教養と社会や仕事で必要なスキルを
身につけ、賢い生活者となれる人材

3
社会で働き続ける力を身につけ、社会の変
化に対応していける人材

Q1

Q2

Q3

Q4

1

1



[TABLE010]
1 2 3 4

現代生活学科では、「自立社会と自立生
活」、「環境と生活産業」、「メディアと生活」
を教育の柱とします。
それぞれについて、あなたは学んでみたい
と思いますか。

全体
学んでみ
たい

やや学ん
でみたい

あまり学
んでみたく
ない

学んでみ
たくない

単一回答

1030 131 386 408 105
100.0 12.7 37.5 39.6 10.2
1030 194 432 307 97
100.0 18.8 41.9 29.8 9.4
1030 148 388 386 108
100.0 14.4 37.7 37.5 10.5
1030 162 382 381 105
100.0 15.7 37.1 37.0 10.2
1030 195 415 316 104
100.0 18.9 40.3 30.7 10.1
1030 219 421 297 93
100.0 21.3 40.9 28.8 9.0

[TABLE011]
1 2 3 4

現代生活学科では、次のような特色ある教
育を行います。これらの教育方法につい
て、あなたは魅力を感じますか。

全体
魅力を感
じる

やや魅力
を感じる

あまり魅
力を感じ
ない

魅力を感
じない

単一回答

1030 342 467 167 54
100.0 33.2 45.3 16.2 5.2
1030 257 445 257 71
100.0 25.0 43.2 25.0 6.9
1030 185 381 380 84
100.0 18.0 37.0 36.9 8.2

1030 375 411 184 60

100.0 36.4 39.9 17.9 5.8

1030 310 428 227 65
100.0 30.1 41.6 22.0 6.3
1030 205 472 287 66
100.0 19.9 45.8 27.9 6.4
1030 278 495 204 53
100.0 27.0 48.1 19.8 5.1

[TABLE012]
1 2 3 4

現代生活学科の授業科目は次のようなも
のがあります。あなたは、これらの授業科
目に魅力を感じますか。

全体
魅力を感
じる

やや魅力
を感じる

あまり魅
力を感じ
ない

魅力を感
じない

単一回答

1030 232 387 298 113
100.0 22.5 37.6 28.9 11.0

1030 151 390 386 103

100.0 14.7 37.9 37.5 10.0

1030 178 358 375 119

100.0 17.3 34.8 36.4 11.6

1030 159 388 361 122
100.0 15.4 37.7 35.0 11.8

1030 240 385 311 94

100.0 23.3 37.4 30.2 9.1

3
「地域文化形成論」、「コミュニティ経済」、
「自立生活論」、「少子高齢化社会」、「グ
ローバル社会」

4
「生活産業創出論」、「環境マーケティング
論」、「生活ビジネス」、「女性社会論」

5
「メディア生活学」、「メディアアート論」、「映
像制作演習」、「メディア生活経営論」、「広
告とメディア」

1
「家庭経営」（「食生活」「衣環境」「育児・介
護」分野）

2
「現代社会を読み解く」（「政治と経済」「生活
と産業」「文化と市場」「科学技術と社会」分
野）

6
自分で設定したテーマを追求するフィールド
リサーチ

7
生き方・働き方を考え、将来にわたり働き続
けられる力を養うキャリア教育

Q7

3
世界的な名著・古典を題材にして、物の見
方や考え方を深めるグレート・ブックス授業

4
企業と一緒に商品やサービスの企画・開発
を行い、思考力、主体性、協働する力を養う
演習型授業

5
実際にプロジェクトを企画・運営するグルー
プワーク

Q6

1
学生10名あたり１名の専任教員を配置する
少人数教育

2
考える力、発表する力、積極性などを養うた
めのディスカッション型授業の豊富な配置

4
環境の改善に役だつ解決法や、環境と調和
した生活を学ぶ

5
現代の生活や社会を情報ネットワークの側
面から学ぶ

6
進化する情報技術を用いた経営や新たな
サービスの創造などを学ぶ

1
コミュニティについて、エネルギー、食料、安
全などの切り口から検討する

2
生活の中の新しいニーズの発掘と商品・
サービスの創造を探る視点を学ぶ

3
地域や地球の環境とその変化をとらえ、新
たなビジネスを学ぶ

Q5

2



[TABLE013]
これまでの設問を踏まえ、総合的に考え
て、実践女子大学の現代生活学科を志願
先として考えたいと思いますか。
（高校３年生の場合は、進路検討時に現代
生活学科があった場合を想像してお答えく
ださい）
単一回答 Ｎ ％

1 志願先として考えたい（考えたと思う） 22 2.1

2
やや志願先として考えたい（やや考えたと思
う）

164 15.9

3
あまり志願先としては考えない（あまり考え
なかったと思う）

421 40.9

4
志願先としては考えない（考えなかったと思
う）

423 41.1

全体 1030 100.0

[TABLE014]

前問で「志願先として考えたい（考えたと思
う）」または「やや志願先として考えたい（や
や考えたと思う）」
を選んだ方にうかがいます。もし現代生活
学科に合格した場合、
志望度はどのくらいですか（高校３年生は、
進路決定時を想像してお答えください）。

単一回答 Ｎ ％

1 第一志望としたい 16 8.6
2 第二志望としたい 61 32.8
3 第三志望としたい 59 31.7
4 第四志望またはそれ以下 50 26.9
全体 186 100.0

[TABLE015]
前問で「あまり志願先としては考えない（あ
まり考えなかったと思う）」または
「志願先としては考えない（考えなかったと
思う）」を選んだ方にうかがいます。
そのような回答をされた理由をお答えくださ
い。（いくつでも）
複数回答 Ｎ ％

1 現代生活学科に魅力を感じないため 297 35.2
2 実践女子大学の入試の難易度が高いため 56 6.6
3 実践女子大学の入試の難易度が低いため 107 12.7

4
強く入学を希望する大学があり、その他の
大学に興味が持てないため

358 42.4

5
進学先は共学しか考えていない（いなかっ
た）ため

249 29.5

6 その他（具体的に：【　　　】） 93 11.0
全体 844 100.0

Q9

Q10

Q8

3



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

学長
ﾀｼﾞﾏ　ﾏｺﾄ
田島　眞

＜平成25年4月＞
農学博士

実践女子大学 学長
（平成25年4月）

実践女子大学
  生活科学部教授
（平成3年4月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
(学科主任)

ｲﾇﾂｶ　ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ
犬塚　潤一郎
＜平成26.4＞

博士（学術情
報学）

実践入門ｾﾐﾅｰ
現代生活学
ｾﾞﾐﾅｰﾙ
ﾌｧｲﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞｯｸｽｾﾐﾅｰ1
ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞｯｸｽｾﾐﾅｰ2a
環境ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論a
環境ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論演習a
環境思想a
環境思想ｂ
環境思想演習
ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ論a
ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ論b
映像制作演習a
ﾒﾃﾞｨｱ生活経営論a
ﾒﾃﾞｨｱ生活経営論演習a

1前
2後
3
4
1前
2.3.4前
2・3前
2・3後
3前
3前
3後
2・3後
2・3後
2・3前
3前
3後

2
2
4
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1(隔年)

1(隔年)

1
1(隔年)

1(隔年)

1(隔年)

1
1

実践女子大学生活科学部
教授

（平成20.4）
5日

2 専 教授
ｽｶﾞ　ﾕｷｺ

須賀　由紀子
<平成26年4月＞

体育学修士

実践入門ｾﾐﾅｰ
ｾﾞﾐﾅｰﾙ
ﾌｧｲﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
現代社会を読み解くc（文化と

市場）

ｺﾐｭﾆﾃｨ概論
ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞｯｸｽｾﾐﾅｰ1
ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞｯｸｽｾﾐﾅｰ2b
地域文化形成論
自立生活論a（健康）
少子高齢化社会
生活産業創出論
女性社会論a
比較文化論a
比較文化論b

1前
3
4
1後

1後
1前
2・3・4後
2・3後
2・3前
2・3前
2前
3前
1前
1後

2
4
4
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

実践女子大学生活科学部
准教授

（平成19.4）
5日

3 専 教授
ﾕｷｻﾞﾈ　ﾖｳｲﾁ
行実　洋一

＜平成26年4月＞

博士(情報社会
学）

実践入門ｾﾐﾅｰ
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習a
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習b
ｾﾞﾐﾅｰﾙ
ﾌｧｲﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会
生活ﾋﾞｼﾞﾈｽb（ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞ
ｼﾞﾈｽ）
生活ﾋﾞｼﾞﾈｽc（ﾏｲｸﾛﾋﾞｼﾞ
ﾈｽ）
ﾒﾃﾞｨｱ生活学a
ﾒﾃﾞｨｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ演習b
（ﾃﾞｰﾀ）
ﾒﾃﾞｨｱ生活経営論b
ﾒﾃﾞｨｱ生活経営論演習b
広告とﾒﾃﾞｨｱ

1前
1後
2後
3後
3
4
2・3後
2・3前

2・3後

2・3前
2・3前

3後
4前
2・3後

2
2
2
2
4
4
2
2

2

2
2

2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

1

1
1

1
1
1

TBSテレビ情報制作部
プロデューサー
（平成11年4月）

株式会社ブルーメロン
代表取締役

（平成24年3月）

5日

4 専 准教授
ﾉﾂﾞ　ﾀｶｼ
野津　喬

＜平成26年4月>

博士（公共政
策分析）

実践入門ｾﾐﾅｰ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習a
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習b
ｾﾞﾐﾅｰﾙ
ﾌｧｲﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
現代社会を読み解くb
（生活と産業）
ｺﾐｭﾆﾃｨ経済演習
自立生活論b（消費者）
地域食料論
地域食料論演習
環境経済学
生活産業史
女性社会論b

1前
2後
3後
3
4
1前

2・3前
2・3後
2・3前
3後
2・3前
2・3後
3後

2
2
2
4
4
2

2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

農林水産省
食料産業局
課長補佐

（平成23年9月）

5日

5 専 准教授
ｽｶﾞﾉ　ﾓﾄﾕｷ
菅野　元行

＜平成26年4月＞
博士（工学）

実践入門ｾﾐﾅｰ
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習a
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習b
ｾﾞﾐﾅｰﾙ
ﾌｧｲﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾘｻｰﾁ
現代社会を読み解くd
（科学技術と社会）
環境科学概論
地域ｴﾈﾙｷﾞｰ論
地域ｴﾈﾙｷﾞｰ論演習
ｴｺﾋﾞｼﾞﾈｽ演習
環境工学及び調査
生活ﾋﾞｼﾞﾈｽa（ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞ
ｼﾞﾈｽ）

1前
1後
2後
3後
3
4
1後
1後

1前
2・3前
3後
3後
2・3前
2・3前

2
2
2
2
4
4
2
2

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

日本工学院専門学校
非常勤講師

（平成25年4月）
東京ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専門学校

非常勤講師
（平成25年4月）

5日

申請に係る
大学等の
職務に

従事する
週当たり
平均日数

担当授業科目の名称
保有

学位等
専任等
区分

月額
基本給
(千円)

年齢職位
配 当
年 次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（生活科学部現代生活学科）

調書
番号

1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る
大学等の
職務に

従事する
週当たり
平均日数

担当授業科目の名称
保有

学位等
専任等
区分

月額
基本給
(千円)

年齢職位
配 当
年 次

担当
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数

現　職
（就任年月）

調書
番号

6 専 講師
ｶﾜｲ　ﾉﾌﾞｱｷ
河井　延晃

修士（学際情
報学）

実践入門ｾﾐﾅｰ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習a
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習b
ｾﾞﾐﾅｰﾙ
ﾌｧｲﾅﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
基礎ﾒﾃﾞｨｱ技術
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾘｻｰﾁ
統計とﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ
ﾒﾃﾞｨｱ社会概論
ﾒﾃﾞｨｱ生活学b
ﾒﾃﾞｨｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ演習
a(Web）
情報ｾｷｭﾘﾃｨ社会

1前
2後
3後
3
4
1前
1前
1後
1後
1後
2・3後
2・3前

2・3前

2
2
2
4
4
2
2
2
2
2
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

実践女子大学
生活科学部

講師
（平成21年4月）

5日

7 兼担 教授
ｶﾈﾀﾞ　ﾊｼﾞﾑ
金田　肇

＜平成26年4月＞
経済学士 実践ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 2前・後 4 2

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成22年4月）

8 兼担 教授
ﾌﾞﾗｯｸ､ﾖｰｶﾞﾝ

Bulach,Juergen
＜平成26年4月＞

教育学修士
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ

1前
1前・後

4
4

4
4

実践女子大学
文学部
教授

（平成23年4月）

9 兼担 教授
ｳｴﾉ　ｴｲｺ

上野　英子
＜平成26年4月＞

文学修士 文学概論 1前 2 1

実践女子大学
文学部
教授

（平成20年4月）

10 兼担 教授
ﾀﾅﾀﾞ　ﾃﾙﾖｼ
棚田　輝嘉

＜平成26年4月＞
文学修士※ 女性と文学 1後 2 1

実践女子大学
文学部
教授

（平成12年4月）

11 兼担 教授
ｵﾄｸﾆ　ﾐﾉﾙ
乙訓　稔

＜平成26年4月＞
文学博士

教育史a
教育史b

1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成1年4月）

12 兼担 教授
ﾄﾐﾀ　ﾖｳｿﾞｳ
冨田　洋三

＜平成26年4月＞
経済学修士

経済学a
経済学b
日本経済論a
日本経済論b
現代社会を読み解くa
（政治と経済）

1前
1後
1前
1後
1前

2
2
2
2
2

1
1
1
1
1

実践女子大学
生活科学部

教授
（昭和63年4月）

13 兼担 教授
ﾔﾏｻﾞｷ　ﾀｹｼ
山﨑　壮

＜平成26年4月＞
博士（薬学）

化学の世界a
化学の世界b

1後
2前

2
2

1
1

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成24年4月）

14 兼担 教授
ﾔﾏｻﾞｷ　ｶｽﾞﾋｺ
山崎　和彦

＜平成26年4月＞
医学博士 環境科学 1前 2 1

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成10年4月）

15 兼担 教授
ﾔﾏﾀﾞ　ｼｹﾞﾙ
山田　茂

＜平成26年4月＞
博士（理学）

身体運動の科学a
基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習c
ｽﾎﾟｰﾂ基礎科学実習b

1前
1前・後
1前・後

2
2
2

1
2
2

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成22年4月）

16 兼担 教授
ｲﾉｳｴ　ﾁｴｺ

井上　千枝子
＜平成26年4月＞

体育学学士

健康運動実習a
健康運動実習b
基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習b
健康体力科学演習

1前・後
1前・後
1前・後
1前・後

2
2
2
2

2
2
2
2

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成24年4月）

17 兼担 教授
ﾀﾁﾊﾞﾅ　ﾋﾛｼ
橘　弘志

＜平成26年4月＞
博士（工学） 住居学 2前 2 1

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成23年4月）

18 兼担 教授
ﾎﾝﾏ　ﾖｳｺ

本間　洋子
＜平成26年4月＞

博士（医学） 育児学 3前・後 2 1

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成20年4月）

19 兼担 教授
ﾌﾙｶﾜ　ｽｽﾑ
古川　漸

＜平成26年4月＞
医学博士 栄養学 2後 2 1

実践女子大学
生活科学部

教授
（平成20年4月）

2
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氏名

＜就任（予定）年月＞
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職務に
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担当授業科目の名称
保有

学位等
専任等
区分

月額
基本給
(千円)
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20 兼担 准教授
ﾌﾘﾊﾀ　ﾖｼﾋｺ
降旗　芳彦

＜平成26年4月＞
文学修士※

哲学入門a
哲学入門b
倫理学入門a
倫理学入門b
西洋思想史a
西洋思想史b

1前
1後
1前
1後
1前
1後

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

実践女子大学
文学部
准教授

（平成6年4月）

21 兼担 准教授
ｵｵｶﾜ　ﾄﾓｺ
大川　知子

＜平成26年4月＞

博士（経営
学）

衣文化論 1前 2 1

実践女子大学
生活科学部

准教授
（平成25年4月）

22 兼担 准教授
ｻﾄｳ　ﾀｹｼ
佐藤　健

＜平成26年4月＞
博士（工学）

くらしの人間工学
健康運動実習a
健康運動実習b
ｽﾎﾟｰﾂ基礎科学実習a

1後
1前
1後
1前・後

2
1
1
2

1
1
1
2

実践女子大学
生活科学部

准教授
（平成19年4月）

23 兼担 准教授
ｻﾄｳ　ｻﾁｺ

佐藤　幸子
＜平成26年4月＞

博士（食物栄
養学）

食物学
調理学及び実習

3前
3前

2
2

1
1

実践女子大学
生活科学部

准教授
（平成25年4月）

24 兼担 講師
ｼｭﾆｯｹﾙ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ
Schnickel,Jacob
＜平成26年4月＞

Master of
arts

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ

1後
1前・後

2
2

1
2

実践女子大学
文学部
講師

（平成24年4月）

25 兼担 講師
ｶﾅﾂ　ｹﾝ
金津　謙

＜平成26年4月＞
修士（法学） 日本国憲法 1前・後 2 1

実践女子大学
人間社会学部

講師
（平成21年4月）

26 兼任 講師
ｲﾁｹﾞ ﾖｳｺ

市毛　洋子
＜平成23年4月＞

Master's
degree in

TESOL
(米国)

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ
ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ

1後
1前
1前・後

1
1
2

1
1
2

実践女子大学
兼任講師

（平成18年9月）

27 兼任 講師
ﾂﾈﾐ ﾖｳﾍｲ

常見　陽平
＜平成23年4月＞

商学士

実践ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ
ﾗｲﾌ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

2前・後
3前
3後
2前

4
2
2
2

2
1
1
1

株式会社
ｸｵﾘﾃｨ･ｵﾌﾞ･ﾗｲﾌ

ﾁｰﾌﾌﾟﾗﾝﾅｰ
（平成21年2月）

28 兼任 講師
ﾅｶﾞｲ ﾄﾓｺ

永井　ともこ
＜平成23年4月＞

短期大学
卒業

伝統文化の精神と実践 2後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成22年4月）

29 兼任 講師
ﾔﾏﾔ ﾏﾅ

山谷　真名
＜平成23年4月＞

修士
(家庭経営学)

女性と職業 2前・後 4 2
実践女子大学

兼任講師
（平成23年4月）

30 兼任 講師
ｸﾛｻｷ ｼﾉ

黒崎　紫乃
＜平成23年4月＞

Master of
Science in
Education
(米国)

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 1前 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成19年4月）

31 兼任 講師
ﾔﾅｾ ﾐｶ

柳瀬　実佳
＜平成26年4月＞

Master of
Education
(米国)

ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ 1前・後 2 2
実践女子大学

兼任講師
（平成18年4月）

32 兼任 講師
ﾌｼﾞﾜﾗ ﾏｻﾐﾁ
藤原　正道

＜平成26年4月＞

修士
(教育学)

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

1前
2後

2
1

1
1

実践女子短期大学
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

准教授
（平成12年4月）

33 兼任 講師
ﾂﾁﾔ ﾖｳｽｹ

土屋　陽介
＜平成26年4月＞

博士
(工学)

情報ﾘﾃﾗｼｰ基礎a
情報ﾘﾃﾗｼｰ基礎b

1前
1後

1
1

1
1

産業技術大学院大学
産業技術研究科

助教
（平成18年7月）

34 兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ ﾀｲﾁ

中村　太一
＜平成26年4月＞

Ph.D.
(英国)

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ
TOEICﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

1前
2後

2
2

2
2

専修大学
経営学部

教授
（平成19年4月）

35 兼任 講師
ﾖｼﾉ ﾔｽｺ

吉野　康子
＜平成26年4月＞

国際学修士
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ
TOEICﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

1前
2後

2
2

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成21年4月）

3
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36 兼任 講師
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ｸﾆｺ
若林　邦子

＜平成23年4月＞

修士
(英文学)

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ
TOEICﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

1前
2後

2
2

2
2

実践女子大学
兼任講師

（昭和53年4月）

37 兼任 講師
ｲﾏﾑﾗ ｷｮｳｺ
今村　京子

＜平成26年4月＞

修士
(文学)

ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ
TOEICﾘｽﾆﾝｸﾞ

1前
2後

2
2

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成16年4月）

38 兼任 講師
ﾀﾏﾙ ﾕﾐｺ

田丸　由美子
＜平成23年4月＞

文学修士※
ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽｷﾙｽﾞ
TOEICﾘｽﾆﾝｸﾞ

1前
2後

2
2

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成8年7月）

39 兼任 講師
ｶﾛｳｼﾞ ｻﾁｺ
唐牛　幸子

＜平成26年4月＞
文学修士

ﾌﾗﾝｽ語1a
ﾌﾗﾝｽ語1b
ﾌﾗﾝｽ語2a
ﾌﾗﾝｽ語2b
ﾌﾗﾝｽ文学a
ﾌﾗﾝｽ文学b

1前
1後
2前
2後
1前
1後

1
1
1
1
2
2

1
1
1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成13年4月）

40 兼任 講師
ﾀｹﾀﾞ ｼﾎｺ

武田　志保子
＜平成26年4月＞

文学修士
ﾌﾗﾝｽ語1a
ﾌﾗﾝｽ語1b

1前
1後

1
1

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成7年4月）

41 兼任 講師
ﾌｼﾞｲ　ﾖｳｺ
藤井　陽子

＜平成26年4月＞
博士（文学）

ﾌﾗﾝｽ語1a
ﾌﾗﾝｽ語1b

1前
1後

1
1

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成23年4月）

42 兼任 講師
ｵｻﾞﾜ ﾀﾀﾞｼ
小澤　直

＜平成23年4月＞
文学修士※

ﾄﾞｲﾂ語1a
ﾄﾞｲﾂ語1b

1前
1後
2前
2後

1
1
1
1

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（昭和63年4月）

43 兼任 講師
ﾐﾂｲ ﾕｳｺ

満井　裕子
＜平成23年4月＞

Doktor der
Philosophie

(独逸)

ﾄﾞｲﾂ語1a
ﾄﾞｲﾂ語1b
ﾄﾞｲﾂ語2a
ﾄﾞｲﾂ語2b

1前
1後
2前
2後

1
1
1
1

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成18年10月）

44 兼任 講師
ｻｻｷ ｼｹﾞﾙ

佐々木　滋
＜平成23年4月＞

文学修士

ﾄﾞｲﾂ語1a
ﾄﾞｲﾂ語1b
ﾄﾞｲﾂ文学a
ﾄﾞｲﾂ文学b

1前
1後
1前
1後

1
1
2
2

1
1
1
1

明星大学
文学部
教授

（平成15年4月）

45 兼任 講師
ﾀﾅｶ　ｱﾐ

田中　亜美
＜平成26年4月＞

修士（文学）
ﾄﾞｲﾂ語1a
ﾄﾞｲﾂ語1b

1前
1後

1
1

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成23年4月）

46 兼任 講師
ｻｲ ｷﾞｮｳｸﾞﾝ
蔡　暁軍

＜平成23年4月＞

修士※
(文学)

中国語1a
中国語1b
中国語2a
中国語2b

1前
1後
2前
2後

1
1
1
1

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成12年4月）

47 兼任 講師
ﾖｳ ｴｲｶ

楊　英華
＜平成26年4月＞

文学博士

中国語1a
中国語1b
中国語2a
中国語2b

1前
1後
2前
2後

2
2
1
1

2
2
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成13年4月）

48 兼任 講師
ﾘｭｳ ｿｴｲ
劉　素英

＜平成26年4月＞
文学修士

中国語1a
中国語1b
中国語2a
中国語2b

1前
1後
2前
2後

1
1
1
1

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成6年4月）

49 兼任 講師
ﾊﾟｸ ｷｮﾋ
朴　校煕

＜平成26年4月＞
教育学博士

ｺﾘｱ語1a
ｺﾘｱ語1b
ｺﾘｱ語2a
ｺﾘｱ語2b

1前
1後
2前
2後

1
1
1
1

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成19年4月）

50 兼任 講師
ﾀｲﾅｶ ﾖｼｱｷ

田井中　承昭
＜平成26年4月＞

美術修士 情報ﾘﾃﾗｼｰ応用a 2前・後 2 2
実践女子大学

兼任講師
（平成12年9月）

51 兼任 講師
ｱﾏｶｻ　ｸﾆｶｽﾞ
天笠　邦一

＜平成26年4月＞

博士（政策・
メディア）

情報ﾘﾃﾗｼｰ応用b 1後 2 2
実践女子大学

兼任講師
（平成24年4月）
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52 兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾉﾘﾏｻ
池田　徳正

＜平成26年4月＞

修士（学術情
報学）

情報ﾘﾃﾗｼｰ応用c
情報ﾘﾃﾗｼｰ実践c

1後 2 2
実践女子大学

兼任講師
（平成25年4月）

53 兼任 講師
ｶﾈｺ　ﾃﾂｼﾞ
金子　徹治

＜平成26年4月＞

修士（生物統
計学）

情報ﾘﾃﾗｼｰ実践a 2前・後 1 1
実践女子大学

兼任講師
（平成24年9月）

54 兼任 講師
ｶﾅｲ　ﾋﾛﾐ

金井　宏水
<平成26年4月＞

芸術学士 情報ﾘﾃﾗｼｰ実践b 1後 2 2
実践女子大学

兼任講師
（平成25年4月）

55 兼任 講師
ｱﾝﾅｶ ﾀｶﾉﾘ
安中　隆徳

＜平成26年4月＞
文学修士※

哲学入門a
哲学入門b
現代倫理学a
現代倫理学b
社会思想史a
社会思想史b

1前
1後
1前
1後
1前
1後

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成12年4月）

56 兼任 講師
ｵｶﾍﾞ ﾋﾃﾞｵ
岡部　英男

＜平成26年4月＞
文学修士※

現代の哲学a
現代の哲学b
倫理学入門a
倫理学入門b

1前
1後
1前
1後

2
2
2
2

1
1
1
1

東京音楽大学
音楽学部
専任講師

（平成3年4月）

57 兼任 講師
ﾋｶｻ ｶﾂｼ

樋笠　勝士
＜平成26年4月＞

文学修士
美学a
美学b

1前
1後

2
2

1
1

上智大学
文学部
教授

（平成16年4月）

58 兼任 講師
ｶﾄﾞﾔ ｱｷﾋｺ
角屋　明彦

＜平成26年4月＞
学術修士※

中国の思想a
中国の思想b

1前
1後

4
4

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成3年4月）

59 兼任 講師
ﾐｽﾞｶﾐ　ﾌﾐﾖｼ
水上　文義

＜平成26年4月＞

博士（仏教
学）

仏教思想史a
仏教思想史b

2前
2後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成24年4月）

60 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾏﾁｺ

小林　真知子
＜平成26年4月＞

学術博士

ｷﾘｽﾄ教概論a
ｷﾘｽﾄ教概論b
比較文学a
比較文学b

2前
2後
2前
2後

2
2
2
2

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成2年4月）

61 兼任 講師
ﾊﾔｼ　ﾕｳｺ
林　悠子

＜平成26年4月＞
修士（文学）

日本の文学a
日本の文学b

1前
1後
1前
1後

2
2
2
2

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成25年4月）

62 兼任 講師
ｴﾁｺﾞ　ｹｲｺ
越後　敬子

＜平成26年4月＞
修士（文学）

日本の文学c
日本の文学d

1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成22年4月）

63 兼任 講師
ﾁﾊﾞ ﾐｷｵ

千葉　幹夫
＜平成23年4月＞

法学士
児童文学論a
児童文学論b

1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成21年4月）

64 兼任 講師
ｲﾊﾗ　ｱﾔ

井原　あや
＜平成26年4月＞

博士（文学） 女性と文学 1前 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成25年4月）

65 兼任 講師
ｱｲﾊﾗ　ｶﾂﾕｷ
合原　勝之

＜平成26年4月＞
芸術学士

生活文化論b
映像制作演習b
ﾒﾃﾞｨｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ演習c（開
発）
ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｽｷﾙａ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｽｷﾙｂ

1後
2・3前
2・3前

2前
3後

2
2
2

2
2

1
1(隔年)

1

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成24年4月）

66 兼任 講師
ﾃﾗﾓﾄ（ﾔﾏｳﾁ) ﾐﾅｺ

寺本(山内）美奈子
＜平成26年4月＞

修士
(造形)

出版文化論a
出版文化論b

1前
3後

2
2

1
1

凸版印刷株式会社
印刷博物館

学芸員
（平成10年9月）

67 兼任 講師
ﾓﾘﾔ　ｱｷｺ

守屋　亜記子
＜平成26年4月＞

博士（文学） 食文化論
1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成25年4月）
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68 兼任 講師
ｼﾏｻｷ　ﾕｳｺ
島﨑　裕子

＜平成26年4月＞

博士（国際関
係学）

文化人類学a
文化人類学b

1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成24年4月）

69 兼任 講師
ｵｵｸﾎﾞ　ﾘｮｳ
大久保　遼

＜平成26年4月＞
修士（学術）

ﾒﾃﾞｨｱ論a
ﾒﾃﾞｨｱ論b

1前
1後
1前
1後

2
2
2
2

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成25年4月）

70 兼任 講師
ｵｵｸﾗ　ｷｮｳｽｹ
大倉　恭輔

＜平成26年4月＞
修士（文学）

ﾒﾃﾞｨｱ論a
ﾒﾃﾞｨｱ論b

1前
1後

2
2

1
1

実践女子短期大学
准教授

（平成19年4月）

71 兼任 講師
ｶﾜﾊﾞﾀ ﾐｷ

川端　美樹
＜平成26年4月＞

社会学修士
情報文化論a
情報文化論b

1前
1後

2
2

1
1

目白大学
社会学部
准教授

（平成12年4月）

72 兼任 講師
ﾇｸｲ ｶｽﾞﾐ

貫井　一美
＜平成26年4月＞

文学修士 世界の美術 1前 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成16年4月）

73 兼任 講師
ｶﾅﾔ　ﾋﾃﾞﾄｼ
金谷　英俊

＜平成26年4月＞

修士（心理
学）

心理学概論 1前・後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成25年4月）

74 兼任 講師
ﾖﾑﾗ　ﾄﾓｷ

余村　朋樹
＜平成26年4月＞

修士（人間科
学）

心理学概論 1前・後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成24年9月）

75 兼任 講師
ｵｶﾀﾞ ﾋﾄｼ
岡田　斉

＜平成26年4月＞
文学修士※

心理学a
心理学b

1前
1後

2
2

1
1

文教大学
人間科学部

教授
（平成11年4月）

76 兼任 講師
ｽｶﾞﾇﾏ ﾀｶｼ
菅沼　崇

＜平成26年4月＞

修士※
(教育学)

心理学a
心理学b

1前・後
1前
3前

2
2
2

1
1
1

相模女子大学
人間社会学部

教授
（平成24年4月）

77 兼任 講師
ｻﾄｳ ｴﾐ

佐藤　恵美
＜平成26年4月＞

博士
(心理学)

発達心理学a
発達心理学b

1前
1後

4
4

2
2

東京富士大学
経営学部
准教授

（平成24年4月）

78 兼任 講師
ｱｵｷ ﾋﾃﾞｵ

青木　秀雄
＜平成26年4月＞

教育学
修士※

教育学a
教育学b

2前
2後

2
2

1
1

明星大学
教育学部

教授
（平成15年4月）

79 兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾀｶｼ
斎藤　孝

＜平成26年4月＞
法学修士

日本国憲法
法学
政治学a
政治学b

1前・後
1前
1前
1後

4
2
2
2

2
1
1
1

岐阜聖徳学園大学
教育学部

教授
（平成16年4月）

80 兼任 講師
ｼﾐｽﾞ　ﾔﾖｲ
清水　弥生

<平成26年4月＞

修士（法律
学）

法と生活 2前・後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成25年4月）

81 兼任 講師
ﾁﾓﾄ ﾋﾃﾞｷ

千本　秀樹
＜平成26年4月＞

博士
(文学)

日本史a
日本史b

1前
1後

4
4

2
2

筑波大学
大学院人文社会科学研究科

教授
（昭和62年9月）

82 兼任 講師
ｱｷﾔﾏ ﾁｴ

秋山　千恵
＜平成26年4月＞

修士
(史学)

西洋史a
西洋史b

1前
1後

4
4

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成17年4月）

83 兼任 講師
ｸﾏｶﾞｲ ｼｹﾞｿﾞｳ
熊谷　滋三

＜平成26年4月＞
文学修士※

東洋史a
東洋史b

1前
1後

4
4

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成23年4月）
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84 兼任 講師
ﾀｹﾊﾞﾔｼ ｶｽﾞﾋｺ
竹林　和彦

＜平成26年4月＞

修士※
(教育学)

地理学 1前 2 1

渋谷教育学園
渋谷中学高等学校

教諭
（平成18年4月）

85 兼任 講師
ﾊﾔｼﾊﾞﾗ ｱｷﾋﾛ
林原　玲洋

＜平成26年4月＞

博士
(社会学)

社会学a
社会学b

1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
非常勤講師

（平成23年4月）

86 兼任 講師
ｲｲﾉ　ﾄﾓｺ

飯野　智子
＜平成26年4月＞

社会学修士※ ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ論a 1前 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成16年4月）

87 兼任 講師
ﾓﾘﾔﾏ　ﾀｶｼ
森山　至貴

＜平成26年4月＞
博士（学術） ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ論b 1後 2 1

実践女子大学
兼任講師

（平成25年4月）

88 兼任 講師
ﾌｸﾀﾞ ｻﾁｵ

福田　幸夫
＜平成26年4月＞

文学修士 社会保障論 2前 2 1

いわき明星大学
人文学部
准教授

（平成20.4）

89 兼任 講師
ｻﾄｳ ﾖｼﾀｶ

佐藤　義隆
＜平成26年4月＞

理学修士 数学の世界 1前 2 1

芝浦工業大学
ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部

教授
（平成22年4月）

90 兼任 講師
ｶﾂﾉ ｹｲｺ

勝野　恵子
＜平成26年4月＞

Ph.D.
(英国)

統計の世界 1後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成4年4月）

91 兼任 講師
ｵｵｼﾓ ﾉﾘﾕｷ
大下　範幸

＜平成26年4月＞
理学博士 物理の世界

1前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成22年4月）

92 兼任 講師
ﾃﾗｻｶ ｵｻﾑ
寺坂　治

＜平成26年4月＞
理学博士 生物の世界 1前 2 1

東京慈恵会医科大学
医学部
教授

（平成12年8月）

93 兼任 講師
ｱｼﾞﾘ ﾃｲｿﾞｳ
阿尻　貞三

＜平成26年4月＞
医学博士 生命と環境 1前 2 1

実践女子短期大学
食物栄養学科

教授
（平成15年4月）

94 兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾌﾐ
斎藤　宏文

＜平成26年4月＞
博士（学術） 科学思想史

2前
1後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成25年4月）

95 兼任 講師
ｷﾐﾂﾞｶ ﾖｼﾃﾙ
君塚　芳輝

＜平成26年4月＞
農学修士

環境と産業技術a
環境と産業技術b
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾘｻｰﾁ
環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

1前
1後
1後
2・3後

2
2
2
2

1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成18年4月）

96 兼任 講師
ﾜｶﾞﾂﾏ　ｱｷﾗ
我妻　玲

＜平成26年4月＞

博士（運動生
化学）

身体運動の科学b 1後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成25年4月）

97 兼任 講師
ﾐﾅﾐ ﾋﾃﾞｷ
南　英樹

＜平成26年4月＞
体育学修士※

ｽﾎﾟｰﾂ文化論
健康運動実習a
健康運動実習b

1前
1前・後
1前・後

2
2
2

1
2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成18年4月）

98 兼任 講師
ｶﾜﾀﾞ ﾐﾎ

河田　美保
＜平成26年4月＞

修士
(体育学)

健康運動実習b
基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習c
ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ実践実習a
ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ実践実習b

1前・後
1前・後
1前・後
1前・後

2
2
2
2

2
2
2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成19年4月）

99 兼任 講師
ﾀｶﾊｼ　ｴｲｲﾁ
高橋　英一

＜平成26年4月＞
体育学士

基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習a
基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習b

1前・後
1前・後

2
2

2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成24年4月）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

申請に係る
大学等の
職務に

従事する
週当たり
平均日数

担当授業科目の名称
保有

学位等
専任等
区分

月額
基本給
(千円)

年齢職位
配 当
年 次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

調書
番号

100 兼任 講師
ｽｽﾞｷ ｼﾞｭﾝﾔ
鈴木　淳也

＜平成26年4月＞

修士
(教育学)

基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習c
ｽﾎﾟｰﾂ応用科学実習

1前・後
1前・後
1前・後
1前・後
1前・後

1
1
6
2
2

1
1
6
2
2

実践女子大学
兼任講師

（平成22年4月）

101 兼任 講師
ｶｻﾊﾗ ﾀｹｺ

笠原　武子
＜平成26年4月＞

体育学士 基礎ｽﾎﾟｰﾂ実習d
1前・後
1前・後

1
1

1
1

筑波大学附属
桐が丘養護学校

（平成19.3まで）

102 兼任 講師
ｼﾗｵ　ﾐｶ

白尾　美佳
<平成26年4月＞

博士（医学） 家庭経営a（食生活） 1前 2 1
実践女子短期大学

教授
（平成21年4月）

103 兼任 講師
ﾖｼﾑﾗ　ﾏﾕﾐ

吉村　眞由美
＜平成26年4月＞

博士（学術）
家庭経営b（衣環境）
衣服製作実習b

1前
3後

2
1

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成25年4月）

104 兼任 講師
ﾏﾂﾀﾞ　ﾉﾘｺ
松田　典子

＜平成26年4月＞

修士（家政
学）

家庭経営c（育児・介
護）
家庭経営論

1後

1後

2

2

1

1

文教大学
教育学部
専任講師

（平成25年4月）

105 兼任 講師
ｵｵﾊﾞ　ﾉﾘｱｷ
大場　紀章

＜平成26年4月＞
修士（理学）

自立生活論c（安全と保
障）

2・3後 2 1
（株）テクノバ
　調査研究部

研究員

106 兼任 講師
ﾀﾆｸﾞﾁ　ｺｳｼﾞ
谷口　浩二

＜平成26年4月＞
ＭＢＡ

環境ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論b
環境ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論演習b
社会責任論
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｽｷﾙa
ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｽｷﾙb
企業研究a
企業研究b

2・3前
2・3後
2・3後
2前
2後
2後
3前

2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成23年4月）

107 兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ　ﾘﾂｺ
中村　立子

＜平成26年4月＞
工学博士

衣料学
衣料学演習

2前
2後

2
2

1
1

実践女子大学
兼任講師

（平成18年4月）

108 兼任 講師
ﾏﾂｵｶ　ｸﾐｺ

松岡　久美子
＜平成26年4月＞

修士（家政
学）

衣服製作実習a 3前 1 1
実践女子大学

兼任講師
（昭和62年4月）

109 兼任 講師
ﾌｼﾞﾑﾗ　ｱｷｺ
藤村　明子

＜平成26年4月＞

修士（家政
学）

衣服製作実習c 3後 2 1
実践女子大学

兼任講師
（平成16年4月）

110 兼任 講師
ｺﾞﾄｳ ｶﾂﾗ

後藤　桂子
＜平成26年4月＞

看護学修士 看護学 2前・後 4 2

埼玉県立大学
保健医療福祉学部

准教授
（平成25年4月）

111 兼任 講師
ｶｸｱｹﾞ ﾋｻｺ
攪上　久子

＜平成26年4月＞
家政学士 保育学 2前 4 2

実践女子大学
兼任講師

（平成22年4月）

112 兼任 講師
ｵﾉｳｴ　ﾏｻﾕｷ
尾上　正行

＜平成26年4月＞
工学士 家庭工学 2前・後 2 1

実践女子大学
兼任講師

（平成22年4月）
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